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学長挨拶 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

 新入生
しんにゅうせい

の皆
みな

さん、入学
にゅうがく

おめでとうございます。

皆
みな

さんは、今日
きょう

から講義
こうぎ

や実習
じっしゅう

など、大学
だいがく

生活
せいかつ

を始
はじ

める事
こと

になりま

す。 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

には、保健
ほけん

医療
いりょう

学部
がくぶ

に看護
かんご

学科
がっか

とリハビリテーショ

ン学科
がっか

「理学
りがく

療法学
りょうほうがく

専攻
せんこう

」「作業
さぎょう

療法学
りょうほうがく

専攻
せんこう

」、薬
やく

学部
がくぶ

に医療
いりょう

薬
やく

学科
がっか

があります。保健
ほけん

・

医療
いりょう

・福祉
ふくし

のスペシャリストを養成
ようせい

する大学
だいがく

です。 

皆
みな

さんは介護
かいご

福祉士
ふ く し し

になろうという目的
もくてき

を持
も

って入学
にゅうがく

してきたことと思
おも

います。初心
しょしん

を

忘
わす

れずに、勉学
べんがく

に励
はげ

み、目的
もくてき

を達
たっ

していただきたいと願
ねが

っています。勉強
べんきょう

は自分
じぶん

でするこ

とですが、授 業
じゅぎょう

・実 習
じっしゅう

に出 席
しゅっせき

すること、単位
たんい

を取
と

ることが基本
きほん

です。自分
じぶん

で勉強
べんきょう

すれば

授業
じゅぎょう

に出 席
しゅっせき

しなくても良
よ

いということはありません。また、勉強
べんきょう

していれば何
なに

をしても

許
ゆる

されるということもありません。皆
みな

さんが目標
もくひょう

としている福祉
ふくし

のスペシャリストは、そ

の資格
しかく

の前
まえ

に人間性
にんげんせい

が問
と

われる仕事
しごと

です。世
よ

の中
なか

の多
おお

くの人々
ひとびと

の幸
しあわ

せに役立
やくだ

つ仕事
しごと

ができ

ることが大切
たいせつ

です。これから、まず大学
だいがく

でのルールを守
まも

る事
こと

ができる人、世
よ

の中
なか

のルールを

守
まも

れる人
ひと

であってください。 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

の理念
りねん

は、「人
ひと

を尊
とうと

び、命
いのち

を尊
とうと

び、個
こ

を敬
けい

愛
あい

す」が理念
りねん

です。これは 

ふれあいグループ統一
とういつ

の理念
りねん

です。大学
だいがく

はこの考
かんが

えの基
もと

に、社会
しゃかい

に貢献
こうけん

し、世
よ

の中
なか

のすべ

ての人々
ひとびと

の幸
しあわ

せに役立
やくだ

つスペシャリストを養成
ようせい

する事
こと

を目的
もくてき

としています。この理念
りねん

は

「人間
にんげん

を大切
たいせつ

にする事
こと

。やさしい思
おも

いやりの心
こころ

で実践
じっせん

する事
こと

」「生命
いのち

を尊重
そんちょう

する事
こと

。福祉
ふくし

のスペシャリストとして命
いのち

を全
まっと

うする為
ため

の高度
こうど

な知識
ちしき

と技術
ぎじゅつ

の取得
しゅとく

に一
いっ

生涯
しょうがい

励
はげ

み、そし

て患者
かんじゃ

の生活
せいかつ

の質
しつ

 クオリティオブライフの向上
こうじょう

を目指
め ざ

す実践者
じっせんしゃ

と成
な

る事
こと

」「個性
こせい

尊重
そんちょう

、



 

その人
ひと

らしさを尊 重
そんちょう

し、個別的
こべつてき

に対応
たいおう

する事
こと

。自分
じぶん

以外
いがい

の一人一人
ひとりひとり

の個性
こせい

と能力
のうりょく

を尊重
そんちょう

する行動
こうどう

を取
と

る事
こと

」これら湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

の理念
りねん

は皆
みな

さんの大学
だいがく

生活
せいかつ

の中
なか

で、日々
ひ び

の生活
せいかつ

において皆
みな

さんが理念
りねん

の実践者
じっせんしゃ

となるように努力
どりょく

してください。この事
こと

はとても大切
たいせつ

です。

心
こころ

に刻
きざ

んでおいて実践
じっせん

してください。 

最後
さいご

に皆
みな

さんは、「自分
じぶん

はどう生
い

きるのか」の答
こた

えにこの大学
だいがく

に入学
にゅうがく

し、介護
かいご

福祉士
ふ く し し

の道
みち

を選
えら

びました。これらの道
みち

は、輝
かがや

かしい未来
みらい

、希望
きぼう

に満
み

ちています。高
たか

い知識
ちしき

と確
たし

かな

技術
ぎじゅつ

の修 得
しゅうとく

、そして勉学
べんがく

に、今
いま

まで以上
いじょう

に努力
どりょく

を重
かさ

ねて自分
じぶん

の未来
みらい

をつかみとりましょ

う。そして自分
じぶん

が特
とく

に興味
きょうみ

を持
も

つところを探
さが

して見
み

つけて調
しら

べてみてください。きっと、見
み

つかると思
おも

います。そしてそれは皆
みな

さんの「希望
きぼう

の星
ほし

」になるでしょう。 

今日
きょう

の自分
じぶん

から、明日
あした

なりたい自分
じぶん

の為
ため

に、一日
いちにち

一日
いちにち

を大切
たいせつ

に重
かさ

ねましょう。 

 

2026年４月 

学長
がくちょう

 

大屋敷
おおやしき

 芙
ふ

志
じ

枝
え

 

 

 

 

  



 

学校
がっこう

法人
ほうじん

 湘
しょう

南
なん

ふれあい学園
がくえん

の沿革
えんかく

 

1994年 １月 学校法人湘
がっこうほうじんしょう

南
なん

ふれあい学園
がくえん

設置
せっち

 

1994年 ４月 茅ケ崎
ちがさき

看護
かんご

福祉
ふくし

専門
せんもん

学校
がっこう

創立
そうりつ

 

1998年 ４月 茅ケ崎
ちがさき

リハビリテーション専門
せんもん

学校
がっこう

創立
そうりつ

 

2001年 １月 学校
がっこう

法人
ほうじん

横浜
よこはま

アカデミーより２幼稚園
ようちえん

、２専門
せんもん

学校
がっこう

、１予備校
よびこう

を継 承
けいしょう

 

2004年 ４月 下田
しもだ

看護
かんご

専門
せんもん

学校
がっこう

創立
そうりつ

 

2008年 ４月 茅ケ崎
ちがさき

リハビリテーション専門
せんもん

学校
がっこう

理学
りがく

療 法
りょうほう

学科
がっか

入 学
にゅうがく

定員
ていいん

変更
へんこう

 

2010年 ４月 茅ケ崎
ちがさき

看護
かんご

福祉
ふくし

専門
せんもん

学校
がっこう

を茅ケ崎
ちがさき

看護
かんご

専門
せんもん

学校
がっこう

に校名
こうめい

変更
へんこう

及
およ

び看護
かんご

学科
がっか

入 学
にゅうがく

定員
ていいん

変更
へんこう

 

2012年 ４月 茅ケ崎
ち が さ き

リハビリテーション専門学校
がっこう

言語
げんご

聴 覚
ちょうかく

学科
がっか

（２年制
ねんせい

）設置
せっち

、作業
さぎょう

療 法
りょうほう

学科
がっか

入 学
にゅうがく

定員
ていいん

変更
へんこう

 

2012年 ６月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学
だいがく

設立
せつりつ

準備室
じゅんびしつ

設置
せっち

 

2014年 ３月 茅ケ崎
ちがさき

リハビリテーション専門
せんもん

学校
がっこう

南湖
なんご

校舎
こうしゃ

移転
いてん

 

2014年 ４月 総合
そうごう

電子
でんし

専門
せんもん

学校
がっこう

とふれあい横浜
よこはま

専門
せんもん

学校
がっこう

を改組
かいそ

し、医療
いりょう

ビジネス観光
かんこう

情 報
じょうほう

専門
せんもん

学校
がっこう

開校
かいこう

 

2014年10月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

設置
せっち

認可
にんか

 

2015年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

開学
かいがく

 

2015年 ４月 保健師
ほけんし

助産師
じょさんし

看護師
かんごし

実 習
じっしゅう

指導者
しどうしゃ

講 習 会
こうしゅうかい

開講
かいこう

 

2017年 ４月 幼
よう

保
ほ

連携型
れんけいかた

認定
にんてい

こども園
えん

みどり幼稚園
ようちえん

開園
かいえん

 

2018年 ４月 認定
にんてい

看護師
かんごし

研 修
けんしゅう

センター設置
せっち

 

2018年 ６月 認定
にんてい

看護師
かんごし

教 育
きょういく

課程
かてい

（認知症
にんちしょう

看護
かんご

分野
ぶんや

）開講
かいこう

 

2018年10月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

設置
せっち

認可
にんか

 

2019年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

開学
かいがく

 

2019年 ４月 認定
にんてい

看護師
かんごし

研 修
けんしゅう

センターの名 称
めいしょう

を看護
かんご

実践
じっせん

教 育
きょういく

センターに変更
へんこう

 

2019年12月 認定
にんてい

看護
かんご

管理者
かんりしゃ

教 育
きょういく

課程
かてい

（セカンドレベル）開講
かいこう

 

2020年10月 認定
にんてい

看護
かんご

管理者
かんりしゃ

教 育
きょういく

課程
かてい

（ファーストレベル）開講
かいこう

 

2020年10月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

薬
やく

学部
がくぶ

設置
せっち

認可
にんか

 

2021年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

薬
やく

学部
がくぶ

設置
せっち

 

2021年 ４月 看護
かんご

実践
じっせん

教 育
きょういく

センターの名称を看護
かんご

キャリア開発
かいはつ

コアセンターに変更
へんこう

 

2022年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

 薬
やく

学部
がくぶ

校舎
こうしゃ

竣 工
しゅんこう

 横浜
よこはま

山手
やまて

キャンパス校舎
こうしゃ

竣 工
しゅんこう

 

2022年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

保健
ほけん

医療
いりょう

学部
がくぶ

看護
かんご

学科
がっか

定員
ていいん

変更
へんこう

（80名
めい

から140名
めい

） 

2022年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

専攻科
せんこうか

（公 衆
こうしゅう

衛生
えいせい

看護学
かんごがく

専攻
せんこう

、助産学
じょさんがく

専攻
せんこう

）設置
せっち

 

2022年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

高度
こうど

実践
じっせん

看護師
かんごし

教 育
きょういく

課程
かてい

（がん看護学
かんごがく

）設置
せっち

 

2023年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

高度
こうど

実践
じっせん

看護師
かんごし

教 育
きょういく

課程
かてい

（感染
かんせん

看護学
かんごがく

）設置
せっち

 

2023年 ９月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

博士
はかせ

後期
こうき

課程
かてい

設置
せっち

認可
にんか

 

2024年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

博士
はかせ

後期
こうき

課程
かてい

設置
せっち

 

2025年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

大学院
だいがくいん

修士
しゅうし

課程
かてい

（医療
いりょう

・マネジメントエグゼクティブ領 域
りょういき

）設置
せっち

 

       湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

別科
べっか

介護
かいご

福祉
ふくし

別科
べっか

設置
せっち

 

2025年 ９月  認定
にんてい

看護
かんご

管理者
かんりしゃ

教 育
きょういく

課程
かてい

（サードレベル）開講
かいこう

 

2026年 ４月 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

保健
ほけん

医療
いりょう

学部
がくぶ

看護
かんご

学科
がっか

定員
ていいん

変更
へんこう

(140名
めい

から165名
めい

) 

   湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

保健
ほけん

医療
いりょう

学部
がくぶ

リハビリテーション学科
がっか

理学
りがく

療法学
りょうほうがく

専攻
せんこう

定員
ていいん

変更
へんこう

(40名
めい

から60名
めい

) 

       湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

薬
やく

学部
がくぶ

定員
ていいん

変更
へんこう

(130名
めい

から100名
めい

) 

       湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

茅ヶ崎
ち が さ き

キャンパス開設
かいせつ

 

       認定
にんてい

看護師
か ん ご し

教 育
きょういく

課程
かてい

(感染
かんせん

管理
かんり

分野
ぶんや

)開講
かいこう

  



 

「学生
がくせい

便覧
びんらん

」について 

 

この学生
がくせい

便覧
びんらん

は､皆
みな

さんが本学
ほんがく

で学
まな

ぶルールを示
しめ

したものです｡しっかり読
よ

んで､自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

の

目標
もくひょう

を叶
かな

えるようにしましょう｡ 

大学
だいがく

生活
せいかつ

を送
おく

る上
うえ

で様々
さまざま

な問題
もんだい

や困難
こんなん

があるかもしれませんが､その時
とき

は､教員
きょういん

や職員
しょくいん

に相談
そうだん

してください｡ 

「学生
がくせい

便覧
びんらん

」は、大切
たいせつ

に使用
し よ う

してください。なお、在学中
ざいがくちゅう

に内容
ないよう

の変更
へんこう

があった場合
ば あ い

は、ホー

ムページなどでお知
し

らせします。 

皆
みな

さんの学校
がっこう

生活
せいかつ

が健康
けんこう

で有意義
ゆ う い ぎ

になることを願
ねが

っています。 

 

学長
がくちょう

 大屋敷
おおやしき

 芙
ふ

志
じ

枝
え

 

 

 

 

登
とう

下校
げこう

のときには必
かなら

ず掲示板
けいじばん

を見る習慣
しゅうかん

を 

 

掲示について 

重要
じゅうよう

な連絡
れんらく

は「学内
がくない

掲示
け い じ

や大学
だいがく

ホームページ（在学生
ざいがくせい

サイト）やmanaba掲示
け い じ

」にて行
おこな

います。

また、呼
よ

び出
だ

しは、学内
がくない

掲示
け い じ

や付与
ふ よ

されたメールアドレスにて行
おこな

います。一度
い ち ど

掲示
け い じ

したことは、

学生
がくせい

全員
ぜんいん

に周知
しゅうち

・伝達
でんたつ

されたものとして扱
あつか

います。毎日
まいにち

必
かなら

ず掲示
け い じ

と学内
がくない

メールを確認
かくにん

してくださ

い。 

 

提出
ていしゅつ

期限
きげん

について 

学生
がくせい

に関
かん

する届
とどけ

など、学生
がくせい

生活
せいかつ

に重要
じゅうよう

な書類
しょるい

は余裕
よ ゆ う

を持
も

って早
はや

めに提
てい

出
しゅつ

してください。提出
ていしゅつ

期限
き げ ん

を過
す

ぎた場合
ば あ い

、手続
て つ づ

きが無効
む こ う

になるので注意
ちゅうい

してください。  



 

１ 大学
だいがく

の理念
りねん

 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

は「人
ひと

を尊
とうと

び、命
いのち

を尊
とうと

び、個
こ

を敬
けい

愛
あい

す」をもって建学
けんがく

の理念
り ね ん

とする。 

人
ひと

とのふれあいを通
とお

して、他者
た し ゃ

を思
おも

いやり、生
せい

あるもの全
すべ

てに感謝
かんしゃ

し、その人
ひと

らしさを大切
たいせつ

にす

る教育
きょういく

を実践
じっせん

し、すべての人々
ひとびと

の幸
しあわ

せに役立
や く だ

つことを期
き

する。 

２ 大学
だいがく

の目的
もくてき

 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

は、教育
きょういく

基本法
きほんほう

及び学校
がっこう

教育法
きょういくほう

と「人
ひと

を尊
とうと

び、命
いのち

を尊
とうと

び、個
こ

を敬
けい

愛
あい

す」の

理念
り ね ん

に基
もと

づき、高度
こ う ど

な知識
ち し き

と技術
ぎじゅつ

とともに、豊
ゆた

かな人間性
にんげんせい

を育み、創造的
そうぞうてき

かつ実践的
じっせんてき

な教育
きょういく

研究
けんきゅう

を通
つう

じて、地域
ち い き

社会
しゃかい

に貢献
こうけん

することを目的
もくてき

とする。 

３ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

組織図
そ し き ず

 

 

  
　

　 　

　

　

　 　

　

　 　

　

助産学領域

理事会
大学院

保健医療学研究科
保健医療学専攻 博士後期課程 看護学領域

 
　 リハビリテーション学領域

学校法人
湘南ふれあい学園

湘南医療大学

修士課程 健康増進・予防領域
高度実践看護師教育課程
(がん看護学、感染看護学)

評議員会

心身機能回復領域

専攻科 公衆衛生看護学専攻

医療・マネジメント
エグゼクティブ領域

　

保健医療学部 看護学科

リハビリテーション学科 理学療法学専攻

作業療法学専攻

薬学部 医療薬学科

  
附属薬用植物園

研究推進室

助産学専攻

別科 介護福祉別科

事務部 教務・学生支援担当

総務担当

入試・広報担当

大学院・看護キャリア開発
コアセンター担当

大学図書館

臨床医学研究所

地域連携推進室

学生キャリア支援センター

大学附属施設
看護キャリア開発
コアセンター

感染管理認定看護師教育課程
（B課程）

認定看護管理者部門

保健師助産師看護師
実習指導者講習会

特定行為部門
（湘南東部総合病院連携）

各種研修部門

認定看護師部門

法 人 大 学



 

目次 

Ⅰ 別科
べ っ か

の教育
きょういく

について ............................................................. 1 

１ 別科
べ っ か

の教育
きょういく

目的
もくてき

 ............................................................... 1 

２ ディプロマ・ポリシー（DP：Diploma Policy 修 了
しゅうりょう

時
じ

に必要
ひつよう

な能力
のうりょく

） .............. 1 

３ カリキュラム・ポリシー（CP：Curriculum Policy 教育
きょういく

課程
か て い

編成
へんせい

・実施
じ っ し

方針
ほうしん

） ....... 1 

４ アドミッション・ポリシー（AP：Admission Policy 入学者
にゅうがくしゃ

選抜
せんばつ

方針
ほうしん

） .............. 1 

５ カリキュラム（教育
きょういく

課程
か て い

） ...................................................... 2 

 

６ 学位
が く い

・学籍
がくせき

に関
かん

すること ......................................................... 3 

１）卒業
そつぎょう

要件
ようけん

 

２）取得
しゅとく

資格
し か く

 

３）休学
きゅうがく

・退学
たいがく

・除籍
じょせき

・再入学
さいにゅうがく

 

４）表 彰
ひょうしょう

（学則
がくそく

第
だい

47条
じょう

） 

５）懲戒
ちょうかい

（学則
がくそく

第
だい

48条
じょう

） 

Ⅱ 主
おも

な行事
ぎょうじ

と学年
がくねん

スケジュール ...................................................... 5 

１ 学年
がくねん

スケジュール .............................................................. 5 

Ⅲ 履修
りしゅう

方法
ほうほう

 ........................................................................ 6 

１ 学年
がくねん

・学期
が っ き

 .................................................................... 6 

１）学年
がくねん

 

２）学期
が っ き

 

３）修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

・在学
ざいがく

年限
ねんげん

 



 

２ 履修
りしゅう

科目
か も く

 ...................................................................... 6 

３ 単位
た ん い

の算定
さんてい

基準
きじゅん

 ................................................................ 6 

４ 既修得
きしゅうとく

単位
た ん い

の取り扱
とりあつか

いについて ................................................... 6 

５ 授業
じゅぎょう

の方法
ほうほう

 ................................................................... 6 

１）シラバス 

２）再履修
さいりしゅう

 

６ 授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

 ..................................................................... 7 

７ 出席
しゅっせき

管理
か ん り

 ..................................................................... 7 

１）遅刻
ち こ く

・早退
そうたい

 

２）欠席
けっせき

・忌引
き び き

 

３）出席
しゅっせき

の不正
ふ せ い

 

８ 受講
じゅこう

マナー .................................................................... 9 

９ 授業
じゅぎょう

に関
かん

する質問
しつもん

 ............................................................. 9 

10 交通
こうつう

機関
き か ん

の不通
ふ つ う

時
じ

等
など

による休講
きゅうこう

 ................................................. 9 

Ⅳ 試験
し け ん

・成績
せいせき

評価
ひょうか

等
とう

 ............................................................... 10 

１ 試験
し け ん

の種類
しゅるい

 ................................................................... 10 

１）試験
し け ん

 

２）追試験
ついしけん

 

３）再試験
さいしけん

 

２ 定期
て い き

試験
し け ん

等
とう

成績
せいせき

評価
ひょうか

を受
う

けるうえでの注意
ちゅうい

........................................ 11 

１）受験
じゅけん

資格
し か く

 



 

２）学生証
がくせいしょう

の提示
て い じ

 

３）試験
し け ん

放棄
ほ う き

 

４）不正
ふ せ い

行為
こ う い

 

３ レポート ..................................................................... 12 

４ 成績
せいせき

評価
ひょうか

 ..................................................................... 12 

１）GPA（Grade Point Average）制度
せ い ど

について 

２）GPAの対象
たいしょう

となる授業
じゅぎょう

科目
か も く

 

３）成績
せいせき

評価
ひょうか

の評点
ひょうてん

記号
き ご う

とGP 

４）GPAの算出
さんしゅつ

方法
ほうほう

 

５）GPAの種類
しゅるい

 

６）再履修
さいりしゅう

 

５ 成績
せいせき

の通知
つ う ち

 ................................................................... 13 

Ⅴ 学生
がくせい

生活
せいかつ

 ....................................................................... 15 

１ 学生
がくせい

生活
せいかつ

を送
おく

るためにまず必要
ひつよう

なこと ........................................... 15 

１）掲示板
けいじばん

、在学生
ざいがくせい

サイト
さ い と

、学習
がくしゅう

支援
し え ん

システムmanaba、付与
ふ よ

メールアドレス確認
かくにん

の習慣化
しゅうかんか

 

２）学生証
がくせいしょう

 

３）学籍簿
がくせきぼ

（学生
がくせい

調査書
ちょうさしょ

）の提出
ていしゅつ

及び
お よ び

変更
へんこう

の提出
ていしゅつ

 

２ キャンパスマナー .............................................................. 16 

１）大学
だいがく

の利用
り よ う

時間
じ か ん

 

２）講義室
こうぎしつ

や実習室
じっしゅうしつ

等
とう

の使用
し よ う

 

３）携帯
けいたい

電話
で ん わ

やスマートフォンの使用
し よ う

 



 

４）飲食
いんしょく

の場所
ば し ょ

とゴミの分別
ぶんべつ

 

５）服装
ふくそう

規定
き て い

 

６）地域
ち い き

の施設
し せ つ

や住民
じゅうみん

の方々
かたがた

への配慮
はいりょ

 

３ 各種
かくしゅ

証明書
しょうめいしょ

・届出
とどけで

等
とう

 .......................................................... 19 

１）窓口
まどぐち

対応
たいおう

時間
じ か ん

 

２）証明書
しょうめいしょ

等
とう

の申し込み
も う し こ み

方法
ほうほう

 

３）届出
とどけで

・願出
ねがいで

等
とう

 

４）通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

について 

５）学生
がくせい

旅客
りょかく

運賃
うんちん

割引証
わりびきしょう

（学割証
がくわりしょう

） 

４ 学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

（授 業 料
じゅぎょうりょう

ほか） ................................................... 21 

１）学
がく

納金
のうきん

について 

２）休学
きゅうがく

に伴う
ともなう

在籍料
ざいせきりょう

について 

３）学生
がくせい

生活
せいかつ

で必要
ひつよう

になる経費
け い ひ

 

５ ふれあい健康
けんこう

友
とも

の会
かい

 ........................................................... 22 

６ 安全
あんぜん

で安心
あんしん

な学生
がくせい

生活
せいかつ

 ......................................................... 22 

１）通学
つうがく

方法
ほうほう

 

２）盗難
とうなん

等
など

防止
ぼ う し

および遺失物
いしつぶつ

の取り扱
とりあつか

いについて 

３）学生
がくせい

保険
ほ け ん

 

４）事故
じ こ

・事件
じ け ん

発生
はっせい

時
じ

と発生後
はっせいご

の対応
たいおう

 

７ 災害
さいがい

時
じ

（地震
じ し ん

・火災
か さ い

等
とう

）の対応
たいおう

 ................................................. 24 



 

１）地震
じ し ん

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

 

２）火災
か さ い

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

 

３）Ｊアラート発令
はつれい

時
じ

の対応
たいおう

 

４）その他
た

の災害
さいがい

（台風
たいふう

や集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

等
など

）発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

 

５）安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

 

８ 健康
けんこう

管理
か ん り

 ..................................................................... 28 

１）健康
けんこう

診断
しんだん

・健康
けんこう

相談
そうだん

 

２）感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

 

３）感染症
かんせんしょう

罹患
り か ん

時
じ

の対応
たいおう

と出席
しゅっせき

停止
て い し

 

４）新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

への対応
たいおう

 

５）医務室
い む し つ

について 

６）カウンセリング室の利用
り よ う

について 

９ 情報
じょうほう

システム ................................................................ 31 

１）情報
じょうほう

システム
し す て む

の主
おも

な内容
ないよう

 

２）情報
じょうほう

システム
し す て む

利用上
りようじょう

の注意
ちゅうい

 

10 諸施設
しょしせつ

等
とう

の利用
り よ う

................................................................ 32 

１）施設
し せ つ

の使用
し よ う

について 

２）施設
し せ つ

使用上
しようじょう

の諸注意
しょちゅうい

 

３）個人
こ じ ん

ロッカー
ろ っ か ー

の利用
り よ う

について 

４）コピー機の使用
し よ う

 



 

５）レポートの印刷
いんさつ

 

６）学内
がくない

での掲示物
けいじぶつ

と文書
ぶんしょ

配布
は い ふ

について 

11 大学
だいがく

生活
せいかつ

で配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とする学生
がくせい

への対応
たいおう

 ....................................... 34 

12 ハラスメントへの対応
たいおう

 .......................................................... 35 

１）ハラスメントの定義
て い ぎ

 

２）皆
みな

さんが認識
にんしき

すべき事項
じ こ う

 

３）ハラスメントを受けた
う け た

と感じた
か ん じ た

時
とき

・身近に
み ぢ か に

起きた
お き た

時
とき

 

４）相談
そうだん

に関する
か ん す る

問い合わ
と い あ わ

せ 

13 学生
がくせい

の経済的
けいざいてき

支援
し え ん

、アルバイト他 ................................................ 36 

１）修学
しゅうがく

資金
し き ん

 

２）アルバイト 

３）学生
がくせい

アパート 

４）国民
こくみん

年金
ねんきん

「学生
がくせい

納付
の う ふ

特例
とくれい

制度
せ い ど

」の活用
かつよう

 

14 生活上
せいかつじょう

のトラブル
と ら ぶ る

の防止
ぼ う し

と対応
たいおう

 ................................................ 37 

１）個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の取り扱い
と り あ つ か い

 

２）ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）等インターネット利用上
りようじょう

の禁止
き ん し

事項
じ こ う

と注
ちゅう

意
い

事項
じ こ う

 

３）住居
じゅうきょ

・通学
つうがく

・夜間
や か ん

の外出
がいしゅつ

等
とう

に関する
か ん す る

注意点
ちゅういてん

と禁止
き ん し

事項
じ こ う

 

４）お金
かね

に関する
か ん す る

トラブル
と ら ぶ る

の注意点
ちゅういてん

と禁止
き ん し

事項
じ こ う

（訪問
ほうもん

販売
はんばい

・キャッチセールス
き ゃ っ ち せ ー る す

等
など

） 

５）キャンパス内は禁酒
きんしゅ

・禁煙
きんえん

 

６）麻薬
ま や く

、覚醒剤
かくせいざい

、大麻
た い ま

、指定
し て い

薬物
やくぶつ

（危険
き け ん

ドラッグ
ど ら っ ぐ

）にかかる被害
ひ が い

の防止
ぼ う し

と禁止
き ん し

行為
こ う い

 



 

７）刺青
いれずみ

・タトゥー
た と ぅ ー

の禁止
き ん し

 

17 キャリア支援
し え ん

 .................................................................. 39 

Ⅵ 図書室
としょしつ

 ......................................................................... 39 

１ 図書室
としょしつ

資料
しりょう

の利用
り よ う

 ............................................................. 39 

１）館内
かんない

閲覧
えつらん

 

２）館外
かんがい

貸出
かしだし

 

３）返却
へんきゃく

 

４）貸出
かしだし

延長
えんちょう

 

５）特別
とくべつ

貸出
かしだし

 

６）視聴
しちょう

 

２ 利用上
りようじょう

の注意
ちゅうい

 ................................................................. 40 

１）罰則
ばっそく

 

２）禁止
き ん し

事項
じ こ う

 

３）その他
た

 

Ⅶ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

規程
き て い

（学生
がくせい

に関
かん

するもの抜粋
ばっすい

） ...................................... 41 

１ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学則
がくそく

 

２ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

別科
べ っ か

規程
き て い

 

３ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

別科
べ っ か

履修
りしゅう

規程
き て い

 

４ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

規程
き て い

 

５ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

ハラスメント防止
ぼ う し

規程
き て い

 



 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

ハラスメント防止
ぼ う し

等
とう

のための指針
し し ん

 

６ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

入学
にゅうがく

検定料
けんていりょう

及
およ

び学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

並
なら

びにその他
た

費用
ひ よ う

に関
かん

する規程
き て い

 

 ７ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

懲戒
ちょうかい

規程
き て い

 

   湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

懲戒
ちょうかい

に関
かん

する細則
さいそく

 

こんなときには？（事務室
じ む し つ

利用
りよう

案内
あんない

） ················································ 80 

対応
たいおう

窓口
まどぐち

と利用
りよう

方法
ほうほう

の一覧
いちらん

 ························································ 81 

藤沢
ふじさわ

キャンパス案内図
あんないず

 ····························································· 82 

学
がく

 園
えん

 歌
うた

 ······································································· 83 

ふれあいグループ実 習
じっしゅう

施設
しせつ

 ························································ 84 

  



 

Ⅰ 別科
べ っ か

の教育
きょういく

について 

 

１ 別科
べ っ か

の教育
きょういく

目的
もくてき

 

別科
べ っ か

は、本学
ほんがく

の理念
り ね ん

に基
も と

づき、介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

を養成
ようせい

することを目的
もくてき

とする。 
 

２ ディプロマ・ポリシー（DP：Diploma Policy 修 了
しゅうりょう

時
じ

に必要
ひつよう

な能力
のうりょく

） 

１）社会人
しゃかいじん

として必要
ひつよう

な知識
ち し き

・人間性
にんげんせい

と、福祉
ふ く し

職
しょく

として必要
ひつよう

な知識
ち し き

と高い
た か い

倫理
り ん り

観
かん

を身
み

につけ、 

  実践
じっせん

することができる。 

２）利用者
り よ うし ゃ

中心
ちゅうしん

の介護
か い ご

福祉
ふ く し

を実践
じっせん

するために、多職種
たしょくしゅ

連携
れんけい

と周辺
しゅうへん

分野
ぶ ん や

との協働
きょうどう

することが 

  できる。 

３）介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

と同等
どうとう

の学力
がくりょく

と技術
ぎじゅつ

を習得
しゅうとく

している。 

４）介護
か い ご

福祉
ふ く し

の技術
ぎじゅつ

をもって地域
ち い き

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

に貢献
こうけん

することができる。 

５）介護
か い ご

福祉
ふ く し

の専門
せんもん

職
しょく

として、自律
じ り つ

して技術
ぎじゅつ

を展開
てんかい

することができる。 

 

３ カリキュラム・ポリシー（CP：Curriculum Policy 教育
きょういく

課程
か て い

編成
へんせい

・実施
じ っ し

方針
ほうしん

） 

介護
か い ご

福祉
ふ く し

職
しょく

として実践的
じっせんてき

能力
のうりょく

を養成
ようせい

できるよう、以下
い か

の科目
か も く

をおく。 

１）科目
か も く

領域
りょういき

「人間
にんげん

と社会
しゃかい

」より、人権
じんけん

や人間
にんげん

関係
かんけい

の成り立ち
な り た ち

等
など

、社会
しゃかい

と介護
か い ご

との関わり
か か わ り

の理解
り か い

を深める
ふ か め る

科目
か も く

をおく。 

２）科目
か も く

領域
りょういき

「介護
か い ご

」より、介護
か い ご

の基礎
き そ

知識
ち し き

と基礎
き そ

技術
ぎじゅつ

を身
み

につける科目
か も く

をおく。 

３）科目
か も く

領域
りょういき

「こころとからだのしくみ」と「医療的
いりょうてき

ケア
け あ

」より、人間
にんげん

の発達
はったつ

や心身
しんしん

機能
き の う

の基礎
き そ

知識
ち し き

を身
み

につける科目
か も く

をおく。 

４）演習
えんしゅう

・実習
じっしゅう

を通し
と お し

、それぞれの科目
か も く

領域
りょういき

を統合
とうごう

して考え
かんがえ

、介護
か い ご

・医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の諸課題
し ょ かだ い

を科学的
か が くて き

根拠
こんきょ

に基づき
も と づ き

検討
けんとう

し、提案
ていあん

する科目
か も く

をおく。 

 

４ アドミッション・ポリシー（AP：Admission Policy 入学者
にゅうがくしゃ

選抜
せんばつ

方針
ほうしん

） 

 

別科
べ っ か

は、次
つぎ

のような学生
がくせい

を求め
も と め

、受け入れます
う け い れ ま す

。 

１）学生
がくせい

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な基礎
き そ

学力
がくりょく

とコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

能力
のうりょく

を有
ゆう

している。 

２）人権
じんけん

意識
い し き

や倫理
り ん り

観
かん

を身
み

につけたいという意欲
い よ く

がある。 

３）常に
つ ね に

知識
ち し き

を活用
かつよう

することを想定
そうてい

し、主体的
しゅたいてき

・自立的
じ り つて き

に学ぶ
ま な ぶ

意欲
い よ く

がある。 

４）周囲
しゅうい

や実習先
じっしゅうさき

の利用者
り よ うし ゃ

等
など

に対して
た い し て

誠実
せいじつ

に行動
こうどう

することができる。 

５）自分
じ ぶ ん

の言動
げんどう

に責任
せきにん

をもつことができる。 
 

５ カリキュラム（教育
きょういく

課程
か て い

） 

下表
かひょう

は、介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

の「教育
きょういく

課程表
かていひょう

（カリキュラム表
ひょう

）」です。 

 

領域 指定科目 授業科目名 時間数 単位数 

人間と社会 

人間の尊厳と自立（３０） 人間の尊厳と自立 ３０ １ 

人間関係とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

（６０） 

人間関係とコミュニケーションⅠ ３０ １ 

人間関係とコミュニケーションⅡ ３０ １ 

社会の理解 

（６０） 

社会の理解Ⅰ ３０ １ 

社会の理解Ⅱ ３０ １ 
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人間と社会に関する科目 

（９０） 

健康と介護予防 ３０ １ 

多文化共生社会とコミュニケーションⅠ ３０ １ 

多文化共生社会とコミュニケーションⅡ ３０ １ 

人間と社会 合計 ２４０ ８ 

介護 

介護の基本 

（１８０） 

介護の基本Ⅰ ３０ １ 

介護の基本Ⅱ ３０ １ 

介護の基本Ⅲ ３０ １ 

介護の基本Ⅳ ３０ １ 

介護の基本Ⅴ ６０ ２ 

コミュニケーション技術 

（６０） 

コミュニケーション技術Ⅰ ３０ １ 

コミュニケーション技術Ⅱ ３０ １ 

生活支援技術 

（３００） 

生活支援技術Ⅰ ３０ １ 

生活支援技術Ⅱ ９０ ３ 

生活支援技術Ⅲ ９０ ３ 

生活支援技術Ⅳ ６０ ２ 

生活支援技術Ⅴ ３０ １ 

介護過程 

（１５０） 

介護過程Ⅰ ６０ ２ 

介護過程Ⅱ ６０ ２ 

介護過程Ⅲ ３０ １ 

介護総合演習 

（１２０） 

介護総合演習Ⅰ ６０ ２ 

介護総合演習Ⅱ ３０ １ 

介護総合演習Ⅲ ３０ １ 

介護実習 

（４５０） 

介護実習Ⅰ １２０ ２ 

介護実習Ⅱ-1 １６０ ３ 

介護実習Ⅱ-2 １７６ ４ 

介護 合計 １２６６ ３６ 

こころとからだ

のしくみ 

こころとからだのしくみ 

（１２０） 

こころとからだのしくみⅠ ３０ １ 

こころとからだのしくみⅡ ３０ １ 

こころとからだのしくみⅢ ３０ １ 

こころとからだのしくみⅣ ３０ １ 

発達と老化の理解 

（６０） 

発達と老化の理解Ⅰ ３０ １ 

発達と老化の理解Ⅱ ３０ １ 

認知症の理解 

（６０） 

認知症の理解Ⅰ ３０ １ 

認知症の理解Ⅱ ３０ １ 

障害の理解 

（６０） 

障害の理解Ⅰ ３０ １ 

障害の理解Ⅱ ３０ １ 

こころとからだのしくみ 合計 ３００ １０ 

医療的ケア 

医療的ケア 

（５０） 

医療的ケアⅠ 68（50）＊ ２ 

医療的ケアⅡ ６０ ２ 

医療的ケア 合計 １１０ ４ 

総時間数  １９１６ ５８ 
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６ 学位
が く い

・学籍
がくせき

に関
かん

すること 

 

１）卒業
そつぎょう

要件
ようけん

 

 卒業
そつぎょう

には、「教育
きょういく

課程
か て い

」に定められたすべての単位
た ん い

を取得
しゅとく

しなければなりません。介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

では、授業
じゅぎょう

科目
か も く

は全
すべ

て必修
ひっしゅう

となります。教育
きょういく

課程表
かていひょう

、シラバス、その他
た

必要
ひつよう

事項
じ こ う

をよく読
よ

んで

し、卒業
そつぎょう

までに全部
ぜ ん ぶ

の科目
か も く

を必
かなら

ず履修
りしゅう

してください。また、学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

の滞納
たいのう

がある場合
ば あ い

、学則
がくそく

第
だい

43 条
じょう

に基
もと

づき除籍
じょせき

処分
しょぶん

の対象
たいしょう

となるため、卒業
そつぎょう

要件
ようけん

を満
み

たしていても卒業
そつぎょう

することができ

ません。 

 ふれあいグループ修学
しゅうがく

資金
し き ん

の貸与
た い よ

を受
う

け納付
の う ふ

金
きん

が一部
い ち ぶ

免除
めんじょ

となっていた者
もの

が、貸与
た い よ

契約
けいやく

解除
かいじょ

と

なった場合
ば あ い

は、免除
めんじょ

されていた施設
し せ つ

維持費
い じ ひ

、実習費
じっしゅうひ

の納付
の う ふ

が必要
ひつよう

になりますのでご注意
ちゅうい

ください。 

 

２）取得
しゅとく

資格
し か く

 

本学
ほんがく

介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

を卒業
そつぎょう

すると次
つぎ

の資格
し か く

が取得
しゅとく

できます。 

取得
しゅとく

資格
し か く

 

介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

国家
こ っ か

試験
し け ん

受験
じゅけん

資格
し か く

 

 

３）休学
きゅうがく

・退学
たいがく

・除籍
じょせき

・再入学
さいにゅうがく

 

・休学
きゅうがく

（学則
がくそく

第
だい

37条
じょう

・38条
じょう

）  

病気
びょうき

その他
た

やむを得
え

ない事由
じ ゆ う

により引
ひ

き続
つづ

き３か月
げつ

以上
いじょう

修学
しゅうがく

できない見込
み こ

みの者
もの

は、所定
しょてい

の

手続
て つ づ

きにより、学長
がくちょう

の許可
き ょ か

を受
う

け、休学
きゅうがく

することができます。（「Ⅴ‐３‐３）届出
とどけで

・願出
ねがいで

等
など

」

参照
さんしょう

） 

休学
きゅうがく

期間
き か ん

は、やむを得
え

ない場合
ば あ い

を除
のぞ

き１年
ねん

を超
こ

えることはできません。また、通算
つうさん

して２年
ねん

を

超
こ

えることはできません。 

休学
きゅうがく

期間
き か ん

は、学則
がくそく

第
だい

18条
じょう

の在学
ざいがく

年限
ねんげん

に算入
さんにゅう

しません。 

学期
が っ き

途中
とちゅう

より休学
きゅうがく

する場合
ば あ い

でも、納入
のうにゅう

された学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

は返
へん

還
かん

されません。 

・退学
たいがく

（学則
がくそく

第
だい

42条
じょう

） 

退学
たいがく

しようとする者
もの

は、その事由
じ ゆ う

を付
ふ

して、保証人
ほしょうにん

連署
れんしょ

のうえ所定
しょてい

の書類
しょるい

を提
てい

出
しゅつ

し学長
がくちょう

の許可
き ょ か

を受
う

けなければなりません。 

学期
が っ き

途中
とちゅう

で退学
たいがく

する場合
ば あ い

でも、納入
のうにゅう

された学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

は返
へん

還
かん

されません。 

・除籍
じょせき

（学則
がくそく

第
だい

43条
じょう

） 

次
つぎ

の各号
かくごう

の一
ひとつ

に該当
がいとう

する者
もの

は、学長
がくちょう

が別科
べ っ か

委員会
い い んか い

の意見
い け ん

を聴いて除籍
じょせき

されます。 

（１）学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

の納付
の う ふ

を怠
おこた

り、督促
とくそく

してもなお納付
の う ふ

しない者
もの

 

（２）学則
がくそく

第
だい

18条に定める在学
ざいがく

年限
ねんげん

を超
こ

えた者
もの

 

（３）長期間
ちょうきかん

にわたり行方
ゆ く え

不明
ふ め い

の者
もの

 

（４）学則
がくそく

第
だい

38条
じょう

第
だい

２項
こう

に定
さだ

める休学
きゅうがく

の期間
き か ん

を超
こ

えてもなお修学
しゅうがく

できない者
もの

 

（５）死亡
し ぼ う

した者
もの

 

学期
が っ き

途中
とちゅう

で除籍
じょせき

された場合
ば あ い

でも、納入
のうにゅう

された学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

は返
へん

還
かん

されません。 

・再入学
さいにゅうがく

（学則
がくそく

第
だい

44条
じょう

） 

次
つぎ

の各号
かくごう

の一
ひとつ

に該当
がいとう

する者
もの

で再入学
さいにゅうがく

を志願
し が ん

する者
もの

は、本学
ほんがく

の教育
きょういく

に支障
ししょう

のない場合
ば あ い

に限
かぎ

り、

学長
がくちょう

は別科
べ っ か

委員会
い い んか い

の意見
い け ん

を聴
き

いて相当
そうとう

年次
ね ん じ

に入学
にゅうがく

を許可
き ょ か

することがあります。 
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（１）学則
がくそく

第
だい

42条
じょう

の規定
き て い

により退学
たいがく

した者
もの

 

（２）学則
がくそく

第
だい

43条
じょう

第
だい

（１）号
ごう

及
およ

び第
だい

（４）号
ごう

の規定
き て い

により除籍
じょせき

された者
もの

 

再入学
さいにゅうがく

を許可
き ょ か

された者
もの

の、既
すで

に履修
りしゅう

した科目
か も く

及
およ

び単位数
た ん いす う

の取
と

り扱
あつか

い並
なら

びに修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

は、別科
べ っ か

委員会
い い んか い

の意見
い け ん

を聴
き

いて学長
がくちょう

が決定
けってい

します。 

 

４）表 彰
ひょうしょう

（学則
がくそく

第
だい

47条
じょう

） 

 学生
がくせい

として表 彰
ひょうしょう

に値
あたい

する行為
こ う い

があった者
もの

は、別科
べ っ か

委員会
い い んか い

の意見
い け ん

を聴
き

いて学長
がくちょう

が表 彰
ひょうしょう

する

ことができます。 

 

５）懲戒
ちょうかい

（学則
がくそく

第
だい

48条
じょう

） 

本学
ほんがく

の諸規程
し ょ きて い

に違背
い は い

し、若
も

しくは秩序
ちつじょ

を乱
みだ

し又
また

は学生
がくせい

の本分
ほんぶん

に反
はん

する行為
こ う い

をした者
もの

は、別科
べ っ か

委員会
い い んか い

の意見
い け ん

を聴
き

いて学長
がくちょう

がこれを懲戒
ちょうかい

します。
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Ⅱ 主
おも

な行事
ぎょうじ

と学年
がくねん

スケジュール 

１ 学年
がくねん

スケジュール 

※変更
へんこう

の場合
ば あ い

があります。別途
べ っ と

、在学生
ざいがくせい

サイトに掲載
けいさい

される最新
さいしん

の日程
にってい

を確認
かくにん

してください。 

 

2026 年度 主な行事（介護福祉別科） 

前
ぜん

 期
き

（４月 1日～９月 22 日） 

行事名 1 年生 2 年生 

入学式
にゅうがくしき

 4 月 3 日(金)※茅ヶ崎
ち が さ き

市民
し み ん

文化
ぶ ん か

会館
かいかん

  

授業
じゅぎょう

ガイダンス 4 月 3 日(金)午後
ご ご

 4 月 2 日(木)午前
ご ぜ ん

 

健康
けんこう

診断
しんだん

 4月7日(火)※湘
しょう

南健康
なんけんこう

管理
か ん り

センター 4 月 6 日(月)※湘
しょう

南健康
なんけんこう

管理
か ん り

センター 

前期
ぜ ん き

授業
じゅぎょう

開始
か い し

 4 月 6 日(月) 4 月 6 日(月) 

祝日
しゅくじつ

授業
じゅぎょう

 
4 月 29 日(水) 

7 月２0 日(月) 

4 月 29 日(水) 

7 月２0 日(月) 

実習
じっしゅう

期間
き か ん

 

介護
か い ご

実習
じっしゅう

Ⅰ
１

 

①5/20,21,22,25,26 (5 日間) 

②6/3,4,5,8,9(5 日間) 

③6/17,18,19,22,23 (5 日間) 

介護
か い ご

実習
じっしゅう

Ⅱ-2 

6 月 17 日-7 月 17 日(22 日間) 

 

前期
ぜ ん き

試験
し け ん

期間
き か ん

・補講
ほ こ う

期間
き か ん

 8 月 10 日(月)～８月 20 日（水） 8 月 10 日(月)～８月 20 日（水） 

介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

国家
こ っ か

試験
し け ん

申込
もうしこみ

  8 月上 旬
じょうじゅん

(9 月上 旬
じょうじゅん

締切
しめきり

) 

夏季
か き

休 業
きゅうぎょう

期間
き か ん

 8 月 21 日(木)～9 月 22 日(火) 8 月 21 日(木)～9 月 2２日(火) 

後
こう

 期
き

（９月 23日～３月３１日） 

行事名 1 年生 2 年生 

後期
こ う き

授業
じゅぎょう

開始
か い し

 ９月 23 日(水) ９月 24 日(木) 

祝日
しゅくじつ

授業
じゅぎょう

 
９月 23 日(水)  

１１月２３日(月) 
 

実習
じっしゅう

期間
き か ん

 
（実習

じっしゅう

Ⅱ-1） 

１０月 1 日（木）～１０月３0 日（金） 
 

学外
がくがい

研修
けんしゅう

 11 月 20 日（金） 
10 月 9 日（金） 

11 月 20 日（金） 

冬季
と う き

休 業
きゅうぎょう

期間
き か ん

 １２月 25 日(金)～1 月 3 日(日) １２月 25 日(金)～1 月 3 日(日) 

介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

国家
こ っ か

試験
し け ん

  1 月下旬
げじゅん

 

後期
こ う き

試験
し け ん

期間
き か ん

・補講
ほ こ う

期間
き か ん

 2 月 16 日(火)-2 月 25 日(木) 2 月 3 日(火)-2 月 19 日(金) 

修 了 式
しゅうりょうしき

 3 月 12 日(金) 3 月 12 日(金) 

春季
しゅんき

休 業
きゅうぎょう

期間
き か ん

 ２月 26 日(金)～3 月 31 日(水)  

※行事
ぎょうじ

予定
よ て い

は変更
へんこう

する場合
ば あ い

があります。在学生
ざいがくせい

サイト
さ い と

等
など

掲載
けいさい

の最新
さいしん

日程
にってい

を確認
かくにん

してください。 
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Ⅲ 履修
りしゅう

方法
ほうほう

 

 

１ 学年
がくねん

・学期
が っ き

 

 

１）学年
がくねん

 

４月
がつ

１日
にち

～翌年
よくねん

３月
がつ

31日
にち

 

 

２）学期
が っ き

 

学年
がくねん

は次
つぎ

のとおり２学期
が っ き

に分
わ

かれます。科目
か も く

の配当
はいとう

は、前期
ぜ ん き

・後期
こ う き

・通年
つうねん

に分
わ

けられています。 

前
ぜん

  期
き

 4 月 1日   ～ 9月 22日 

後
こう

  期
き

 9月 23日 ～ 翌年 3月 31日 

 

３）修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

・在学
ざいがく

年限
ねんげん

 

修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

は、２年
ねん

です。４年
ねん

を超
こ

えて在学
ざいがく

することはできません。 

 

２ 履修
りしゅう

科目
か も く

 

別科
べ っ か

の授業
じゅぎょう

科目
か も く

は、全科目
ぜ ん かも く

必修
ひっしゅう

となっています。必修
ひっしゅう

科目
か も く

は、卒業
そつぎょう

までに必ず
かならず

履修
りしゅう

し単位
た ん い

を

取得
しゅとく

しなければならない科目
か も く

です。成績
せいせき

の評価
ひょうか

が不合格
ふ ご うか く

の場合
ば あ い

、再履修
さいりしゅう

しなければなりません。

卒業
そつぎょう

時
じ

に１科目
１ か も く

でも未修得
みしゅうとく

科目
か も く

が存在
そんざい

する場合
ば あ い

は卒業
そつぎょう

できません。 

 

３ 単位
た ん い

の算定
さんてい

基準
きじゅん

 

 

１単位
た ん い

の授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

は、授業
じゅぎょう

の形態
けいたい

別
べつ

に原則
げんそく

として次
つぎ

のとおり定
さだ

められています。 

講義
こ う ぎ

科目
か も く

、演習
えんしゅう

科目
か も く

 15～30時間
じ か ん

 

実験
じっけん

科目
か も く

、実習
じっしゅう

科目
か も く

 30～45時間
じ か ん

 

 

 なお、２つ以上
いじょう

の形態
けいたい

を併用
へいよう

する場合
ば あ い

は、その組
く

み合
あ

わせに応
おう

じて別途
べ っ と

定
さだ

めます。 

授業
じゅぎょう

科目
か も く

ごとの単位数
た ん いす う

、時間数
じ か んす う

、授業
じゅぎょう

回数
かいすう

は、シラバスを参照
さんしょう

してください。 

 

４ 既修得
きしゅうとく

単位
た ん い

の取
と

り扱
あつか

いについて 

 

 介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

では２年間
ねんかん

という短
みじか

い修 業
しゅうぎょう

年限
ねんげん

で学修
がくしゅう

に取
と

り組
く

むことから、介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

入学
にゅうがく

以前
い ぜ ん

の異
こと

なるカリキュラムによる既修得
きしゅうとく

単位
た ん い

は参考
さんこう

として扱い
あつかい

、本学
ほんがく

別科
べ っ か

の単位
た ん い

としての

認定
にんてい

は実施
じ っ し

しません。 

 

５ 授業
じゅぎょう

の方法
ほうほう

 

 

本学
ほんがく

における授業
じゅぎょう

形態
けいたい

は、講義
こ う ぎ

、演習
えんしゅう

、実験
じっけん

、実習
じっしゅう

に分
わ

けられます。主
おも

に、講義
こ う ぎ

形
けい

式
しき

の授業
じゅぎょう

形態
けいたい

を基本
き ほ ん

としますが、教員
きょういん

による一方
いちほう

向的
こうてき

な講義
こ う ぎ

形式
けいしき

の教育
きょういく

だけではなく、学修者
がくしゅうしゃ

が能動的
のうどうてき

に学修
がくしゅう

することによって、認知的
に ん ちて き

、倫理的
り ん りて き

、社会的
しゃかいてき

能力
のうりょく

、教養
きょうよう

、知識
ち し き

、経験
けいけん

を含
ふく

めた汎用的
はんようてき

能力
のうりょく

の育成
いくせい

を図
はか

る発見
はっけん

学習
がくしゅう

、問題
もんだい

解決
かいけつ

学習
がくしゅう

、体験
たいけん

学習
がくしゅう

等
とう

のアクティブ・ラーニングを実施
じ っ し

すること

により、技術
ぎじゅつ

修得
しゅうとく

を促進
そくしん

します。また、必要
ひつよう

に応
おう

じてオムニバス方式
ほうしき

による授業
じゅぎょう

（同一科目
どういつかもく

の
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授業
じゅぎょう

を複数
ふくすう

の教員
きょういん

が担当
たんとう

する方式
ほうしき

）を行
おこな

います。 

なお、実習
じっしゅう

科目
か も く

については、別途
べ っ と

配布
は い ふ

される「実習
じっしゅう

要綱
ようこう

」等
とう

に詳細
しょうさい

が記載
き さ い

されているので参照
さんしょう

してください。 

 

１）シラバス 

学生
がくせい

の履修
りしゅう

計画
けいかく

を支援
し え ん

するためシラバスを作成
さくせい

しています。内容
ないよう

は、授業
じゅぎょう

概要
がいよう

、到達
とうたつ

目標
もくひょう

、

授業
じゅぎょう

回数
かいすう

、授業
じゅぎょう

のテーマ・内容
ないよう

、予
よ

復習
ふくしゅう

に必要
ひつよう

な時間
じ か ん

、課題
か だ い

へのフィードバックの方法
ほうほう

、評価
ひょうか

方法
ほうほう

・割合
わりあい

、教科書
きょうかしょ

、参考
さんこう

図書
と し ょ

及
およ

び事前
じ ぜ ん

・事後
じ ご

学習
がくしゅう

内容
ないよう

と留意
りゅうい

事項
じ こ う

で構成
こうせい

されています。履修
りしゅう

計画
けいかく

等
とう

に活用
かつよう

してください。 

 

２）再履修
さいりしゅう

 

成績
せいせき

評価
ひょうか

において不合格
ふ ご うか く

又
また

は評価
ひょうか

対象
たいしょう

外
がい

とされた必修
ひっしゅう

の授業
じゅぎょう

科目
か も く

は、再度
さ い ど

履修
りしゅう

（以下
い か

「再履修
さいりしゅう

」

という）しなければなりません。再履修
さいりしゅう

する科目
か も く

は、次
じ

年度
ね ん ど

以降
い こ う

に再び
ふたたび

受講
じゅこう

し試験
し け ん

を受
う

けなけれ

ばなりません。 

 

６ 授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

 

 

授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

は90
９０

分
ふん

を１授業
じゅぎょう

時間
じ か ん

（１回
かい

）とし、時限
じ げ ん

は次
つぎ

のとおりとします。 

時
じ

 限
げん

 時
じ

   間
かん

 備   考 

１時限
じ げ ん

 ９時 00分～10時 30分 

補講
ほ こ う

、実験
じっけん

、実習
じっしゅう

等
とう

で

は、時間帯
じ か んた い

が異
こと

なる

場合
ば あ い

があります。 

２時限
じ げ ん

 10時 40分～12時 10分 

３時限
じ げ ん

 13時 00分～14時 30分 

４時限
じ げ ん

 14時 40分～16時 10分 

なお、「時間割
じ か んわ り

」については、前後期
ぜ ん こう き

毎
ごと

に提
てい

示
じ

します。 

 

７ 出席
しゅっせき

管理
か ん り

 

 

学生
がくせい

の講義
こ う ぎ

・演習
えんしゅう

の出欠
しゅっけつ

管理
か ん り

は教 職 員
きょうしょくいん

による目視
も く し

にて確認
かくにん

します。 

出欠
しゅっけつ

管理
か ん り

について、他
た

の学生
がくせい

の出席
しゅっせき

があったように振
ふ

る舞
ま

うことは、不正
ふ せ い

行為
こ う い

となり、懲戒
ちょうかい

の対象
たいしょう

となります。 

 

１）遅刻
ち こ く

・早退
そうたい

 ※大学
だいがく

に必
かなら

ず連絡
れんらく

してください 

（１）遅刻
ち こ く

：授業
じゅぎょう

開始
か い し

後
ご

30
３０

分
ふん

以内
い な い

の入室
にゅうしつ

は遅刻
ち こ く

とします。それ以降
い こ う

の遅刻
ち こ く

は欠席
けっせき

扱い
あ つ か

とします。 

（２）早退
そうたい

：授業
じゅぎょう

終 了
しゅうりょう

前
まえ

30
３０

分
ふん

以内
い な い

の退室
たいしつ

は早退
そうたい

とします。それ以前
い ぜ ん

の早退
そうたい

は欠席
けっせき

扱
あつか

いとします。 

（３）遅刻
ち こ く

・早退
そうたい

は３分
３ ふ ん

の１回分
１ か いぶ ん

の欠席
けっせき

扱
あつか

いとなります。 

（４）やむを得ない
え な い

理由
り ゆ う

（例：電車
でんしゃ

の遅延
ち え ん

）による遅刻
ち こ く

や早退
そうたい

は、証明書
しょうめいしょ

をつけて出席
しゅっせき

届出書
とどけでしょ

を提
てい

出
しゅつ

することにより出席
しゅっせき

扱
あつか

いとなる場合
ば あ い

があります。なお、実際
じっさい

に交
こう

通
つう

機関
き か ん

が遅延
ち え ん

した時間
じ か ん

と入室
にゅうしつ

した時間
じ か ん

に著し
いちじるし

い相違
そ う い

があった場合
ば あ い

は、出席
しゅっせき

に対
たい

する不正
ふ せ い

とみなされ

る場合
ば あ い

があります。なお、遅延
ち え ん

の対象
たいしょう

は学籍簿
が く せき ぼ

記載
き さ い

の通学
つうがく

方法
ほうほう

のみとなります。 

 

２）欠席
けっせき

・忌引
き び き
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病気
びょうき

や忌引
き び

き等
とう

のやむを得
え

ない理由
り ゆ う

により授業
じゅぎょう

を受
う

けることができなかった者
もの

は、欠席
けっせき

理由
り ゆ う

が

解
かい

消
しょう

してから２週間
しゅうかん

以内
い な い

に欠席届
けっせきとどけ

を事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

してください。病気
びょうき

で７日
にち

以上
いじょう

欠席
けっせき

する

場合
ば あ い

は、医師
い し

の診断書
しんだんしょ

を添付
て ん ぷ

してください。感染症
かんせんしょう

による出席
しゅっせき

停止期
て い し き

間中
かんちゅう

は欠席
けっせき

扱い
あつかい

になりま

せん。（欠席
けっせき

扱い
あつかい

ではありませんが、補講
ほ こ う

を受
う

ける必要
ひつよう

がある場合
ば あ い

もあります。） 

いずれの手続き
て つ づ き

も、専任
せんにん

教員
きょういん

の確認
かくにん

をうけた後
あと

で、事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

してください。 

 

公欠
こうけつ

認定
にんてい

理由
り ゆ う

 必要
ひつよう

な証明
しょうめい

書類
しょるい

 提出先
ていしゅつさき

 

病気
びょうき

 

※本学
ほんがく

で認
みと

められている

感染症
かんせんしょう

「Ｖ‐
ー

10
１０

‐
ー

３）

感染症
かんせんしょう

罹患
り か ん

時
じ

の対応
たいおう

と

登校
とうこう

停止
て い し

」参照
さんしょう

 

診断書
しんだんしょ

または治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

（領 収 書
りょうしゅうしょ

・薬袋
み な い

は不可
ふ か

） 

※加療
かりょう

期間
き か ん

等
とう

の記載
き さ い

内容
ないよう

から、当日
とうじつ

出席
しゅっせき

できないこ

とが読
よ

み取
と

れる診断書
しんだんしょ

または治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

に限る
か ぎ る

 

事務室
じ む し つ

 
三親
さんしん

等内
とうない

の親族
しんぞく

の婚姻
こんいん

・

忌引
き び き

 

招 待 状
しょうたいじょう

・会葬
かいそう

礼状
れいじょう

等
など

、日程
にってい

がわかるもの 

※忌引
き び

きで会葬
かいそう

礼状
れいじょう

が出
で

ない場合
ば あ い

は、死亡
し ぼ う

診断書
しんだんしょ

、

埋
まい

（火
か

）葬
そう

許可書
き ょ かし ょ

、除籍後
じ ょ せき ご

の住 民 票
じゅうみんひょう

、除籍
じょせき

証明書
しょうめいしょ

等
など

提出
ていしゅつ

すること 

交通
こうつう

機関
き か ん

の遅延
ち え ん

 遅延
ち え ん

証明書
しょうめいしょ

 

就 職
しゅうしょく

試験
し け ん

 就 職 用
しゅうしょくよう

欠課届
けっかとどけ

（採用
さいよう

試験
し け ん

がわかる書類
しょるい

添付
て ん ぷ

） 

裁判員
さいばんいん

制度
せ い ど

による拘束
こうそく

 裁判所
さいばんしょ

が発行
はっこう

する証明書
しょうめいしょ

 

 

忌引
き び

きによる欠席
けっせき

の場合
ば あ い

、欠席届
けっせきとどけ

の提出
ていしゅつ

により、次
つぎ

の範囲内
は ん いな い

で欠席
けっせき

扱い
あつかい

になりません。 

  一親
いっしん

等
とう

（父母
ふ ぼ

、子
こ

）及
およ

び配偶者
はいぐうしゃ

         連続
れんぞく

する７日間
にちかん

（休日
きゅうじつ

を含む
ふ く む

） 

二親
に し ん

等
とう

（兄弟
きょうだい

姉妹
し ま い

、祖父母
そ ふ ぼ

）          連続
れんぞく

する３日間
にちかん

（休日
きゅうじつ

を含む
ふ く む

） 

  三親
さんしん

等
とう

（叔
お

(伯)父
じ

・叔
お

(伯)母
ば

、曾祖父母
そ う そ ふ ぼ

、甥
おい

姪
めい

）     １日間
にちかん

 

  

  

三親等 三親等

二親等 二親等

三親等 一親等 一親等 三親等

二親等 二親等

三親等 一親等 三親等

曾祖父母曾祖父母

甥姪甥姪

父母父母
叔(伯)父

叔(伯)母

叔(伯)父

叔(伯)母

祖父母 祖父母

配偶者 本人

子

兄弟姉妹兄弟姉妹

8



 

３）出席
しゅっせき

の不正
ふ せ い

 

他
ほか

の学生
がくせい

に成
な

り代
か

わり、出席
しゅっせき

の代行
だいこう

を行
おこな

うことは不正
ふ せ い

行為
こ う い

です。不正
ふ せ い

行為
こ う い

が発覚
はっかく

した場合
ば あ い

、

不正
ふ せ い

行為
こ う い

を行
おこな

った者
もの

、並び
な ら び

に不正
ふ せ い

行為
こ う い

を依頼
い ら い

した者
もの

、両者
りょうしゃ

に厳重
げんじゅう

な懲罰
ちょうばつ

が科
か

せられます。 

懲罰
ちょうばつ

内容
ないよう

 

１回目
１ か い め

：当該
とうがい

日
び

の当該
とうがい

科目
か も く

を「欠席
けっせき

」とする。 

２回目
２ か い め

：当該
とうがい

科目
か も く

の単位
た ん い

認定
にんてい

をしない。 

不正
ふ せ い

が発覚
はっかく

した時点
じ て ん

で、自動的
じ ど う て き

にこの懲罰
ちょうばつ

が適応
てきおう

されます。 

 

８ 受講
じゅこう

マナー 

 

以下
い か

に示
しめ

す行為
こ う い

・行動
こうどう

は、講義中
こうぎちゅう

（演 習 中
えんしゅうちゅう

）の教員
きょういん

のみならずクラスメイトにも多大
た だ い

な迷惑
めいわく

をかけることになります。介護
か い ご

福祉士
ふ く し し

を目指す
め ざ

学生
がくせい

として、良識
りょうしき

ある行動
こうどう

をとってください。 

（１）無断
む だ ん

での講義室
こ う ぎし つ

（演習室
えんしゅうしつ

）の入
にゅう

退室
たいしつ

 

（２）私語
し ご

・居眠り
い ね む り

 

（３）携帯
けいたい

電話
で ん わ

・スマートフォン・タブレット・パソコン・イヤホン等の使用
し よ う

 

   （通信
つうしん

・電話
で ん わ

・メール・WEB閲覧
えつらん

など、講義
こ う ぎ

に不必要
ふ ひ つよ う

なこと） 

（４）食事
しょくじ

（ガムを噛
か

んだり、菓子
か し

・軽食
けいしょく

を食
た

べながらの受講
じゅこう

） 

（５）帽子
ぼ う し

・キャップ
き ゃ っ ぷ

等
とう

の着用
ちゃくよう

 

 

９ 授業
じゅぎょう

に関
かん

する質問
しつもん

 

 

授業
じゅぎょう

に関
かん

する教員
きょういん

への質問
しつもん

や相談
そうだん

については、授業前後
じゅぎょうぜんご

の時間
じ か ん

に行
おこな

ってください。自分
じ ぶ ん

に合
あ

った方法
ほうほう

で質問
しつもん

・相談
そうだん

してください。非常
ひじょう

勤
きん

講師
こ う し

への授業外
じゅぎょうがい

での質問
しつもん

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

も専任
せんにん

教員
きょういん

に問
と

い合
あ

わせてください。 
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１０

 交通
こうつう

機関
き か ん

の不通
ふ つ う

時
じ

等
など

による休講
きゅうこう

 

 

次
つぎ

のいずれかに該当
がいとう

する場合
ば あ い

は、授業
じゅぎょう

は原則
げんそく

として休講
きゅうこう

とします。 

 

１）事故
じ こ

、地震
じ し ん

、積雪
せきせつ

、ストライキ等
とう

により、JR東海道
とうかいどう

線
せん

又
また

は小田急
お だ きゅ う

江
え

ノ
の

島
しま

線
せん

が不通
ふ つ う

の時
とき

。ただ

し、バス等
とう

による振替輸送
ふりかえゆそう

がある場合
ば あ い

は不通
ふ つ う

とみなしません。 

 

２）神奈川県
か な が わ け ん

全域
ぜんいき

に警報
けいほう

（暴風
ぼうふう

、大雪
おおゆき

、暴風
ぼうふう

雪
せつ

）、特別
とくべつ

警報
けいほう

（以下
い か

「警報
けいほう

」という）発令
はつれい

時
じ

。 

 

１）２）により休講
きゅうこう

となった場合
ば あ い

でも、JR東海道
とうかいどう

線
せん

又
また

は小田急
お だ きゅ う

江
え

ノ
の

島
しま

線
せん

が復旧
ふっきゅう

した場合
ば あ い

、又
また

は

警報
けいほう

が解除
かいじょ

された場合
ば あ い

は次
つぎ

のとおり授業
じゅぎょう

を行
おこな

います。 

 

復
ふっ

旧
きゅう

（警
けい

報
ほう

解
かい

除
じょ

）時
じ

間
かん

 授業
じゅぎょう

実施
じ っ し

時限
じ げ ん

 

６:00現在
げんざい

で復旧
ふっきゅう

（警報
けいほう

が解除
かいじょ

）された場合
ば あ い

 １時限
じ げ ん

から実施
じ っ し

 

10:00現在
げんざい

で復旧
ふっきゅう

（警報
けいほう

が解除
かいじょ

）された場合
ば あ い

 ３時限
じ げ ん

から実施
じ っ し
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※実習
じっしゅう

等
とう

の場合
ば あ い

は上記
じょうき

とは別
べつ

に対応
たいおう

します。実習
じっしゅう

要綱
ようこう

・ガイドライン等
とう

を参照
さんしょう

してください。 

 

３）前項
ぜんこう

に定
さだ

める場合
ば あ い

の他
ほか

、災害
さいがい

その他
ほか

緊急
きんきゅう

と認
みと

める場合
ば あ い

は、授業
じゅぎょう

を休講
きゅうこう

とすることがありま

す。 

 

Ⅳ 試験
し け ん

・成績
せいせき

評価
ひょうか

 

 

１ 試験
し け ん

の種類
しゅるい

 

 

試験
し け ん

の種類
しゅるい

には定期
て い き

（終講
しゅうこう

）試験
し け ん

・追試験
つ い しけ ん

・再試験
さ い しけ ん

があります。なお、試験
し け ん

の方法
ほうほう

には筆記
ひ っ き

・

レポートや論文
ろんぶん

・実技
じ つ ぎ

等
とう

があります。試験
し け ん

の種類
しょるい

により試験
し け ん

の手続
て つ づ

き、時期
じ き

、成績
せいせき

評価
ひょうか

が異
こと

なる

ので、間違
ま ち が

いのないよう気
き

をつけてください。 

 

１）試験
し け ん

 

定期
て い き

試験
し け ん

は、原則
げんそく

として当該
とうがい

科目
か も く

の授業
じゅぎょう

が終 了
しゅうりょう

する学
がっ

期末
き ま つ

に期間
き か ん

を定
さだ

めて行
おこな

います。定期
て い き

試験
し け ん

の他
ほか

、当該
とうがい

授業
じゅぎょう

の学期中
がっきちゅう

に期間
き か ん

を定
さだ

めず担当
たんとう

教員
きょういん

の判断
はんだん

により試験
し け ん

を行
おこな

うことがあります。 

 

２）追試験
つ い しけ ん

 

忌引
き び

き、疾病
しっぺい

その他
ほか

やむを得
え

ない理由
り ゆ う

により定期
て い き

試験
し け ん

を受
う

けられなかった者
もの

は、原則
げんそく

として

当該
とうがい

試験
し け ん

開始
か い し

時間
じ か ん

までに事務室
じ む し つ

又は教員
きょういん

に連絡
れんらく

をしたうえで、申請
しんせい

により追試験
つ い しけ ん

を受
う

けることが

できます。追試験
つ い しけ ん

の手続
て つ づ

きをしていない者
もの

は、追試験
つ い しけ ん

を受験
じゅけん

することはできません。 

追試験
つ い しけ ん

を受
う

けようとする者
もの

は、「追試験
つ い しけ ん

申請書
しんせいしょ

」に下記
か き

の証明
しょうめい

書類
しょるい

を添
そ

え、原則
げんそく

として当該
とうがい

科目
か も く

の試験
し け ん

日
び

から３日
にち

以内
い な い

（感染症
かんせんしょう

等
とう

により３日
にち

以内
い な い

の登校
とうこう

が困難
こんなん

な場合
ば あ い

は登校
とうこう

可能
か の う

となった日
ひ

から

３日
にち

以内
い な い

）に事務室
じ む し つ

に提
てい

出
しゅつ

し学長
がくちょう

の許可
き ょ か

を受
う

けてください。 

追試験
つ い しけ ん

当日
とうじつ

には「追試験
つ い しけ ん

受験票
じゅけんひょう

」を必
かなら

ず持
じ

参
さん

してください。 

追試験
つ い しけ ん

の成績
せいせき

評価
ひょうか

は、89点
てん

を上限
じょうげん

とします。 

 

受験
じゅけん

できなかった理由
り ゆ う

 必要
ひつよう

な証明
しょうめい

書類
しょるい

 

本人
ほんにん

の病気
びょうき

・けが・体調
たいちょう

不良
ふりょう

 診断書
しんだんしょ

または治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

（領 収 書
りょうしゅうしょ

・薬袋
やくたい

は不可
ふ か

） 

※加療
かりょう

期間
き か ん

等
とう

の記載
き さ い

内容
ないよう

から、当日
とうじつ

受験
じゅけん

できないことが

読
よ

み取
と

れる診断書
しんだんしょ

または治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

に限
かぎ

る 

三親
さんしん

等内
とうない

の親族
しんぞく

の婚姻
こんいん

・忌引
き び き

 招 待 状
しょうたいじょう

・会葬
かいそう

礼状
れいじょう

等
など

、日程
にってい

がわかるもの 

※忌引
き び

きで会葬
かいそう

礼状
れいじょう

が出
で

ない場合
ば あ い

は、死亡
し ぼ う

診断書
しんだんしょ

、埋
まい

（火
か

）葬
そう

許可書
き ょ かし ょ

、除籍後
じ ょ せき ご

の住 民 票
じゅうみんひょう

、除籍
じょせき

証明書
しょうめいしょ

等
など

提出
ていしゅつ

すること 

帰国
き こ く

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

は、事前
じ ぜ ん

に担任
たんにん

にスケジュールなど

詳
しょう

細
さい

を報告
ほうこく

すること 

交通
こうつう

機関
き か ん

の遅延
ち え ん

 遅延
ち え ん

証明書
しょうめいしょ

 

就 職
しゅうしょく

試験
し け ん

 就 職 用
しゅうしょくよう

欠課届
けっかとどけ

（採用
さいよう

試験
し け ん

がわかる書類
しょるい

添付
て ん ぷ

） 

※採用
さいよう

試験
し け ん

日
び

等
とう

と定期
て い き

試験
し け ん

日
び

が重
かさ

なった場合
ば あ い

は、事前
じ ぜ ん

に

担任
たんにん

まで相談
そうだん

すること 
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裁判員
さいばんいん

制度
せ い ど

による 裁判所
さいばんしょ

が発行
はっこう

する証明書
しょうめいしょ

 

 

３）再試験
さ い しけ ん

 

定期
て い き

試験
し け ん

又
また

は追試験
つ い しけ ん

で成績
せいせき

が合格点
ごうかくてん

に達
たっ

しなかった場合
ば あ い

、科目
か も く

担当
たんとう

教員
きょういん

の判断
はんだん

により再試験
さ い しけ ん

を

行
おこな

うことがあります。ただし、科目
か も く

によっては、再試験
さ い しけ ん

を行
おこな

わない場合
ば あ い

があります。再試験
さ い しけ ん

を

許可
き ょ か

された学生
がくせい

は、「再試験
さ い しけ ん

願
ねがい

」に再試験料
さいしけんりょう

（１科目
か も く

2,000円
えん

）を添
そ

え、必
かなら

ず指定
し て い

された日時
に ち じ

に、

再試験
さ い しけ ん

を許可
き ょ か

された本人
ほんにん

が事務室
じ む し つ

に提
てい

出
しゅつ

してください。 

再試験
さ い しけ ん

当日
とうじつ

には「再試験
さ い しけ ん

受験票
じゅけんひょう

」を必
かなら

ず持
じ

参
さん

してください。 

再試験
さ い しけ ん

で合格
ごうかく

した場合
ば あ い

の成績
せいせき

は、「可
か

（Ｃ※）「60点
てん

」」とします。 

 

４）その他試験
た し け ん

 

 その他試験
た し け ん

は本試験
ほ ん しけ ん

、追試験
つ い しけ ん

、再試験
さ い しけ ん

とは別
べつ

に、別科長
べっかちょう

が認
みと

めた試験
し け ん

を表
あらわ

し、合格
ごうかく

した場合
ば あ い

の

成績
せいせき

は「可
か

（C※)「60点
てん

」とします。 

 

２ 定期
て い き

試験
し け ん

等
とう

成績
せいせき

評価
ひょうか

を受
う

けるうえでの注意
ちゅうい

 

 

１）受験
じゅけん

資格
し か く

 

次
つぎ

のいずれかに該当
がいとう

する者
もの

は、試験
し け ん

を受
う

けること、試験
し け ん

に代
か

わる論文
ろんぶん

、報告書
ほうこくしょ

（レポート）の

提出
ていしゅつ

、口述
こうじゅつ

（試問
し も ん

）を受
う

けることができません。 

（１）原則
げんそく

として、試験
し け ん

科目
か も く

の出席
しゅっせき

時
じ

間数
かんすう

が授業
じゅぎょう

時
じ

間数
かんすう

の３分
ぶん

の２に満
み

たない者
もの

 

実習
じっしゅう

科目
か も く

においては、出席
しゅっせき

時
じ

間数
かんすう

が原則
げんそく

として全日程
ぜんにってい

の５分
ぶん

の４に満
み

たない者
もの

 

（２）当該
とうがい

科目
か も く

の試験
し け ん

時間
じ か ん

の３分
ぶん

の１を超
こ

えて遅参
ち さ ん

した者
もの

 

（３）学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

の滞納
たいのう

がある場合
ば あ い

、「入学
にゅうがく

検定料
けんていりょう

及
およ

び学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

並
なら

びにその他
た

費用
ひ よ う

に関
かん

する 

規程
き て い

」第
だい

７条
じょう

第
だい

１項
こう

第
だい

１号
ごう

に基
もと

づき、定期
て い き

試験
し け ん

の受験
じゅけん

資格
し か く

は停
てい

止
し

されます。 

 

２）学生証
がくせいしょう

の提示
て い じ

 

試験
し け ん

を受
う

けるには学生証
がくせいしょう

が必要
ひつよう

です。試験
し け ん

の際
さい

は、机上
きじょう

の見
み

えやすい所
ところ

に置
お

いてください。 

学生証
がくせいしょう

を忘
わす

れた者
もの

は、事務室
じ む し つ

で仮学生証
かりがくせいしょう

（発行料
はっこうりょう

：1,000円
えん

）の交付
こ う ふ

を受
う

けてください。交付
こ う ふ

願
ねがい

については、「Ｖ‐３‐３）届出
とどけで

・願出
ねがいで

等
など

」を参照
さんしょう

してください。 

 

３）試験
し け ん

放棄
ほ う き

 

解答
かいとう

用紙
よ う し

を未提出
みていしゅつ

で退室
たいしつ

した場合
ば あ い

は放棄
ほ う き

とみなします。 
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４）不正
ふ せ い

行為
こ う い

 

授業科目
じゅぎょうかもく

の成績評価
せいせきひょうか

のために実施
じ っ し

する定期
て い き

試験
し け ん

及
およ

びこれに準
じゅん

じる試験
し け ん

（小テスト等）において、

成績評価
せいせきひょうか

の公正
こうせい

を損
そこ

なう「不正
ふ せ い

行為
こ う い

」があったと認
みと

められた場合
ば あ い

は、教 職 員
きょうしょくいん

会議
か い ぎ

の議
ぎ

を経
へ

て、

処分
しょぶん

が決定
けってい

します。処分
しょぶん

としては当該
とうがい

科目
か も く

の評価
ひょうか

対象外
たいしょうがい

（Ｏ１）、停学
ていがく

又
また

は退学
たいがく

などの処分
しょぶん

が行
おこな

われる場合
ば あ い

があります。 

また、レポート作成
さくせい

・提出
ていしゅつ

にあたり、他人
た に ん

の文章
ぶんしょう

を盗用
とうよう

する、コンピューターを使用
し よ う

して得た

情報
じょうほう

を書
か

き写
うつ

す等
など

の不正
ふ せ い

行為
こ う い

が認
みと

められた場合
ば あ い

は「試験
し け ん

の不正
ふ せ い

行為
こ う い

」と同様
どうよう

とみなされ、

処分対象
しょぶんたいしょう

となります。 

 

３ レポート 

 

レポートの提出
ていしゅつ

については、指示
し じ

された期日
き じ つ

、方法
ほうほう

のとおり行
おこな

ってください。提出
ていしゅつ

の際
さい

は各自
か く じ

で１年間
ねんかん

複製
ふくせい

（コピー）を保管
ほ か ん

してください。他人
た に ん

の文章
ぶんしょう

を盗用
とうよう

することは、どのようなことが

あっても許
ゆる

されません。他人
た に ん

の文章
ぶんしょう

を引用
いんよう

する場合
ば あ い

には、引用元
いんようもと

を明示
め い じ

する等
など

ルールを遵守
じゅんしゅ

し

てください。 

 

４ 成績
せいせき

評価
ひょうか

 

 

 成績
せいせき

評価
ひょうか

には、定期
て い き

試験
し け ん

の他
ほか

、ルーブリック評価
ひょうか

や、レポート等
など

があります（授業
じゅぎょう

態度
た い ど

を含
ふく

むことがあります）。詳
くわ

しくはシラバスを参照
さんしょう

してください。 

※ルーブリック評価
ひょうか

とは：学習
がくしゅう

到達度
と う たつ ど

を示
しめ

す評価
ひょうか

基準
きじゅん

の観点
かんてん

と尺度
しゃくど

を示
しめ

したもの。 

 

１）GPA（Grade Point Average）制度
せ い ど

について 

GPA制度
せ い ど

とは、世界
せ か い

の大学
だいがく

で広
ひろ

く用
もち

いられている成績
せいせき

評価
ひょうか

方法
ほうほう

で、就 職
しゅうしょく

、進学
しんがく

、留学
りゅうがく

などの

場合
ば あ い

に応募先
お う ぼさ き

の採否
さ い ひ

の判断
はんだん

に使
つか

われる場合
ば あ い

があります。日本
に ほ ん

の大学
だいがく

では奨学
しょうがく

金
きん

の給付
きゅうふ

・貸与者
た い よし ゃ

の決定
けってい

の際
さい

の基礎
き そ

資料
しりょう

や個別
こ べ つ

指導
し ど う

に活用
かつよう

されることがあります。また、「卒業
そつぎょう

判定
はんてい

の基準
きじゅん

」や

「退学
たいがく

勧告
かんこく

の基準
きじゅん

」として使用
し よ う

される例
れい

もあります。 

本学
ほんがく

では、修学
しゅうがく

指導
し ど う

の参考として、また退学
たいがく

勧告
かんこく

の基準
きじゅん

として用
もち

いる場合
ば あ い

があります。 

 

２）GPAの対象
たいしょう

となる授業
じゅぎょう

科目
か も く

 

本学
ほんがく

で開講
かいこう

している授業
じゅぎょう

科目
か も く

がすべて GPAの対象
たいしょう

となります。 

 

３）成績
せいせき

評価
ひょうか

の評点
ひょうてん

記号
き ご う

と GP 

成績
せいせき

評価
ひょうか

は、シラバスに定
さだ

めた基準
きじゅん

を基
もと

に判定
はんてい

し、学則
がくそく

第
だい

31条
じょう

に基
もと

づき次
つぎ

の表
ひょう

に掲
かか

げるとお

りとします。GPA は、成績
せいせき

評価
ひょうか

を５段階
だんかい

（Ｓ．Ａ．Ｂ．Ｃ．Ｄ）で示
しめ

し、それぞれに対
たい

して４．

３．２．１．０の GPを付与
ふ よ

し、単位
た ん い

あたりの平均
へいきん

を出
だ

す方法
ほうほう

です。 

 

評
ひょう

 価
か

 評
ひょう

 点
てん

 G P
グレードポイント

 単位
た ん い

の授与
じ ゅ よ

 

秀
しゅう

（Ｓ） 90点
てん

～100点
てん

 ４ 

授与
じ ゅ よ

 
優
ゆう

（Ａ） 80点
てん

～89点
てん

 ３ 

良
りょう

（Ｂ） 70点
てん

～79点
てん

 ２ 

可
か

（Ｃ） 60点
てん

～69点
てん

 １ 
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不可
ふ か

（Ｄ） 59点
てん

以下
い か

 ０ 

不
ふ

授与
じ ゅ よ

 放棄
ほ う き

（Ｏ１） 受験
じゅけん

資格
し か く

喪失
そうしつ

 ０ 

放棄
ほ う き

（Ｏ２） 定期
て い き

試験
し け ん

受験
じゅけん

の放棄
ほ う き

 ０ 

辞退
じ た い

（／） 評価
ひょうか

対象外
たいしょうがい

 算定
さんてい

しない 評価
ひょうか

対象外
たいしょうがい

 

 

秀
しゅう

（Ｓ）～可
か

（Ｃ）は合格
ごうかく

で単位
た ん い

を授
じゅ

与
よ

します。不可
ふ か

（Ｄ）は不合格
ふ ご うか く

です。 

 

４）GPAの算出
さんしゅつ

方法
ほうほう

 

       Ｓの単位数
たんいすう

×４＋Ａの単位数
たんいすう

×３＋Ｂの単位数
たんいすう

×２＋Ｃの単位数
たんいすう

×１＋Ｄの単位数
たんいすう

×０＋Ｏの単位数
たんいすう

×０ 

            GPA対象
たいしょう

科目
か も く

の総履修
そうりしゅう

登録
とうろく

単位数
た ん いす う

（Ｓ～Ｏの総単位数
そうたんいすう

） 
  

例
れい

）GPA算出法
さんしゅつほう

  

 科目名
かもくめい

   評 定
ひょうてい

   単位数
たんいすう

  GP   

   あ          Ｓ     ２   ４  ２×４＝８ 

  い          Ｄ     １   ０  １×０＝０ 

  う          Ａ         ２      ３    ２×３＝６ 

 合計
ごうけい

         ５単位
た ん い

         14点
てん

 

５）GPAの種類
しゅるい

 

当該
とうがい

学期
が っ き

における学修
がくしゅう

の状 況
じょうきょう

及
およ

び成果
せ い か

を示
しめ

す指標
しひょう

を「学期
が っ き

GPA」、在学中
ざいがくちゅう

における全期間
ぜ ん きか ん

の

学修
がくしゅう

の状 況
じょうきょう

及
およ

び成果
せ い か

を示
しめ

す指標
しひょう

を「累積
るいせき

GPA」といい、算出
さんしゅつ

された数値
す う ち

の小
しょう

数点
すうてん

第
だい

３位
い

以下
い か

は

切
き

り捨
す

てるものとします。 

 

６）再履修
さいりしゅう

 

 不合格
ふ ご うか く

又
また

は評価
ひょうか

対象
たいしょう

外
がい

とされた必修
ひっしゅう

の授業
じゅぎょう

科目
か も く

は、再度
さ い ど

履修
りしゅう

（以下
い か

「再履修
さいりしゅう

」という）しな

ければなりません。再履修
さいりしゅう

科目
か も く

は、原則
げんそく

として、授業
じゅぎょう

を再度
さ い ど

受講
じゅこう

して、試験
し け ん

を受
う

けなければなり

ません。 

 

５ 成績
せいせき

の通知
つ う ち

 

 

各学期
か く がっ き

の評価
ひょうか

確定後
か く てい ご

、本人宛
ほんにんあて

に通知
つ う ち

します。 

 

  

GPA= 

GPA＝14点
てん

÷５単位
た ん い

＝2.80 
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試験等の不正行為の懲戒の流れ 
 

試験等の不正行為発覚 

 

 

〔1 学年 前期〕           〔１学年後期 以降〕 

   

 

 

〔事実確認（不正行為発覚）〕  

 

  

  

 

〔不正行為に関する教育・反省文〕        〔不正行に関する事実確認〕 

 

 

 

〔介護福祉副別科長との面談〕   〔介護福祉副別科長との面談・処分告知〕 

 

 

〔追試の許可された場合〕    〔停学・退学等の手続き〕 

           

 

〔不正行為の科目・追試験実施〕 

 

  

 

注）不正行為を行った学生等の情報開示については、介護福祉副別科長の承認をもと公表する。 

公表する際には他の学生に与える影響及び教育的配慮等を総合的に考慮すること。 
 

 

2025 年９月４日作成 

  

2 回目以降・悪質性のある場合 初回の不正行為 

不正行為の試験用紙等の証拠収集試験会場より退場 

教職員会議による審議・量定判断  

懲戒の量定（訓告） 
教職員会議による審議・量定判断  

懲戒の量定（停学・退学等） 

懲戒の量定の告知              

（処分の判断に沿った停学・退学等） 
教育的訓告・指導教育 

「追試験」の許可の有無 

「追試験申請書」提出   

（追試許可後３日以内に申請書を提出） 

停学・退学等に関する手続き    
（停学・退学等書面等による等） 

追試験実施「合」「否」判定 

（成績評価最大得点は 89点が上限） 
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Ⅴ 学生
がくせい

生活
せいかつ

 

 

学生
がくせい

生活
せいかつ

をどのように過
す

ごすかは、皆
みな

さん自身
じ し ん

に任
まか

されています。自
みずか

ら考
かんが

え、自
みずか

らの責任
せきにん

に

おいて行動
こうどう

しなければなりません。また学内
がくない

だけでなく、地域
ち い き

社会
しゃかい

の一員
いちいん

としての社会的
しゃかいてき

責任
せきにん

を

伴
ともな

います。 

湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学生
だいがくせい

としての品格
ひんかく

を持
も

ち、そして誇
ほこ

りを持
も

って行動
こうどう

し、自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

はもちろん、大学
だいがく

の名誉
め い よ

を傷
きず

つけ信用
しんよう

を失
うしな

わせることのないように心
こころ

がけてください。 

 

１ 学生
がくせい

生活
せいかつ

を送
おく

るためにまず必要
ひつよう

なこと 

 

１）掲示板
け い じば ん

、在学生
ざいがくせい

サイト、学習
がくしゅう

支援
し え ん

システム manaba 

講義
こ う ぎ

や実習
じっしゅう

に関
かん

すること、試験
し け ん

に関
かん

すること、授 業 料
じゅぎょうりょう

や奨学
しょうがく

金
きん

に関
かん

すること、学生
がくせい

の呼
よ

び出
だ

し他
ほか

、学生
がくせい

生活
せいかつ

を送るために欠
か

かせない情報
じょうほう

です。毎日
まいにち

確認
かくにん

しましょう。 

情報
じょうほう

の見落
み お

とし等
とう

による思
おも

わぬ不利益
ふ り え き

、不都合
ふ つ ご う

は自己
じ こ

責任
せきにん

です。大学
だいがく

から発信
はっしん

された情報
じょうほう

は

掲示
け い じ

やメール送信
そうしん

により周知
しゅうち

したとみなします。特
とく

に提出
ていしゅつ

期限
き げ ん

のある情報
じょうほう

には注意
ちゅうい

してくださ

い。 

（１）掲示板
け い じば ん

 

藤沢
ふじさわ

キャンパスにおいては、1階
かい

に掲
けい

示
じ

します。 

（２）在学生
ざいがくせい

サイト 

本学
ほんがく

ホームページの「在学生
ざいがくせい

の皆様
みなさま

へ」から、ログインしてください。授業
じゅぎょう

、試験
し け ん

、学生
がくせい

生活
せいかつ

等
など

の情報
じょうほう

を更新
こうしん

しています。 

（３）学習
がくしゅう

支援
し え ん

システム manaba（https://sums.manaba.jp） 

   manaba ページから、ログインしてください。科目
か も く

ごとに連絡
れんらく

したり情報
じょうほう

が

更新
こうしん

されたり、オンデマンド授業
じゅぎょう

等
とう

が実施
じ っ し

されます。また、災害
さいがい

時
じ

の連絡
れんらく

に

も使用
し よ う

することがあります。（「Ｖ‐11‐３）‐（４）学習
がくしゅう

支援
し え ん

システム

「manaba」について」参照
さんしょう

） 

 

２）学生証
がくせいしょう

 

（１）学生証
がくせいしょう

を携
けい

帯
たい

する 

学生証
がくせいしょう

は、学生
がくせい

の身分
み ぶ ん

を証明
しょうめい

する大切
たいせつ

なカードです。毎日
まいにち

携帯
けいたい

してください。 

学籍
がくせき

番号
ばんごう

は７ケタの数字
す う じ

で構成
こうせい

され、それぞれのケタは次
つぎ

のように意味
い み

づけられています。 

 

○○  ○○ ○○○ 

入 学
にゅうがく

年度
ね ん ど

  学科
が っ か

専攻
せんこう

  個人
こ じ ん

番号
ばんごう

 

 

例：2026年度
ね ん ど

入学生
にゅうがくせい

 介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

 001番
ばん

 → 2660001 

 

授業
じゅぎょう

への出席
しゅっせき

確認
かくにん

のために、授業
じゅぎょう

ごとに学生証
がくせいしょう

が必要
ひつよう

です。 

  また、次
つぎ

の場合
ば あ い

には、学生証
がくせいしょう

の提示
て い じ

が必要
ひつよう

になります。 

①身分
み ぶ ん

証明
しょうめい

を求
もと

められた時
とき

 

  ②図書室
と し ょし つ

で本
ほん

を借
か

りるする時
とき

 

  ③試験
し け ん

を受
う

ける時
とき

 

介護福祉別科    60 
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  ④定期
て い き

乗車券
じょうしゃけん

を購入
こうにゅう

する時
とき

、学生
がくせい

割引
わりびき

運賃
うんちん

を利用
り よ う

する時
とき

 

  ⑤各種
かくしゅ

証明書
しょうめいしょ

等
など

の受領
じゅりょう

時
じ

 

  ⑥届出
とどけで

・願出
ねがいで

関係
かんけい

書類
しょるい

の提出
ていしゅつ

時
じ

 

 

学生証
がくせいしょう

の裏面
うらめん

に貼
は

るシールは、通学
つうがく

定期券
て い きけ ん

を購入
こうにゅう

するための証明書
しょうめいしょ

となります。事前
じ ぜ ん

に

氏名
し め い

、現住所
げんじゅうしょ

、通学
つうがく

区間
く か ん

を記入してから、鉄道
てつどう

会社
がいしゃ

等
など

の窓口
まどぐち

で提
てい

示
じ

してください。 

学生証
がくせいしょう

の有効
ゆうこう

期限
き げ ん

は最短
さいたん

卒業
そつぎょう

年次
ね ん じ

までです。留年
りゅうねん

・休学
きゅうがく

等
とう

によって最短
さいたん

卒業
そつぎょう

年次
ね ん じ

を超
こ

え

て在籍
ざいせき

する場合
ば あ い

は、１年
ねん

毎
ごと

に更新
こうしん

手続
て つ づ

きが必要
ひつよう

です。 

学生証
がくせいしょう

の記載
き さ い

事項
じ こ う

に変更
へんこう

が生
しょう

じた場合
ば あ い

、紛失
ふんしつ

または破損
は そ ん

した場合
ば あ い

は、速
すみ

やかに事務室
じ む し つ

に届
とど

け出
で

て、再交付
さ い こう ふ

を願い出
ね が い で

てください。（再発
さいはっ

行料
こうりょう

：3,000円
えん

） 

卒業
そつぎょう

や退学
たいがく

または除籍
じょせき

になった場合
ば あ い

は、速
すみ

やかに事務室
じ む し つ

に学生証
がくせいしょう

を返
へん

還
かん

してください。 

 

（２）学生証
がくせいしょう

の保管
ほ か ん

方法
ほうほう

 

学生証
がくせいしょう

は、在籍
ざいせき

しているあいだ使用
し よ う

しますので、保管
ほ か ん

方法
ほうほう

に十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

して取
と

り扱
あつか

ってくだ

さい。直接
ちょくせつ

日光
にっこう

のあたる場所
ば し ょ

や高温
こうおん

多湿
た し つ

の場所
ば し ょ

での保管
ほ か ん

は避
さ

けてください。また、磁気
じ き

に近
ちか

づ

けないでください。アルコールや消
け

しゴム等
とう

に接触
せっしょく

させると、変色
へんしょく

・退色
たいしょく

することがありま

す。 

 

３）学籍簿
が く せき ぼ

（学生
がくせい

調査書
ちょうさしょ

）の提出及び変更の届出 

学籍簿
が く せき ぼ

（学生
がくせい

調査書
ちょうさしょ

）は学業
がくぎょう

成績
せいせき

のほか、学生
がくせい

の身上
しんじょう

異動
い ど う

、保証人
ほしょうにん

及び
お よ び

住所
じゅうしょ

等
など

を明確
めいかく

にする

目的
もくてき

で作成
さくせい

されます。新入生
しんにゅうせい

は、所定
しょてい

の学籍簿
が く せき ぼ

に住所
じゅうしょ

及び家族
か ぞ く

構成
こうせい

等
とう

を記入
きにゅう

し、入学
にゅうがく

時
じ

に事務室
じ む し つ

へ提
てい

出
しゅつ

してください。 

また、学籍簿
が く せき ぼ

（学生
がくせい

調査書
ちょうさしょ

）に記入
きにゅう

した事項
じ こ う

に変更
へんこう

が生
しょう

じた場合
ば あ い

には、事務室
じ む し つ

へ連絡
れんらく

してくだ

さい。転居後
て ん きょ ご

に住所
じゅうしょ

変更
へんこう

がされない場合
ば あ い

は、大学
だいがく

から送付
そ う ふ

される重要
じゅうよう

なお知
し

らせが届
とど

かなくな

りますので注意
ちゅうい

してください。 

 

２ キャンパスマナー 

 

 大学
だいがく

での学生
がくせい

生活
せいかつ

は、集団
しゅうだん

生活
せいかつ

の場
ば

でもあります。学生
がくせい

も教 職 員
きょうしょくいん

も気持
き も

ちよく円滑
えんかつ

に集団
しゅうだん

生活
せいかつ

を送
おく

るために、決
き

められたルールを理解
り か い

して遵守
じゅんしゅ

し、マナーの向上
こうじょう

に努
つと

めましょう。 

 

１）大学
だいがく

の利用
り よ う

時間
じ か ん

 

学生
がくせい

の入構
にゅうこう

が可能
か の う

な時間
じ か ん

は、以下
い か

の通
とお

りです。 

▶藤沢
ふじさわ

キャンパス 

月曜日
げ つ よう び

から金曜日
き ん よう び

 8:00～17:00 ※原則
げんそく

 土曜日
ど よ う び

・日曜日
に ち よう び

・祝日
しゅくじつ

は、使用
し よ う

できません。 

 

 なお、上記
じょうき

の時間帯
じ か んた い

については、感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

等
とう

により変更
へんこう

する場合
ば あ い

があります。 

 詳細
しょうさい

は「Ｖ‐13‐1）施設
し せ つ

の使用
し よ う

について」を参照
さんしょう

してください。 

 占有
せんゆう

して使用
し よ う

する場合
ば あ い

は、事前
じ ぜ ん

に事務室
じ む し つ

等
など

で使用
し よ う

申請
しんせい

を行
おこな

い、許可
き ょ か

を受
う

けてください。 

 

２）講義室
こ う ぎし つ

や実習室
じっしゅうしつ

等
とう

の使用
し よ う

 

講義室
こ う ぎし つ

、実習室
じっしゅうしつ

等
とう

は、特定
とくてい

の学生
がくせい

の専用
せんよう

スペースではありません。室内
しつない

に私物
し ぶ つ

を置
お

かず、各自
か く じ
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ゴミは所定
しょてい

の場所
ば し ょ

に捨
す

て、整理
せ い り

整頓
せいとん

を心
こころ

がけましょう。置
お

いたままの私物
し ぶ つ

は、状 況
じょうきょう

により撤去
てっきょ

する場合
ば あ い

があります。次
つぎ

の授業
じゅぎょう

のために事前
じ ぜ ん

に座席
ざ せ き

を確保
か く ほ

する行為
こ う い

は、禁止
き ん し

します。また、授業
じゅぎょう

以外
い が い

の活動
かつどう

で使用
し よ う

する場合
ば あ い

は、届出
とどけで

が必要
ひつよう

です。「Ｖ‐12‐１）施設
し せ つ

の使用
し よ う

について」を参照
さんしょう

し

てください。 

大学
だいがく

施設
し せ つ

や備品
び ひ ん

を破損
は そ ん

・滅失
めっしつ

した、若
も

しくは発見
はっけん

した場合
ば あ い

、直
ただ

ちに事務室
じ む し つ

に届け出
と ど け で

てください。 

 

３）携帯
けいたい

電話
で ん わ

やスマートフォンの使用
し よ う

 

学内
がくない

でスマートフォンや携帯
けいたい

電話
で ん わ

等
とう

の使用
し よ う

は、授 業 中
じゅぎょうちゅう

、試験中
しけんちゅう

及
およ

び図書館
と し ょか ん

での自他
じ た

の学修
がくしゅう

の

妨
さまた

げにならないようにしてください。また、キャンパス内
ない

の電源
でんげん

から各自
か く じ

のスマートフォンや

電子
で ん し

機器類
き き る い

に充電
じゅうでん

を行
おこな

うのは窃盗
せっとう

（盗電
とうでん

）にあたります。 
 

４）飲食
いんしょく

の場所
ば し ょ

とゴミの分別
ぶんべつ

 

学内
がくない

には飲食
いんしょく

できる場所
ば し ょ

とできない場所
ば し ょ

が決められています。飲食
いんしょく

禁止
き ん し

場所
ば し ょ

には掲示
け い じ

がして

ありますので、ルールを守
まも

ってください。 

ゴミは、「燃
も

えるゴミ」「燃
も

えないゴミ」「空き缶
あ き か ん

・ペットボトル」の３種類
しゅるい

に分別
ぶんべつ

しています。

キャンパスの美化
び か

とリサイクルを心
こころ

がけましょう。 

食べ残
た べ の こ

しや汁物
しるもの

は洗面所
せんめんじょ

やトイレに流
なが

すと故障
こしょう

や水
みず

漏
も

れの原因
げんいん

となりますので、指示
し じ

通
どお

りに捨
す

ててください。 

燃
も

えるゴミ 燃
も

えないゴミ 空き缶
あ き か ん

・ペットボトル 

・リサイクルできない紙
かみ

くず等
など

 

（汚
よご

れた紙
かみ

くず、ティッシュ、カップ

麺
めん

の紙
かみ

容器
ようき

等
とう

） 

・生
なま

ゴミ 

・割 箸
わりばし

、紙
かみ

コップ 

・燃
も

やせないゴミ 

・プラスチック類
るい

 

（ビニール全 般
ぜんぱん

、レジ 袋
ぶくろ

、お菓子
か し

の

包み
つつみ

、弁 当
べんとう

容器
ようき

、発 泡
はっぽう

スチロール、ラ

ップ等
など

） 

・「プラ」マークのついているもの 

・空き缶
あきかん

、ペットボトル、空き
あ き

ビン 

※リサイクルできる紙
かみ

くず（コピー用紙
よ う し

、シュレッダーくず）、段
だん

ボール、古紙
こ し

、雑誌
ざ っ し

、包装紙
ほ う そう し

等
とう

を捨
す

てる場合
ば あ い

には、事務室
じ む し つ

に申
もう

し出
で

てください。 

 

５）服装
ふくそう

規定
き て い

 

 学内
がくない

演習
えんしゅう

及
およ

び臨地
り ん ち

実習
じっしゅう

においては、感染
かんせん

防止
ぼ う し

等
とう

の安全面
あんぜんめん

や衛生上
えいせいじょう

の理由
り ゆ う

から、また本学
ほんがく

の

在学生
ざいがくせい

であることを示す
し め す

必要
ひつよう

から、実習
じっしゅう

ユニフォームを着用
ちゃくよう

し、かつ、着用
ちゃくよう

時
じ

の服装
ふくそう

規定
き て い

を

遵守
じゅんしゅ

する必要
ひつよう

があります。それ以外
い が い

の学内
がくない

活動
かつどう

（大学
だいがく

及
およ

び実習
じっしゅう

施設
し せ つ

等
とう

への通学
つうがく

時
じ

を含
ふく

む）にお

いては、TPO＊１にあわせた服装
ふくそう

を心
こころ

がけてください。 

大学
だいがく

の理念
り ね ん

にある「その人
ひと

らしさを大切
たいせつ

にする教育
きょういく

の実践
じっせん

」の一環
いっかん

として学生
がくせい

の自己
じ こ

決定権
けっていけん

や表現
ひょうげん

の自由
じ ゆ う

を保障
ほしょう

するとともに、対人
たいじん

援助
えんじょ

職
しょく

を目指
め ざ

す者
もの

としての外見
がいけん

や態度
た い ど

に関
かん

する感受性
かんじゅせい

と、本学
ほんがく

の伝統
でんとう

をつくる者
もの

としての誇り
ほ こ り

を育
はぐく

むために、以下
い か

の規定
き て い

を設
もう

けます。 
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＊１ 時
とき

（time）・ 所
ところ

（place）・場合
ば あ い

（occasion）の意
い

。また、それらの条 件
じょうけん

に応じて
お う じ て

服装
ふくそう

などを選
えら

ぶこと（広辞
こ う じ

苑
えん

第
だい

５版
ばん

）。 

（１）学内
がくない

演習
えんしゅう

及び
お よ び

臨地
り ん ち

実習
じっしゅう

時
じ

の服装
ふくそう

（実習
じっしゅう

ユニフォーム着用
ちゃくよう

時
じ

） 

項目
こうもく

 規定
き て い

 

実 習
じっしゅう

ユニフォーム 
・大学

だいがく

指定
し て い

の清潔
せいけつ

な実 習
じっしゅう

ユニフォームを着 用
ちゃくよう

する。 

・カーディガンは、白 色
はくしょく

などの淡 色
たんしょく

系
けい

（汚
よご

れが目立つ
め だ

色
いろ

）を着 用
ちゃくよう

する。 

靴下
くつした

 ・白 色
はくしょく

の靴下
くつした

を着 用
ちゃくよう

する。 

シューズ ・大学
だいがく

指定
し て い

のシューズを着 用
ちゃくよう

する。 

頭髪
とうはつ

 

・頭髪
とうはつ

が肩
かた

に触
ふ

れる長
なが

さの場合は、黒色
くろいろ

か茶色
ちゃいろ

の頭髪用
とうはつよう

ゴムで一つに束
たば

ねる。 

・髪
かみ

色
いろ

は、原則地
げんそくじ

毛
げ

の色
いろ

とする。 

・髪
かみ

をとめる際
さい

は、黒色
くろいろ

か茶色
ちゃいろ

のピンを使用
し よ う

する。 

・エクステンション（付け毛
つ け げ

）はしない。 

髭
ひげ

 ・髭
ひげ

は剃
そ

る。 

爪
つめ

 
・短く

みじかく

切
き

る。 

・マニキュア、付け爪
つ け つ め

はしない。 

装飾品
そうしょくひん

 

香水
こうすい

 

その他
た

 

・ピアス、指輪
ゆ び わ

、ネックレスなどの装飾品
そうしょくひん

は原則
げんそく

身
み

につけない。 

・カラーコンタクトレンズはいれない。 

・香水
こうすい

をつけない。 

・つけまつげをしない。 

・入れ墨
い れ ず み

・タトゥーは禁止
き ん し

 

【
（

留意点
りゅういてん

】
）

演 習
えんしゅう

内容
ないよう

や実 習
じっしゅう

内容
ないよう

によって上記
じょうき

の規定
き て い

とは異
こと

なる服装
ふくそう

を指示
し じ

される場合
ば あ い

がありま

す。その際
さい

は担当
たんとう

教 員
きょういん

の指示
し じ

に 従
したが

ってください。 

 

（２）学内
がくない

活動
かつどう

時
じ

の服装
ふくそう

（実習
じっしゅう

施設
し せ つ

等
とう

への通学
つうがく

時
じ

及び
お よ び

学外
がくがい

実習
じっしゅう

を含
ふく

む） 

【
（

選択
せんたく

基準
きじゅん

①】
）

：健康
けんこう

を守り
ま も り

学業
がくぎょう

に集 中
しゅうちゅう

できる服装
ふくそう

 

学業
がくぎょう

に集 中
しゅうちゅう

するためには、健康
けんこう

を守る
ま も る

必要
ひつよう

があります。体調
たいちょう

がよくないと学
まな

ぶ意欲
い よ く

が低下
て い か

する恐
おそ

れがあります。健康
けんこう

を守
まも

り学業
がくぎょう

に集 中
しゅうちゅう

するためには、学
まな

ぶ環境
かんきょう

に適
てき

した服装
ふくそう

を選択
せんたく

す

る必要
ひつよう

があります。講義室
こ う ぎし つ

は座学
ざ が く

に適
てき

した環境
かんきょう

になっています。講義室
こ う ぎし つ

の環境
かんきょう

に合わない服装
ふくそう

を選
えら

んだ場合
ば あ い

は、健康
けんこう

を害
がい

する可能性
か の うせ い

がありますので注意
ちゅうい

してください。 

 

▶留意点
りゅういてん

 

・夏季
か き

・冬季
と う き

は、講義
こ う ぎ

室内
しつうち

と外
がい

気温
き お ん

との差
さ

が大
おお

きいため、脱着
だっちゃく

できる衣服
い ふ く

を選
えら

ぶ等
など

、外
がい

気温
き お ん

との差
さ

に対応
たいおう

できる服装
ふくそう

を選択
せんたく

する。 

不適切
ふ て きせ つ

な服装
ふくそう

の例
れい

：肩
かた

・背部
は い ぶ

・腹部
ふ く ぶ

が露出
ろしゅつ

した上衣
じょうい

、下肢
か し

全体
ぜんたい

が露出
ろしゅつ

した短
みじか

いパンツ・ス

カート、裸足
は だ し

にビーチサンダル 

 

【選択
せんたく

基準
きじゅん

②】：他者
た し ゃ

に不快感
ふ か いか ん

を与
あた

えない服装
ふくそう

 

他者
た し ゃ

との関係
かんけい

を円滑
えんかつ

に保
たも

つために、不快感
ふ か いか ん

を与
あた

えない服装
ふくそう

を選択
せんたく

してください。学内
がくない

だけで

なく、実習
じっしゅう

施設
し せ つ

等
とう

への移動
い ど う

時
じ

も十分
じゅうぶん

に配慮
はいりょ

してください。 

▶留意点
りゅういてん

 

・衣服
い ふ く

や身体
か ら だ

の不快
ふ か い

な臭
にお

いを避
さ

ける。特
とく

に香水
こうすい

は使用
し よ う

しない。 
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・周囲
しゅうい

の者
もの

が目
め

のやり場
ば

に困
こま

る服装
ふくそう

は避
さ

ける。 

不適切
ふ て きせ つ

な服装
ふくそう

の例
れい

：襟
えり

が大
おお

きく開
あ

いて胸元
むなもと

が見
み

える上衣
じょうい

、下肢
か し

全体
ぜんたい

が露出
ろしゅつ

した短
みじか

いパンツ･

スカート、ウエストラインから下着
し た ぎ

がはみだすパンツ 

・外見
がいけん

や雰囲気
ふ ん い き

に関
かん

する感受性
かんじゅせい

は個人
こ じ ん

によって差
さ

があるため、教員
きょういん

が必要
ひつよう

と判断
はんだん

した場合
ば あ い

は

教育的
きょういくてき

な指導
し ど う

を行
おこな

うことがある。 

・本学
ほんがく

では、医療
いりょう

、福祉
ふ く し

従事者
じゅうじしゃ

を目指す
め ざ す

者
もの

のマナーとして、刺青
いれずみ

・タトゥーは原則
げんそく

禁止
き ん し

と

し、他者
た し ゃ

に見
み

えない配慮
はいりょ

をするように指導
し ど う

する。 

 

６）地域
ち い き

の施設
し せ つ

や住民
じゅうみん

の方々
かたがた

への配慮
はいりょ

 

学生
がくせい

の皆
みな

さんは、地域
ち い き

社会
しゃかい

に貢献
こうけん

するとともに、その地域
ち い き

で学生
がくせい

生活
せいかつ

を送
おく

ることで社会的
しゃかいてき

責任
せきにん

を伴
ともな

います。地域
ち い き

の方々
かたがた

に迷惑
めいわく

をかけないように心
こころ

がけ、共
とも

に気持
き も

ちよく生活
せいかつ

しましょう。 

（１）近隣
きんりん

施設
し せ つ

（マンション
ま ん し ょ ん

、病院
びょういん

、老人
ろうじん

ホーム
ほ ー む

、駐 車 場
ちゅうしゃじょう

等
など

）の敷地内
し き ちな い

へ無許可
む き ょ か

での立入
たちいり

、自転車
じ て んし ゃ

・

バイクの駐輪
ちゅうりん

を禁止
き ん し

する。 

（２）空き缶
あ き か ん

、ペットボトル、ゴミのポイ捨
す

てはしない。また、路上
ろじょう

喫煙
きつえん

、学校
がっこう

周辺
しゅうへん

での喫
きつ

煙
えん

を

禁止
き ん し

する。 

（３）近隣
きんりん

の施設
し せ つ

・住宅
じゅうたく

を考慮
こうりょ

し、広
ひろ

がって歩
ある

かない、通行
つうこう

の妨
さまた

げにならないようにして登
とう

下校
げ こ う

 

する。 

 

３ 各種
かくしゅ

証明書
しょうめいしょ

・届出
とどけで

等
など

 

 

１）窓口
まどぐち

対応
たいおう

時間
じ か ん

 

原則
げんそく

として、平日
へいじつ

の８時
じ

50分
ふん

 ～ 17時
じ

00分
ふん

です。長期
ちょうき

休暇
きゅうか

期間
き か ん

の事務取扱
じむとりあつかい

時間
じ か ん

は、変更
へんこう

する場合
ば あ い

その都度
つ ど

掲示
け い じ

します。 

 

２）証明書
しょうめいしょ

等
など

の申し込み
も う し こ み

方法
ほうほう

 

在学
ざいがく

証明書
しょうめいしょ

等
など

、大学
だいがく

が発行
はっこう

する各種
かくしゅ

証明書
しょうめいしょ

が必要
ひつよう

になった時
とき

は、次
つぎ

の表
ひょう

に掲
かか

げる書類
しょるい

に必要
ひつよう

事項
じ こ う

を記入
きにゅう

のうえ、事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

してください。 

なお、推薦書
すいせんしょ

や英文
えいぶん

等本学
とうほんがく

所定
しょてい

の様式
ようしき

以外
い が い

の証明書
しょうめいしょ

は発行
はっこう

までに時間
じ か ん

がかかりますので余裕
よ ゆ う

を

もって申請
しんせい

してください。 

証明書
しょうめいしょ

等
など

を受け取る
う け と る

際
さい

は学生証
がくせいしょう

を必
かなら

ず持
じ

参
さん

し、窓口
まどぐち

対応
たいおう

時間内
じ か んな い

に来
き

てください。窓口
まどぐち

での受
う

け取
と

りができない場合
ば あ い

は切手
き っ て

を貼
は

った返信用
へんしんよう

封筒
ふうとう

を用意
よ う い

してください。 

 

用途
よ う と

 名称
めいしょう

 発行
はっこう

期日
き じ つ

 費用
ひ よ う

（円
えん

） 提出
ていしゅつ

書類
しょるい

 

被
ひ

扶養者
ふ よ うし ゃ

認定
にんてい

等
とう

 在学
ざいがく

証明書
しょうめいしょ

 
土
ど

・日
にち

・

祝 日
しゅくじつ

を除
のぞ

いて 

約
やく

１週 間
しゅうかん

～10日後
に ち ご

 

300 

証明書
しょうめいしょ

交付
こ う ふ

願
ねがい

 

就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

等
とう

 成績
せいせき

証明書
しょうめいしょ

※１ 700 

就 職
しゅうしょく

・進学
しんがく

等
とう

 卒業
そつぎょう

証明書
しょうめいしょ

※２ 700 

就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

等
とう

 卒業
そつぎょう

見込
み こ み

証明書
しょうめいしょ

※３ 300 

就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

等
とう

 健康
けんこう

診断
しんだん

証明書
しょうめいしょ

※３ 1,100 

就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

等
とう

 出席率
しゅっせきりつ

証明書
しょうめいしょ

 300 

― 
その他

た

の証明書
しょうめいしょ

等
など

 

（所定
しょてい

の様式
ようしき

）※４ 
― 1,000 
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通学
つうがく

定期券
て い きけ ん

購入
こうにゅう

等
など

 通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

 

土
ど

・日
にち

・

祝 日
しゅくじつ

を除
のぞ

いて３日後
に ち ご

 

無料
むりょう

 
通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

交付
こ う ふ

願
ねがい

 

実習
じっしゅう

通学
つうがく

定期券
て い きけ ん

購入
こうにゅう

 実習用
じっしゅうよう

通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

 

土
ど

・日
にち

・

祝 日
しゅくじつ

を除
のぞ

いて１か

月後
げ つ ご

 

無料
むりょう

 

実習用
じっしゅうよう

定期
て い き

乗車券
じょうしゃけん

 購 入
こうにゅう

のための通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

発行
はっこう

願
ねがい

 

片道
かたみち

100kmを超
こ

える帰省
き せ い

等
とう

 
学生
がくせい

旅客
りょかく

運賃
うんちん

割引証
わりびきしょう

 

土
ど

・日
にち

・

祝 日
しゅくじつ

を除
のぞ

いて３日後
に ち ご

 

無料
むりょう

 

学生
がくせい

旅客
りょかく

運賃
うんちん

割引証
わりびきしょう

交付
こ う ふ

願
ねがい

（片道
かたみち

100 ㎞を

超える
こ え る

区間
く か ん

で JR

各社
かくしゃ

のみが

対 象
たいしょう

） 

 

※１ 成績
せいせき

証明書
しょうめいしょ

には、各科目
かくかもく

の 修
しゅう

得
とく

単位数
たんいすう

が記載
き さ い

されています。 

※２ 卒業後
そつぎょうご

に交付
こ う ふ

可能
か の う

です。 

※３ 卒 業
そつぎょう

年次
ね ん じ

に交付
こ う ふ

可能
か の う

です。 

※４ 就 職
しゅうしょく

、進学
しんがく

に必要
ひつよう

な推薦書
すいせんしょ

、調査書
ちょうさしょ

等
など

所定
しょてい

の様式
ようしき

がある場合
ば あ い

は、交付
こ う ふ

願
ねがい

に添
そ

えて提 出
ていしゅつ

し

てください。 

・その他
た

の証明書
しょうめいしょ

で所定
しょてい

の様式
ようしき

がある場合
ば あ い

は、応募
お う ぼ

要 領
ようりょう

、記入
きにゅう

方法
ほうほう

等
とう

が記載
き さ い

された書類
しょるい

（コピー

可
か

）も交付
こ う ふ

願
ねがい

に添
そ

えて提 出
ていしゅつ

してください。 

・各種
かくしゅ

費用
ひ よ う

は、事務室
じ む し つ

窓口
まどぐち

で支払
し は ら

ってください。おつりは出
だ

せません。費用
ひ よ う

を準備
じゅんび

してください。 

 

３）届出
とどけで

・願出
ねがいで

等 

 届出
とどけで

・願出
ねがいで

関係
かんけい

書類
しょるい

には、次
つぎ

のものがあります。学生証
がくせいしょう

を必
かなら

ず提示
て い じ

のうえ、事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

し

てください。 

内容
ないよう

 提出
ていしゅつ

書類
しょるい

 提出
ていしゅつ

時期
じ き

 説明
せつめい

 

学籍
がくせき

関係
かんけい

 

保証人
ほしょうにん

等
とう

変更届
へんこうとどけ

 変更
へんこう

時
じ

 
保証人
ほしょうにん

の変更
へんこう

、保証人
ほしょうにん

の住所
じゅうしょ

等
など

に変更
へんこう

が

あった場合
ば あ い

に提出
ていしゅつ

 

住所
じゅうしょ

等
とう

（変更
へんこう

）届
とどけ

 
入学
にゅうがく

時
じ

 

変更
へんこう

時
じ

 

学生
がくせい

の住所
じゅうしょ

・緊急
きんきゅう

連絡先
れんらくさき

・氏名
し め い

等
など

を入学
にゅうがく

時
じ

及び
お よ び

変更
へんこう

があった場合
ば あ い

に提出
ていしゅつ

 

学生証
がくせいしょう

再交付
さ い こう ふ

 

（書換
かきかえ

）願
ねがい

※ 
発生
はっせい

時
じ

 

再発
さいはっ

行料
こうりょう

 3,000円
えん

 

学生証
がくせいしょう

の紛失
ふんしつ

、記載
き さ い

事項
じ こ う

の変更
へんこう

等
など

があっ

た場合
ば あ い

に提出
ていしゅつ

 

仮学生証
かりがくせいしょう

交付
こ う ふ

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

 
発行料
はっこうりょう

 1,000円
えん

 

※交付
こ う ふ

当日
とうじつ

のみ有効
ゆうこう

 

学籍
がくせき

等
とう

異動
い ど う

願
ねがい

 異動前
い ど うま え

 
休学
きゅうがく

、復学
ふくがく

、転学
てんがく

、留学
りゅうがく

、退学
たいがく

しようと

する場合
ば あ い

に提出
ていしゅつ

 

履修
りしゅう

関係
かんけい

 
欠席
けっせき

（忌引
き び き

）届
とどけ

 事前
じ ぜ ん

 
原則
げんそく

、事前
じ ぜ ん

に提出
ていしゅつ

（緊急
きんきゅう

の場合
ば あ い

は、電話
で ん わ

等
など

で事務室
じ む し つ

に連絡
れんらく

の上
うえ

、事後
じ ご

に提出
ていしゅつ

） 

登校
とうこう

許可
き ょ か

証明書
しょうめいしょ

 事後
じ ご
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追試験
つ い しけ ん

申請書
しんせいしょ

 事前
じ ぜ ん

 定期
て い き

試験
し け ん

から３日
３ に ち

以内
い な い

に提出
ていしゅつ

 

追
お

実習
じっしゅう

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

  

再試験
さ い しけ ん

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

 再試験料
さいしけんりょう

 １科目
か も く

2,000円
えん

 

再実習
さいじっしゅう

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

 １日
にち

あたり 2,000円
えん

 

施設
し せ つ

・物品
ぶっぴん

 

関係
かんけい

 

施設
し せ つ

使用
し よ う

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

 ３日前
にちまえ

までに提
てい

出
しゅつ

 

学内
がくない

掲示
け い じ

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

 学内
がくない

で掲示板
け い じば ん

を使用
し よ う

する場合
ば あ い

に提出
ていしゅつ

 

自転車
じ て んし ゃ

通学
つうがく

願
ねがい

 事前
じ ぜ ん

 
駐 輪 場
ちゅうりんじょう

を利用
り よ う

する場合
ば あ い

に年度
ね ん ど

ごとに

提出
ていしゅつ

 

就 職
しゅうしょく

関係
かんけい

 
就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

報告
ほうこく

 

・進路
し ん ろ

報告書
ほうこくしょ

 
進路
し ん ろ

決定後
け っ てい ご

 
就 職 先
しゅうしょくさき

・進学先
しんがくさき

が決定
けってい

次第
し だ い

、速やか
す み や か

に

提出
ていしゅつ

 

その他 
海外
かいがい

渡航届
とこうとどけ

 事前
じ ぜ ん

  

事故
じ こ

等
など

報告書
ほうこくしょ

 事後
じ ご

  

※学生証
がくせいしょう

再交付
さいこうふ

には約
やく

１週間
１しゅうかん

を要
よう

します。その間
かん

に通学
つうがく

定期券
ていきけん

を購 入
こうにゅう

したい場合
ば あ い

は「通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

交付
こ う ふ

願
ねがい

」を提 出
ていしゅつ

してください。 

 

４）通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

について 

公共
こうきょう

の交通
こうつう

機関
き か ん

を利用
り よ う

して通学
つうがく

する通学
つうがく

定期
て い き

乗車券
じょうしゃけん

を購入
こうにゅう

する場合
ば あ い

は、「大学
だいがく

の最寄
も よ り

の駅
えき

か

ら居住地
きょじゅうち

（現住所
げんじゅうしょ

）の最寄
も よ り

の駅
えき

まで」の最短
さいたん

区間
く か ん

を記載
き さ い

した通学
つうがく

定期
て い き

乗車券
じょうしゃけん

購入
こうにゅう

証明書
しょうめいしょ

を

学生証
がくせいしょう

の裏面
うらめん

に貼付
て ん ぷ

し、提示
て い じ

することで、通学
つうがく

定期
て い き

を購入
こうにゅう

することができます。 

実習
じっしゅう

等
とう

で通学
つうがく

区間
く か ん

が大学
だいがく

最寄
も よ り

の駅
えき

と異
こと

なる施設
し せ つ

で正規
せ い き

授業
じゅぎょう

が行
おこな

われる場合
ば あ い

、「実習先
じっしゅうさき

の最寄
も よ り

駅
えき

から居住地
きょじゅうち

の最寄
も よ り

駅
えき

まで」の最短
さいたん

区間
く か ん

の実習用
じっしゅうよう

定期
て い き

乗車券
じょうしゃけん

を購入
こうにゅう

することが可能
か の う

です。区間
く か ん

を明記
め い き

した通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

発行
はっこう

願
ねがい

を事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

し、通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

（鉄道事
て つ どう じ

業者
ぎょうしゃ

等
など

の承認
しょうにん

番号
ばんごう

）の

発行
はっこう

を受
う

けてください。通学
つうがく

証明書
しょうめいしょ

の申込
もうしこみ

期間
き か ん

については、実習前
じっしゅうまえ

のガイダンスにおいて説明
せつめい

します。 

 

５）学生
がくせい

旅客
りょかく

運賃
うんちん

割引証
わりびきしょう

（学割証
がくわりしょう

） 

旅客
りょかく

鉄道
てつどう

株式
かぶしき

会社
がいしゃ

（JR各社
かくしゃ

）が学生
がくせい

・生徒
せ い と

の修 学 上
しゅうがくじょう

の経済的
けいざいてき

負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

し、学校
がっこう

教育
きょういく

の振興
しんこう

に寄与
き よ

することを目的
もくてき

として実施
じ っ し

されていて、片道
かたみち

100km を超
こ

える区間
く か ん

を乗車
じょうしゃ

する際
さい

に、運賃
うんちん

が

割引
わりびき

になる制度
せ い ど

です。学割証
がくわりしょう

を使用
し よ う

する時
とき

は、常
つね

に学生証
がくせいしょう

を携帯
けいたい

し、鉄道関
てつどうかん

係員
けいいん

等
など

に請求
せいきゅう

され

た時
とき

にはいつでも提示
て い じ

する必要
ひつよう

があります。なお、学割証
がくわりしょう

を本人
ほんにん

以外
い が い

が使用
し よ う

すると不正使用
ふ せ い し よ う

とな

ります。一人
ひ と り

の不正
ふ せ い

行為
こ う い

から、大学
だいがく

全体
ぜんたい

が学割証
がくわりしょう

発行
はっこう

停止
て い し

の処分
しょぶん

を受け
う け

、他
た

のすべての学生
がくせい

に迷惑
めいわく

をかけることになりますので、学生証
がくせいしょう

の貸
か

し借
か

り等
とう

による不正使用
ふ せ い し よ う

は絶対
ぜったい

に行
おこな

わないでくださ

い。 

 

※その他
た

の事務室
じ む し つ

対応
たいおう

の主
おも

な業務
ぎょうむ

については、巻末
かんまつ

に一覧
いちらん

がありますので参照
さんしょう

してください。 

 

４ 学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

（授 業 料
じゅぎょうりょう

ほか） 
 

１）学
がく

納金
のうきん

について 

 学
がく

納金
のうきん

の納入
のうにゅう

は、年
ねん

２回
２ か い

に分けて
わ け て

、期日
き じ つ

までに指定
し て い

された銀行
ぎんこう

口座
こ う ざ

へ入金
にゅうきん

してください。 
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区
く

 分
ぶん

 

学
がく

納金
のうきん

 入学
にゅうがく

金
きん

 

前期分
ぜ ん きぶ ん

 

（１年
ねん

次
じ

は入学前
にゅうがくまえ

、 

２年
ねん

次
じ

は３月
がつ

下旬
げじゅん

） 

後期分
こ う きぶ ん

 

（９月
がつ

下旬
げじゅん

） 
（入学

にゅうがく

手続
てつづき

時
じ

） 

介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

 

授 業 料
じゅぎょうりょう

 300,000円 

施設
し せ つ

維持費
い じ ひ

 85,000円 

実習費
じっしゅうひ

 40,000円 

授 業 料
じゅぎょうりょう

 300,000円 

施設
し せ つ

維持費
い じ ひ

 85,000円 

実習費
じっしゅうひ

 40,000円 

200,000円 

なお、経済的
けいざいてき

理由
り ゆ う

により学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

を期日
き じ つ

までに納入
のうにゅう

することが困難
こんなん

な場合
ば あ い

は、延納
えんのう

又
また

は分納
ぶんのう

を許可
き ょ か

することがあります。延納
えんのう

又
また

は分納
ぶんのう

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、納付
の う ふ

期限
き げ ん

の１か月前
１ か げ つ ま え

までに手続き
て つ づ き

をする必要
ひつよう

がありますので、事前
じ ぜ ん

に事務室
じ む し つ

に相談
そうだん

してください。学
がく

納金
のうきん

の納付
の う ふ

手続き
て つ づ き

を怠る
おこたる

と、

定期
て い き

試験
し け ん

を受けられなく
う け ら れ な く

なるなど学生
がくせい

生活
せいかつ

に支障
ししょう

が生じる
し ょ うじ る

こともありますので注意
ちゅうい

してください。 

また、学生
がくせい

納付
の う ふ

金
きん

の納付
の う ふ

を怠り
おこたり

、督促
とくそく

してもなお納付
の う ふ

しない者
もの

は除籍
じょせき

となります。（学則
がくそく

第 43 条
だい４３じょう

） 

 

２）休学
きゅうがく

に伴う
ともなう

在籍料
ざいせきりょう

について 

半期
は ん き

30
３０

,000
０００

円
えん

 

 

３）学生
がくせい

生活
せいかつ

で必要
ひつよう

になる経費
け い ひ

 

学生
がくせい

生活
せいかつ

を送る
お く る

うえで、授 業 料
じゅぎょうりょう

以外
い が い

に主
おも

に自己
じ こ

負担
ふ た ん

となるのは、次
つぎ

のようなものです。 

（１）教科書
きょうかしょ

(テキスト） 

（２）実習
じっしゅう

着
ぎ

、その他
た

教具
きょうぐ

 

（３）学生
がくせい

保険
ほ け ん

への加入
かにゅう

に伴う
ともなう

保険料
ほけんりょう

 

（４）コピー代
だい

 

コピー機
き

の使用料
しようりょう

は、白黒
しろくろ

１枚
ま い

10円
えん

（両面
りょうめん

20円
えん

）、カラー１枚
ま い

50円
えん

（両面
りょうめん

100円
えん

）。 

（５）実習
じっしゅう

に係
かかわ

る経費
け い ひ

 

実習先
じっしゅうさき

までの交通費
こ う つう ひ

、一部
い ち ぶ

の実習
じっしゅう

材料費
ざいりょうひ

、感染
かんせん

予防
よ ぼ う

のためのワクチン接種代
せっしゅだい

等
とう

。 

（６）国家
こ っ か

試験
し け ん

の受験
じゅけん

、就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

に係る
か か わ

経費
け い ひ

 

国家
こ っ か

試験
し け ん

の受験料
じゅけんりょう

及び
お よ

模擬
も ぎ

試験
し け ん

受験料
じゅけんりょう

、就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

のための模擬
も ぎ

試験
し け ん

受験料
じゅけんりょう

、交通費
こ う つう ひ

等
など

。 

（７）その他
た

  

学生
がくせい

生活
せいかつ

を送る
お く

うえでの自主的
じ し ゅて き

活動
かつどう

の費用
ひ よ う

(学生会費、在留資格更新費、日本語能力試験受

験料)等
など

。 

 

５ ふれあい健康
けんこう

友
とも

の会
かい

 

 

ふれあい健康
けんこう

友
とも

の会
かい

の会員
かいいん

に登録
とうろく

すると、健康
けんこう

で安心
あんしん

した毎日
まいにち

を過
す

ごせるよう、ふれあいグル

ープの各施設
か く しせ つ

において、インフルエンザ予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

割引
わりびき

や医療
いりょう

介護
か い ご

相談
そうだん

等
など

、優先的
ゆうせんてき

に様々
さまざま

なサポー

トやサービスを受ける
う

ことができます。会費
か い ひ

は無料
むりょう

です。 

問
と

い合
あ

わせ先
さき

：大学
だいがく

事務室
じ む し つ

又
また

はふれあい健康
けんこう

友
とも

の会
かい

事務局
じ む きょ く

（電話
で ん わ

：0467-86-0025） 

 

６ 安全
あんぜん

で安心
あんしん

な学生
がくせい

生活
せいかつ

 

 

１）通学
つうがく

方法
ほうほう
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自動車
じ ど う し ゃ

、オートバイ、原動機付自転車
げんどうきつきじてんしゃ

等
など

での通学
つうがく

は禁止
き ん し

です。 

自転車
じ て んし ゃ

通学
つうがく

を希望
き ぼ う

する者
もの

には、申
しん

請書
せいしょ

が提
てい

出
しゅつ

された場合
ば あ い

、許可
き ょ か

の上
うえ

「利用
り よ う

登録
とうろく

シール」を交付
こ う ふ

しますので、自転車
じ て んし ゃ

に貼
は

り、必
かなら

ず駐 輪 場
ちゅうりんじょう

に駐輪
ちゅうりん

してください。許可
き ょ か

なく駐輪
ちゅうりん

した場合
ば あ い

は撤去
てっきょ

します。 

自転車
じ て んし ゃ

は軽車両
けいしゃりょう

です。道路
ど う ろ

交通法
こうつうほう

を遵守
じゅんしゅ

し、携帯
けいたい

電話
で ん わ

使用
し よ う

や周囲
しゅうい

の音
おと

が聞
き

き取
と

れない状 況
じょうきょう

で

の走行
そうこう

、二人
ふ た り

乗り
の

、傘
かさ

さし、路上
ろじょう

駐輪
ちゅうりん

等
とう

の違反
い は ん

をせず、近隣
きんりん

住民
じゅうみん

の迷惑
めいわく

にならないようルールを

必
かなら

ず守ってください。 

 

２）盗難
とうなん

等
など

防止
ぼ う し

及び
お よ び

遺失物
い し つぶ つ

の取り扱い
と り あ つ か い

について 

個人
こ じ ん

の所有物
しょゆうぶつ

やロッカー
ろ っ か ー

の鍵
かぎ

の管理
か ん り

は、各自
か く じ

が行
おこな

ってください。講義室
こ う ぎし つ

等に私物
し ぶ つ

を放置
ほ う ち

しない

こと、大金
たいきん

や不要
ふ よ う

な貴重品
きちょうひん

を持参
じ さ ん

しないことを心掛
こころが

けてください。 

遺失物
い し つぶ つ

は事務室
じ む し つ

で保管
ほ か ん

しています。保管
ほ か ん

期間
き か ん

は３ヶ月
か げ つ

です。３ヶ月
３ か げ つ

を過
す

ぎても持ち主
も ち ぬ し

が現
あらわ

れな

い場合
ば あ い

は処分
しょぶん

します。 

 

 

３）学生
がくせい

保険
ほ け ん

 

学内
がくない

・学外
がくがい

における生活
せいかつ

、実習
じっしゅう

中等
ちゅうなど

で不慮
ふ り ょ

の事故
じ こ

に遭遇
そうぐう

した場合
ば あ い

に備え
そ な え

、学生
がくせい

全員
ぜんいん

に必ず
かならず

学生
がくせい

保険
ほ け ん

に加入
かにゅう

していただきます。実習
じっしゅう

施設
し せ つ

では、保険
ほ け ん

の加入
かにゅう

を義務
ぎ む

付
づ

けている施設
し せ つ

があります。 

（１）保険
ほ け ん

期間
き か ん

 

学生
がくせい

保険
ほ け ん

の有効
ゆうこう

期限
き げ ん

は、入学
にゅうがく

から卒業
そつぎょう

までです。 

※
こめじるし

退学
たいがく

時
じ

は、途中
とちゅう

解約
かいやく

手続き
て つ づ

を行
おこな

います。詳細
しょうさい

は事務室
じ む し つ

にお問
と

い合
あ

わせください。 

（２）保険
ほ け ん

内容
ないよう

 

①
１

傷害
しょうがい

保険
ほ け ん

（学生
がくせい

本人
ほんにん

に対する
た い す る

補償
ほしょう

） 

実 習 中
じっしゅうちゅう

、実 習 中
じっしゅうちゅう

の移動
い ど う

、学校
がっこう

管理下
か ん り か

、登
とう

下校
げ こ う

、実習先
じっしゅうさき

への移動中
いどうちゅう

の事故
じ こ

の補償
ほしょう

 

②
２

賠償
ばいしょう

責任
せきにん

保険
ほ け ん

（第三者
だいさんしゃ

・物
もの

に対する
た い

補償
ほしょう

）  

偶然
ぐうぜん

な事故
じ こ

（プライベートの時間
じ か ん

に起
お

きた事故
じ こ

を含む
ふ く む

）によって、他人
た に ん

にケガをさせた

り、他人
た に ん

の物
もの

を壊
こわ

したりした場合
ば あ い

の補償
ほしょう

 

③
３

その他
そ の た

 

感染
かんせん

事故
じ こ

に対
たい

する補償
ほしょう

 

（３）加入
かにゅう

手続き
て つ づ き

と請求
せいきゅう

方法
ほうほう

 

加入
かにゅう

手続き
て つ づ き

は、保険料
ほけんりょう

納付後
の う ふ ご

に事務
じ む

担当者
たんとうしゃ

が一括
いっかつ

して手続き
て つ づ き

を行
おこな

います。 

保険
ほ け ん

の請求
せいきゅう

は事務室
じ む し つ

を通
つう

じて行
おこな

いますので、事故
じ こ

等
など

が発生
はっせい

した場合
ば あ い

は、速
すみ

やかに事務室
じ む し つ

へ連絡
れんらく

してください。 

なお、病院
びょういん

を受
じゅ

診
しん

した際
さい

の診療
しんりょう

明細
めいさい

や診断書
しんだんしょ

は請求
せいきゅう

手続き
て つ づ き

に必要
ひつよう

となるため、大切
たいせつ

に

保管
ほ か ん

してください。 

 

４）事故
じ こ

・事件
じ け ん

発生
はっせい

時
じ

と発生後
は っ せい ご

の対応
たいおう

 

学内
がくない

活動中
かつどうちゅう

、実 習 中
じっしゅうちゅう

、通学中
つうがくちゅう

、学業
がくぎょう

と関連
かんれん

しないもの等
など

、様々
さまざま

な事故
じ こ

・事件
じ け ん

の発生が

考えられます
か ん が え ら れ ま す

。いずれの場合
ば あ い

でも連絡
れんらく

が可能
か の う

な状 況
じょうきょう

になり次第
し だ い

、事務室
じ む し つ

や担当
たんとう

教員
きょういん

に電話
で ん わ

等
など

で

連絡
れんらく

してください。その後
ご

の対応や報告
ほうこく

・届出
とどけで

等
など

について説明
せつめい

します。 

「罰金
ばっきん

以上
いじょう

の刑
けい

に処
しょ

せられた者
もの

」は国家
こ っ か

資格
し か く

（免許
めんきょ

）を与えない
あ た

ことが記
しる

されています。その場合
ば あ い
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は、免許
めんきょ

申請
しんせい

時
じ

に別
べつ

に書類
しょるい

を提出
ていしゅつ

しなければならないことがあります。 

 

７ 災害
さいがい

時
じ

（地震
じ し ん

・火災
か さ い

等
とう

）の対応
たいおう

 

 

発災
はっさい

時
じ

には、学内外
がくないがい

を問
と

わず直
ただ

ちに適切
てきせつ

な対応
たいおう

ができるように、日
ひ

ごろから次
つぎ

の点
てん

を周知
しゅうち

、確認
かくにん

してください。なお、災
さい

害
がい

発生
はっせい

時
じ

は大学
だいがく

の避難
ひ な ん

指示
し じ

に従
したが

い、落
お

ち着
つ

いて行動
こうどう

してください。 

 

・学内
がくない

の消火
しょうか

設備
せ つ び

、避難
ひ な ん

設備
せ つ び

の場所
ば し ょ

とその使
つか

い方
かた

 

・学内
がくない

の避難
ひ な ん

経路
け い ろ

 

・一時
い ち じ

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

と安全
あんぜん

な避難
ひ な ん

経路
け い ろ

 

・学外
がくがい

で発災
はっさい

した場合
ば あ い

の連絡先
れんらくさき

と連絡
れんらく

方法
ほうほう
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藤沢
ふじさわ

キャンパス避難
ひ な ん

経路図
け い ろ ず

（➡は避難
ひ な ん

経路
け い ろ

） 

1F 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

6F 

 

 

 

 
  

7F 

5F 4F 
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広域
こういき

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

（本町
ほんまち

小学校
しょうがっこう

 本町
ほんまち

2-6-17） 

■外観
がいかん

                       ■避難
ひ な ん

経路
け い ろ

 

 

１）地震
じ し ん

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

 

（１）学内
がくない

で揺れ
ゆ

が起
お

きた時
とき

 

冷静
れいせい

に安全
あんぜん

を確保
か く ほ

し、身
み

の安全
あんぜん

を図
はか

ってください。 

教 職 員
きょうしょくいん

の指示
し じ

や学内
がくない

放送
ほうそう

に従い
し た が

、揺れ
ゆ

が収
お

まるまで次
つぎ

の点
てん

に注意
ちゅうい

してください。 

・講義室
こ う ぎし つ

等
とう

のドアを開け
あ

、出口
で ぐ ち

を確保
か く ほ

する。 

・窓
まど

ガラスの飛散
ひ さ ん

を防ぐ
ふ せ

ため、カーテンを閉め
し

、割
わ

れたものが飛散
ひ さ ん

しそうな場所
ば し ょ

から離
はな

れる。 

・窓際
まどぎわ

から離れ
は な れ

、落下物
ら っ かぶ つ

から身
み

を守る
ま も る

。 

・実験
じっけん

等
など

火気
か き

を使
つか

っている時
とき

は、安全
あんぜん

を確保
か く ほ

したうえで、火
ひ

を消
け

す。 

・電気
で ん き

器具
き ぐ

の電源
でんげん

を切
き

る。 

（２）（１）の揺
ゆ

れが収
おさ

まった時
とき

 

冷静
れいせい

に、落
お

ち着
つ

いて教 職 員
きょうしょくいん

等
とう

の指示
し じ

や学内
がくない

放送
ほうそう

に従
したが

ってください。 

余震
よ し ん

発生
はっせい

の可能性
か の うせ い

があるので、十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

してください。 

避難
ひ な ん

する場合
ば あ い

は、以下
い か

の点
てん

に注意
ちゅうい

してください。 

・講義室
こ う ぎし つ

等
とう

のドアを開
あ

け、避難
ひ な ん

可能
か の う

な経路
け い ろ

を確認
かくにん

する。 

・停電
ていでん

の場合
ば あ い

には、誘導
ゆうどう

灯
とう

を目印
めじるし

に避難
ひ な ん

する。 

・衣類
い る い

やカバン等
など

で頭
あたま

を覆
おお

い、落下物
ら っ かぶ つ

から身
み

を守
まも

りながら姿勢
し せ い

を低
ひく

くする。 

・エレベーターは使用
し よ う

せず、必ず
か な ら

階段
かいだん

を使用
し よ う

する。 

・火災
か さ い

が発生
はっせい

し消火
しょうか

不能
ふ の う

の時
とき

は、タオルやハンカチ等
など

で口
くち

をふさぎ、煙
けむり

を吸
す

わないように気
き

をつける。 

・一時
い ち じ

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

は、本町
ほんまち

小学校
しょうがっこう

（藤沢市
ふ じ さわ し

本町
ほんまち

2-6-17）である。ただし、状 況
じょうきょう

によりその他
た

の安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

に避難
ひ な ん

する。 

（３）学外
がくがい

で地震
じ し ん

が発生
はっせい

した時
とき

 

  ・窓
まど

ガラス・外壁
がいへき

・看板
かんばん

等
など

の落下物
ら っ かぶ つ

に注意
ちゅうい

する。 

  ・落下物
ら っ かぶ つ

の危険
き け ん

がない広
ひろ

い通路
つ う ろ

に出て
で て

、安全
あんぜん

を確保
か く ほ

する。 

  ・揺
ゆ

れが収
おさ

まったら、近隣
きんりん

の緊急
きんきゅう

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

へ移動
い ど う

し身
み

の安全
あんぜん

を確保
か く ほ

する。 

  ・安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

も含
ふく

め大学
だいがく

へ現状
げんじょう

を報告
ほうこく

する。※「Ⅴ‐８‐５）安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

」参照
さんしょう

 

２）火災
か さ い

発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

 

火災
か さ い

が起
お

きた時
とき

は、以下
い か

の行動
こうどう

をとってください。 

・火災
か さ い

報知器
ほ う ち き

や大声
おおごえ

で火災
か さ い

を周囲
しゅうい

の人
ひと

に知
し

らせる。 

・教 職 員
きょうしょくいん

からの連絡
れんらく

を待
ま

たずに、発見者
はっけんしゃ

が直接
ちょくせつ

「119番
ばん

」に通報
つうほう

する。消火器
し ょ うか き

や屋内
おくない

消火
しょうか

栓
せん

を

使
し

用
よう

して、初期
し ょ き

消火
しょうか

に協 力
きょうりょく

する。 
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・初期
し ょ き

消火
しょうか

で火
ひ

が消
け

せないと判断
はんだん

した時
とき

は、速
すみ

やかに避難
ひ な ん

する。避難
ひ な ん

時
じ

はエレベーターを使用
し よ う

 

せず、必
かなら

ず階段
かいだん

を使用
し よ う

する。タオルやハンカチ等
など

で口
くち

を塞
ふさ

ぎ、煙
けむり

を吸
す

わないように気
き

をつ 

ける。 

・一時
い ち じ

避難
ひ な ん

場所
ば し ょ

は、本町
ほんまち

小学校
しょうがっこう

（藤沢市
ふ じ さわ し

本町
ほんまち

2-6-17）ですが、状 況
じょうきょう

により延焼
えんしょう

の恐れ
お そ れ

がない

その他
ほか

の安全
あんぜん

な場所
ば し ょ

に避難
ひ な ん

する。 

 

３）Ｊアラート発令
はつれい

時
じ

の対応
たいおう

 

万が一
ま ん がい ち

、ミサイル等
とう

の兵器
へ い き

が使用
し よ う

され、神奈川
か な が わ

県内
けんない

への影響
えいきょう

が予想
よ そ う

される時
とき

は、国
くに

からミサイ

ル発射
はっしゃ

情報
じょうほう

や屋内
おくない

避難
ひ な ん

の呼
よ

びかけ等
とう

の緊急
きんきゅう

情報
じょうほう

がＪアラート（全国
ぜんこく

瞬時
しゅんじ

警報
けいほう

システム）により

通
つう

知
ち

され、携帯
けいたい

電話
で ん わ

・スマートフォンの緊急
きんきゅう

速報
そくほう

メールや市区
し く

町村
ちょうそん

の防災
ぼうさい

行政
ぎょうせい

無線
む せ ん

等
とう

を通
つう

じて

伝達
でんたつ

されます。落
お

ち着
つ

いて、直ち
た だ ち

に以下
い か

の行動
こうどう

をとってください。 

（１）屋外
おくがい

にいる場合
ば あ い

 

・近く
ち か く

の建物
たてもの

の中
なか

、または地下
ち か

に避難
ひ な ん

する。 

・近く
ち か く

に適当
てきとう

な建物
たてもの

がない場合
ば あ い

は、物陰
ものかげ

に身
み

を隠す
か く

か地面
じ め ん

に伏せて頭部
と う ぶ

を守る
ま も

。 

（２）屋内
おくない

にいる場合
ば あ い

 

・できるだけ窓
まど

から離れ
は な

、できれば窓
まど

のない部屋
へ や

へ移動
い ど う

する。 

（３）学内
がくない

にいる場合
ば あ い

 

・教室
きょうしつ

にとどまり、窓
まど

がある場合
ば あ い

は、窓
まど

から離
はな

れる。 

・教 職 員
きょうしょくいん

の指示
し じ

や学内
がくない

放送
ほうそう

がある場合
ば あ い

には、それに従う
したがう

。 

 弾道
だんどう

ミサイル
み さ い る

が落下
ら っ か

する可能性
か の うせ い

がある場合
ば あ い

に国民
こくみん

がとるべき行動
こうどう

については、内閣
ないかく

官房
かんぼう

国民
こくみん

保護
ほ ご

ポータルサイト（http://www.kokuminhogo.go.jp/）に掲載
けいさい

されていますので、参考
さんこう

にしてく

ださい。また、内容
ないよう

については、随時
ず い じ

、更新
こうしん

されていますので各自
か く じ

で確認
かくにん

してください。 

 

４）その他
た

の災害
さいがい

（台風
たいふう

や集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

等
など

）発生
はっせい

時
じ

の対応
たいおう

 

（１）台風
たいふう

や集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

等
とう

による暴風雨
ぼ う ふう う

・水害
すいがい

等
とう

の被害
ひ が い

が発生
はっせい

した時
とき

 

  ・近く
ち か く

の自治体
じ ち た い

の防災
ぼうさい

無線
む せ ん

、消防
しょうぼう

署
しょ

、警察
けいさつ

署
しょ

等
とう

からの情報
じょうほう

に従
したが

って行動
こうどう

する。 

（２）交通
こうつう

機関
き か ん

の不通事
ふ つ うご と

等
など

による休講
きゅうこう

 

・交通
こうつう

機関
き か ん

の不通
ふ つ う

等
とう

による休講
きゅうこう

は、「Ⅲ‐13交通
こうつう

機関
き か ん

の不通
ふ つ う

等
とう

による休講
きゅうこう

」を参照
さんしょう

する。 

※実 習 中
じっしゅうちゅう

における災害
さいがい

時
じ

の対応
たいおう

については大学
だいがく

からの指導
し ど う

に従
したが

ってください。 

 

５）安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

 

大地震
お お じし ん

の発生
はっせい

時
じ

や、台風
たいふう

・集 中
しゅうちゅう

豪雨
ご う う

等
とう

による水害
すいがい

、その他
た

の災害
さいがい

が発生
はっせい

した時
とき

は、manabaを 

利用
り よ う

した全学生
ぜんがくせい

の安否
あ ん ぴ

確認
かくにん

を行う
お こ な

場合
ば あ い

があります。 

また、大
おお

きな天災
てんさい

や事故
じ こ

によるお知
し

らせ等
など

、緊急性
きんきゅうせい

の高い
た か

情報
じょうほう

については、大学
だいがく

ホームページ

のトップページ【
（

緊急
きんきゅう

時
じ

のお知
し

らせ】
）

にも掲載
けいさい

する場合
ば あ い

があります。定期的
て い きて き

にこれらの情報
じょうほう

を

確
かく

認
にん

してください。大
おお

きな災害
さいがい

に直面
ちょくめん

した場合
ば あ い

は、大学
だいがく

からの連絡
れんらく

を待
ま

たずに被災
ひ さ い

状 況
じょうきょう

を知
し

ら

せてください。被災
ひ さ い

していない場合
ば あ い

は直ち
た だ ち

に、被災
ひ さ い

した場合
ば あ い

は連絡
れんらく

可能
か の う

な状 況
じょうきょう

になり次第
し だ い

、下記
か き

の電話
で ん わ

あるいはメールアドレス宛
あて

に、①学籍
がくせき

番号、②氏名
し め い

、③本人
ほんにん

・家族
か ぞ く

の安否
あ ん ぴ

状 況
じょうきょう

、④自宅
じ た く

・

実
じっ

家
か

の被災
ひ さ い

状 況
じょうきょう

、⑤その他
た

の重要
じゅうよう

事項
じ こ う

、を報告
ほうこく

してください。 

連絡先
れんらくさき

：湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

 介護
か い ご

福祉
ふ く し

別科
べ っ か

事務室
じ む し つ

 

電
でん

  話
わ

：0466-54-8321 E-mail：renraku@sums.ac.jp 
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８ 健康
けんこう

管理
か ん り

 
 

１）健康
けんこう

診断
しんだん

・健康
けんこう

相談
そうだん

 

学校
がっこう

保健
ほ け ん

安全法
あんぜんほう

に基
もと

づき、全学生
ぜんがくせい

を対象
たいしょう

に校医
こ う い

による健康
けんこう

診断
しんだん

を実施
じ っ し

します。指定
し て い

された期日
き じ つ

に必
かなら

ず受診
じゅしん

し、健康
けんこう

診断
しんだん

を受
う

けてください。受診
じゅしん

しない学生
がくせい

は、奨学
しょうがく

金
きん

、実習
じっしゅう

、就 職
しゅうしょく

、その

他
ほか

で必要
ひつよう

がある場合
ば あ い

に健康
に け ん

診断
しんだん

証明書
しょうめいしょ

を発行
はっこう

できないので注意
ちゅうい

してください。疾病
しっぺい

やその他
ほか

のや

むを得
え

ない事情
じじょう

により所
しょ

定日
て い ひ

に受診
じゅしん

できない場合
ば あ い

は、あらかじめ事務室
じ む し つ

に申
もう

し出
で

てください。 

なお、学生
がくせい

本人
ほんにん

の都合
つ ご う

で所
しょ

定日
て い ひ

に受診
じゅしん

しない場合
ば あ い

、受診料
じゅしんりょう

が自己
じ こ

負担
ふ た ん

になることがあります。

また、健康
けんこう

診断
しんだん

項目
こうもく

の一部
い ち ぶ

だけ受診
じゅしん

することは認
みと

められていません。 

就 職
しゅうしょく

等
など

で本学
ほんがく

の健康
けんこう

診断
しんだん

項目
こうもく

で不足
ふ そ く

となる場合
ば あ い

は、自分
じ ぶ ん

で必要
ひつよう

な項目
こうもく

を健康
けんこう

診断
しんだん

機関
き か ん

等
とう

で

受診
じゅしん

してください。この場合
ば あ い

の費用
ひ よ う

は自己
じ こ

負担
ふ た ん

となります。 

健康
けんこう

診断
しんだん

結果
け っ か

は、実習
じっしゅう

施設
し せ つ

にコピーを提出
ていしゅつ

することがあるので大切
たいせつ

に保管
ほ か ん

してください。 

なお、健康
けんこう

診断
しんだん

の結果
け っ か

に基
もと

づき、校医
こ う い

による健康
けんこう

相談
そうだん

等
とう

を行
おこな

っています。その他
ほか

、各
かく

キャンパ

スに月
つき

２回
２ か い

の頻度
ひ ん ど

でカウンセラーが来校
らいこう

しています。カウンセリングの予約
よ や く

については、「Ｖ‐９

‐６）カウンセリング室
しつ

の利用
り よ う

について」を参照
さんしょう

してください。 

 

２）感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

 

医療
いりょう

・福祉
ふ く し

の教育
きょういく

に係
かか

る大学
だいがく

の特殊性
とくしゅせい

から、学生
がくせい

の皆さん
み な さ ん

は実習
じっしゅう

で感染症
かんせんしょう

に罹る
か か

と重症化
じゅうしょうか

し

やすい方
かた

と実習で接
せっ

する場合
ば あ い

があります。したがって、感染症
かんせんしょう

には特
とく

に注意
ちゅうい

が必要
ひつよう

です。 

・結核
けっかく

対策
たいさく

として、毎年
まいとし

、定期
て い き

健康
けんこう

診断
しんだん

で胸部
きょうぶ

レントゲン検査
け ん さ

を行
おこな

っています。 

・流行
りゅうこう

予測
よ そ く

に合
あ

わせ、医療
いりょう

機関
き か ん

でのインフルエンザ予防
よ ぼ う

接種
せっしゅ

を推奨
すいしょう

します。 

・次項
じ こ う

に示
しめ

す学校
がっこう

保健
ほ け ん

安全法
あんぜんほう

で定
さだ

める感染症
かんせんしょう

に罹患
り か ん

した疑い
う た が

が生
しょう

じた場合
ば あ い

は、次
つぎ

の図
ず

に沿
そ

って

対処
たいしょ

してください。 
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※実 習 中
じっしゅうちゅう

における感染症
かんせんしょう

罹患
り か ん

（疑
ぎ

）時
じ

の対応
たいおう

については専任
せんにん

教員
きょういん

の指導
し ど う

に従
したが

ってください。 

 

 

３）感染症
かんせんしょう

罹患
り か ん

時
じ

の対応
たいおう

と出席
しゅっせき

停止
て い し

 

 学校
がっこう

保健
ほ け ん

安全法
あんぜんほう

では、学
がっ

校内
こうない

の感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

を防止
ぼ う し

するため、学生
がくせい

が同法
どうほう

施行
せ こ う

規則
こ う き

で定
さだ

める

感染症
かんせんしょう

に感染
かんせん

した場合
ば あ い

、感染
かんせん

の恐れ
お そ れ

がなくなるまで出席
しゅっせき

停止
て い し

とすることを定
さだ

めています。

感染症
かんせんしょう

の罹患
り か ん

が疑
うたが

われる場合
ば あ い

、医療
いりょう

機関
き か ん

を
かん

受診
じゅしん

してください。下記
か き

の感染症
かんせんしょう

にかかったら、

緊急
きんきゅう

連絡
れんらく

担当宛
たんとうあて

にメールにて連絡
れんらく

してください。出席
しゅっせき

停止
て い し

期間
き か ん

は登校
とうこう

できません。治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

の必要
ひつよう

な感染症
かんせんしょう

の場合
ば あ い

、登校
とうこう

する前
まえ

に医師
い し

の診察
しんさつ

を受け
う け

、治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

を入手
にゅうしゅ

し、登校
とうこう

可能
か の う

にな

った後
あと

、欠席届
けっせきとどけ

と併
あわ

せて事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

してください。（治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

には、氏名
し め い

・疾患名
しっかんめい

・出席
しゅっせき

停止
て い し

期間
き か ん

・証
しょう

明日
め い ひ

・医療
いりょう

機関名
き か んめ い

・医師名
い し め い

・医師
い し

の印
しるし

の項目
こうもく

を含む
ふ く

必要
ひつよう

があります。）治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

の様式
ようしき

が必要
ひつよう

な場合
ば あ い

には、在学生
ざいがくせい

サイトに掲載
けいさい

されている治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

を各自
か く じ

印刷
いんさつ

して使用
し よ う

して

ください。 

なお、インフルエンザまたは新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

等
とう

に罹患
り か ん

した際
さい

は、本学
ほんがく

ホームページ

に記載
き さ い

されている最新
さいしん

の内容
の な い

を確認
かくにん

し、連絡
れんらく

と必要
ひつよう

な手続き
て つ づ

を行
おこな

ってください。 

緊急
きんきゅう

連絡
れんらく

担当
たんとう

 E-mail： renraku@sums.ac.jp 

 

  

対応 

学生 

教員 

学生
がくせい

の感染症
かんせんしょう

罹患
り か ん

（疑
ぎ

）時
じ

の対応
たいおう

 

授 業 中
じゅぎょうちゅう

 

教 員
きょういん

が対応
たいおう

 

授 業
じゅぎょう

時間外
じかんがい

など 

事務室
じ む し つ

または教 員
きょういん

が対応
たいおう

 

自宅
じ た く

 

保護者
ほ ご し ゃ

または学生
がくせい

から連絡
れんらく

 

医務室
い む し つ

担当者
たんとうしゃ

（不在
ふ ざ い

時
じ

は学生
がくせい

支援
し え ん

委員
い い ん

）は状 況
じょうきょう

を 

「学校
がっこう

感染症
かんせんしょう

ヒアリングシート」に記入
きにゅう

し事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

 

 医務室
い む し つ

担当者
たんとうしゃ

・学生
がくせい

支援
し え ん

委員
い い ん

は校医
こ う い

に相談
そうだん

のうえ、 

基準
きじゅん

と照合
しょうごう

し、学生
がくせい

の出席
しゅっせき

停止
て い し

を決定
けってい

。学生
がくせい

に決定
けってい

内容
ないよう

を知らせる 

学生
がくせい

 

再登校
さいとうこう

時
じ

は、「欠席届
けっせきとどけ

」に「診断書
しんだんしょ

」を添
そ

えて事務室
じ む し つ

に提出
ていしゅつ

 

学生
がくせい

 

感染症
かんせんしょう

の発生
はっせい

・発症
はっしょう

・疑い
うたがい
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学校
がっこう

保健
ほ け ん

安全法
あんぜんほう

施行
し こ う

規則
き そ く

が定
さだ

める出席
しゅっせき

停止
て い し

となる主
おも

な感染症
かんせんしょう

及
およ

び出席
しゅっせき

停止
て い し

期間
き か ん

 

 

感染症名
かんせんしょうめい

 出 席
しゅっせき

停止
て い し

期間
き か ん

 
治癒
ち ゆ

証明書
しょうめいしょ

 

提 出
ていしゅつ

有無
う む

 

エボラ出血熱
しゅっけつねつ

 

治癒
ち ゆ

するまで 

○ 

クリミア・コンゴ出血熱
しゅっけつねつ

 ○ 

痘
とう

そう ○ 

南米
なんべい

出血熱
しゅっけつねつ

 ○ 

ペスト ○ 

マールブルグ 病
びょう

 ○ 

ラッサ熱
ねつ

 ○ 

急 性
きゅうせい

灰
かい

白
はく

髄炎
ずいえん

 ○ 

ジフテリア ○ 

重 症
じゅうしょう

急 性
きゅうせい

呼吸器
こきゅうき

症候群
しょうこうぐん

 
○ 

中 東
ちゅうとう

呼吸器
こきゅうき

症候群
しょうこうぐん

 ○ 

特定
とくてい

鳥
とり

インフルエンザ ○ 

新型
しんがた

コロナウイルス感染症
かんせんしょう

 
発 症
はっしょう

した後
あと

５日
５ に ち

を経過
け い か

し、かつ、症 状
しょうじょう

が軽快
けいかい

した後
あと

１日
１ に ち

を経過
け い か

するま

で 
× 

インフルエンザ 発 症
はっしょう

した後
あと

５日
５ に ち

を経過
け い か

し、かつ、解熱
げ ね つ

した後
あと

２日
２ に ち

を経過
け い か

するまで × 

百 日
ひゃくにち

咳
ぜき

 
特有
とくゆう

の咳
せき

が消 失
しょうしつ

するまで又
また

は５日間
５にちかん

の適正
てきせい

な抗菌性
こうきんせい

物質
ぶっしつ

製剤
せいざい

による治療
ちりょう

が終 了
しゅうりょう

するまで 
○ 

麻
ま

しん（はしか） 解熱
げ ね つ

した後
あと

３日
３ に ち

を経過
け い か

するまで ○ 

流行性
りゅうこうせい

耳下腺炎
じ か せ ん え ん

 

（おたふくかぜ） 

耳下腺
じ か せ ん

、顎下
が っ か

腺
せん

又
また

は舌下
ぜ っ か

腺
せん

の腫 脹
しゅちょう

が発現
はつげん

した後
あと

５日
５ に ち

を経過
け い か

し、かつ、全身
ぜんしん

状 態
じょうたい

が良 好
りょうこう

になるまで 
○ 

風
ふう

しん 発
はっ

しんが 消
しょう

失
しつ

するまで ○ 

水痘
すいとう

（みずぼうそう） すべての発
はっ

しんが痂皮（かさぶた）化
か

するまで ○ 

咽頭
いんとう

結膜熱
けつまくねつ

 主要
しゅよう

症 状
しょうじょう

が消 退
しょうたい

した後
あと

２日
２ に ち

を経過
け い か

するまで ○ 

結核
けっかく

 

医師
い し

において感染
かんせん

のおそれがないと認
みと

めるまで 

○ 

髄
ずい

膜炎
まくえん

菌性
きんせい

髄
ずい

膜炎
まくえん

 ○ 

コレラ ○ 

細菌性
さいきんせい

赤痢
せ き り

 ○ 

腸 管
ちょうかん

出血性
しゅっけつせい

大 腸
だいちょう

菌
きん

感染症
かんせんしょう

 
○ 

腸
ちょう

チフス ○ 

パラチフス ○ 

流行性
りゅうこうせい

角
かく

結膜炎
けつまくえん

 ○ 

急 性
きゅうせい

出血性
しゅっけつせい

結膜炎
けつまくえん

 ○ 

その他
た

の感染症
かんせんしょう

 ○ 

 

※「○○した後
あと

△
さんかく

日
ひ

を」とした場合
ば あ い

は、「○○」という現 象
げんしょう

が見られた
み ら れ た

日
ひ

の翌日
よくじつ

を第１日
だい１にち

とする。 

※本学
ほんがく

においては「その他
た

の感染症
かんせんしょう

」に「感染性
かんせんせい

胃
い

腸 炎
ちょうえん

（ノロウイルス）」「マイコプラズマ肺炎
はいえん

」等
とう

を含む
ふ く

こととす

る。 

※学校
がっこう

保健
ほ け ん

安全法
あんぜんほう

施行
し こ う

規則
き そ く

 （昭和
しょうわ

33年
ねん

文部
も ん ぶ

省 令
しょうれい

第
だい

18号
ごう

） 令和
れ い わ

５年
ね ん

５月
が つ

８日
に ち

施行
し こ う

をもとに作成
さくせい
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４）新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

への対応
たいおう

 

 ５類
るい

への変更
へんこう

に伴い
ともない

、本学
ほんがく

ではインフルエンザと同等
どうとう

の対応
たいおう

としています。感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

は、

感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

状 況
じょうきょう

に応じて
お う じ て

変更
へんこう

する可能性
か の うせ い

がありますので、本学
ほんがく

ホームページ
ほ ー む ぺ ー じ

等
など

で最新
さいしん

の

情報
じょうほう

を確認
かくにん

し、感染症
かんせんしょう

対策
たいさく

を実施
じ っ し

してください。 

 

５）保健室
ほ け んし つ

について 

気分
き ぶ ん

が悪く
わ る く

なった時
とき

、けがをした時
とき

は保健室
ほ け んし つ

で応急
おうきゅう

処置
し ょ ち

を行
おこな

います。必要
ひつよう

に応
おう

じて、医療
いりょう

機関
き か ん

の受
じゅ

診
しん

を勧
すす

めます。急
きゅう

な傷 病
しょうびょう

時
じ

に受診
じゅしん

できるように、「健康保険被
け ん こ う ほ け ん ひ

保険者証
ほけんしゃしょう

」を携帯
けいたい

するよう

にしてください。 

 

６）カウンセリング室
しつ

の利用
り よ う

について 

身体
しんたい

やこころの悩み
な や み

に関
かん

する相談
そうだん

を希望
き ぼ う

する場合
ば あ い

は、相談
そうだん

内容
ないよう

に応
おう

じて日程
にってい

調整
ちょうせい

を行
おこな

います。

一緒
いっしょ

に考
かんが

えることにより、解決
かいけつ

の糸口
いとぐち

が見
み

つかることもあります。問
と

い合
あ

わせや相談
そうだん

内容
ないよう

の秘密
ひ み つ

は厳守
げんしゅ

されますので、安心
あんしん

して利用
り よ う

してください。 

相談
そうだん

日
ひ

・開室
かいしつ

時間
じ か ん

等
とう

は、カウンセラーの予定
よ て い

に応
おう

じて調整
ちょうせい

します。相談
そうだん

日
び

を在学生
ざいがくせい

サイトで確認
かくにん

してください。相談
そうだん

予約
よ や く

は、①事務室
じ む し つ

で予約
よ や く

をする ②メールで予約
よ や く

をする、のいずれかの方法
ほうほう

で行
おこな

います。 

予約
よ や く

専用
せんよう

メールアドレス:  soudan@sums.ac.jp 

 メールの文面
ぶんめん

には、学籍
がくせき

番号
ばんごう

・名前
な ま え

・相談
そうだん

を希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

（例
れい

：○月
まるがつ

○日
ま る ひ

○時
ま る じ

から）を記載
き さ い

し

てください。予約
よ や く

のメールを送信
そうしん

すると、予約
よ や く

受付
うけつけ

のメールが返信
へんしん

されます。  

もし、予約
よ や く

受付
うけつけ

のメールが届
とど

かない場合
ば あ い

は再度
さ い ど

メールを送る
お く る

か、事務室
じ む し つ

に来てください。なお、

上記
じょうき

のメールアドレスは予約
よ や く

専用
せんよう

です。メールでの相談
そうだん

は行
おこな

っていません。 

 

９ 情報
じょうほう

システム 

 

１）情報
じょうほう

システムの主
おも

な内容
ないよう

 

学生
がくせい

は学内
がくない

の情報
じょうほう

システムを利用
り よ う

して次
つぎ

のことができます。 

なお、学内
がくない

の情報
じょうほう

システムは教育
きょういく

・研究
けんきゅう

活動
かつどう

、その他
た

大学
だいがく

における活動
かつどう

以外
い が い

の目的
もくてき

に利用
り よ う

し

てはいけません。 

１ Webの閲覧
えつらん

 
学内
がくない

のパソコンからインターネットに接続
せつぞく

して、Webを閲覧
えつらん

できます。

不適切
ふ て きせ つ

な Webページについては、閲覧
えつらん

が制限
せいげん

される場合
ば あ い

があります。 

２ 蔵書
ぞうしょ

検索
けんさく

 蔵書
ぞうしょ

検索
けんさく

システムにより、図書室
と し ょし つ

の蔵書
ぞうしょ

検索
けんさく

ができます。 

３ 学習
がくしゅう

支援
し え ん

システム

manaba 

講義
こ う ぎ

資料
しりょう

の配布
は い ふ

や講義
こ う ぎ

についてのお知らせ
お し ら せ

、課題
か だ い

提出
ていしゅつ

や小
しょう

テスト等
とう

を行
おこな

います。また、学習
がくしゅう

成果
せ い か

を蓄積
ちくせき

し、ポートフォリオ（学習
がくしゅう

履歴
り れ き

の確認
かくにん

）を作成
さくせい

できます。 

 

２）情報
じょうほう

システム利用上
りようじょう

の注意
ちゅうい

 

（１）マルウェア対策
たいさく

 

コンピュータウイルス等
とう

の悪意
あ く い

のあるソフトウェアやプログラム（総称
そうしょう

してマルウェア

と呼
よ

ばれる）は年々
ねんねん

多様化
た よ う か

・悪質化
あ く しつ か

し、その被害
ひ が い

も増加
ぞ う か

しています。マルウェアの被害
ひ が い

に

あわないよう、次
つぎ

の点
てん

に留意
りゅうい

してください。 
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○
まる

不審
ふ し ん

なメール・添付
て ん ぷ

ファイル等
とう

をむやみに開封
かいふう

したり、データをダウンロードしたり、

リンク先
さき

にアクセスしない。 

○あやしいホームページを閲覧
えつらん

しない。 

○ファイル共有
きょうゆう

ソフトを使用
し よ う

しない。 

○出所
しゅっしょ

不明
ふ め い

のデータを使
つか

わない。 

○パソコンやスマートフォンのオペレーティングシステム（OS）を常に
つ ね に

最新
さいしん

の状態
じょうたい

に保
たも

つ。 

○ウイルス対策
たいさく

ソフト等
など

で各自
か く じ

がマルウェアに備
そな

える。 

 

（２）USBメモリの紛失
ふんしつ

防止
ぼ う し

対策
たいさく

 

USB メモリの持ち出し
も ち だ し

による個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の事故
じ こ

を防ぐ
ふ せ ぐ

ために、次
つぎ

の点
てん

に注意
ちゅうい

してください。 

○USBメモリへの個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の記録
き ろ く

・持ち出し
も ち だ し

は原則
げんそく

禁止
き ん し

する。 

○USB メモリで持ち運ぶ
も ち は こ ぶ

データは必要
ひつよう

最小限
さいしょうげん

の範囲
は ん い

に限る
か ぎ る

。 

○USBメモリは小型
こ が た

で持ち運びやすい
も ち は こ び や す い

反面
はんめん

紛失
ふんしつ

しやすいので、ストラップ等
とう

を使用
し よ う

して、

物理的
ぶ つ りて き

な紛失
ふんしつ

を防止
ぼ う し

する。 

○万
まん

が一
いち

紛失
ふんしつ

した場合
ば あ い

でも個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の漏
ろう

えいにつながらないよう、USB メモリのパスワ

ードロックや、ファイルの暗号化
あ ん ごう か

等
など

技術的
ぎじゅつてき

の措置
そ ち

をとる。 

 

（３）学習
がくしゅう

支援
し え ん

システム「manaba」について 

   本学
ほんがく

では学習
がくしゅう

支援
し え ん

システムとして「manaba」を導入
どうにゅう

しています。manabaでは講義
こ う ぎ

の支援
し え ん

ができ、掲示板
け い じば ん

機能
き の う

、配布
は い ふ

資料
しりょう

の確認
かくにん

、課題
か だ い

提出
ていしゅつ

、ポートフォリオ作成
さくせい

等
とう

ができるシステム

となっています。講義
こ う ぎ

に関
かん

する重要
じゅうよう

な情報
じょうほう

、本学
ほんがく

からのお知
し

らせ等
など

公開
こうかい

されますので定期的
て い きて き

に確認
かくにん

するようお願
ねが

いします。 

 

  manabaへのログイン方法
ほうほう

  URL：http://sums.manaba.jp/ 

  （初期
し ょ き

ID/パスワード） 

  ID：学籍
がくせき

番号
ばんごう

 パスワード：生年
せいねん

月日
が っ ぴ

 

※初期
し ょ き

設定
せってい

は、数字
す う じ

８桁
けた

です。ログイン後
ご

、任意
に ん い

のパスワードに変更
へんこう

 

してください。 

 

10 諸施設
し ょ し せ つ

等
とう

の利用
り よ う

 ※
こめ

感染症
かんせんしょう

の流行
りゅうこう

等
とう

により変更
へんこう

する場合
ば あ い

があります。 

 

１）施設
し せ つ

の使用
し よ う

について 

○授業
じゅぎょう

以外
い が い

で使用
し よ う

する場合
ば あ い

は許可
き ょ か

が必要
ひつよう

です（原則
げんそく

として、日曜日
に ち よう び

と祝日
しゅくじつ

は使用
し よ う

できません）。

講義室
こ う ぎし つ

、実習室
じっしゅうしつ

、カンファレンス室
しつ

、運動場
うんどうじょう

・会館
かいかん

（構外
こうがい

）を授業
じゅぎょう

以外
い が い

で使用
し よ う

する際
さい

は、使用
し よ う

の２週間前
２しゅうかんまえ

までに事務室
じ む し つ

へ使用
し よ う

願
ねがい

を提
てい

出
しゅつ

してください。 

○各実習室
かくじっしゅうしつ

は、原則
げんそく

土足
ど そ く

禁止
き ん し

です。 

○図書室
と し ょし つ

は、教員
きょういん

が一緒
いっしょ

に入室
にゅうしつ

できる時
じ

のみ使用
し よ う

可能
か の う

です。 

○使用
し よ う

許可
き ょ か

を受けた
う け た

場合
ば あ い

でも、使用
し よ う

の調整
ちょうせい

や制限
せいげん

をすることがあります。 

○施設
し せ つ

の占有
せんゆう

の有無
う む

にかかわらず、学生
がくせい

が入構
にゅうこう

可能
か の う

な時間帯
じ か んた い

を守
まも

ってください。 

○個
こ

別
べつ

の使用
し よ う

規程
き て い

等
など

がある施設
し せ つ

は、その規則
き そ く

に従
したが

ってください。 
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○年
ねん

末
まつ

年始
ね ん し

の期間
き か ん

（12月
がつ

29日
にち

〜1月
がつ

3日
にち

）は原則
げんそく

として入構
にゅうこう

不可
ふ か

で、すべての施設
し せ つ

が使用
し よ う

できませ

ん。 

○運動場
うんどうじょう

（構外
こうがい

）は、神奈川県
か な が わ け ん

横浜市戸塚区汲沢
よ こ は ま し と つ か く ぐ み さ わ

6-21-1（横浜
よこはま

市営
し え い

地下鉄
ち か て つ

ブルーライン「踊場
おどりば

駅
えき

」

より徒歩
と ほ

15
１５

分
ふん

）会館
かいかん

は運動場
うんどうじょう

横
よこ

に設置
せ っ ち

されています。 

 

２）施設
し せ つ

使用上
しようじょう

の諸注意
しょちゅうい

 

（１）使用上
しようじょう

の遵守
じゅんしゅ

事項
じ こ う

 

①許可
き ょ か

を受けた
う け た

目的
もくてき

以外
い が い

には使用
し よ う

しない。 

②許可
き ょ か

を受けた
う け た

期間
き か ん

及び
お よ び

時間帯
じ か んた い

を厳守
げんしゅ

する。 

③火災
か さ い

の予防
よ ぼ う

及び
お よ び

盗難
とうなん

の防止
ぼ う し

に注意
ちゅうい

する。 

④施設
し せ つ

等
とう

を破損
は そ ん

しない。 

⑤その他
た

許可
き ょ か

に際
さい

して付
ふ

された条件
じょうけん

及
およ

び本学
ほんがく

の指示
し じ

に従う。 

（２）許可
き ょ か

の取消
とりけし

 

施設
し せ つ

等
とう

を使用
し よ う

する学生
がくせい

が次
つぎ

の事項
じ こ う

に該当
がいとう

する場合
ば あ い

は、使用
し よ う

許可
き ょ か

を取
と

り消
け

すことがあります。 

①施設
し せ つ

使用
し よ う

願
ねがい

に偽
いつわ

りがあった。 

②許可
き ょ か

に際
さい

して付
ふ

された条件
じょうけん

及
およ

び本学
ほんがく

に違反
い は ん

した。 

③その他
た

本学
ほんがく

の施設
し せ つ

等
とう

の管理
か ん り

及び
お よ び

使用
し よ う

に関
かん

する規程
き て い

に違反
い は ん

した。 

（３）破損
は そ ん

等
など

の扱い
あつかい

 

万一
まんいち

、施設
し せ つ

等
とう

を破損
は そ ん

又
また

は滅失
めっしつ

した場合
ば あ い

は、直ち
た だ ち

に事務室
じ む し つ

に届け出
と ど け で

てください。 

（４）原状
げんじょう

の回復
かいふく

 

施設
し せ つ

等
とう

の使用
し よ う

が終
おわ

わった時
とき

、又
また

は使用
し よ う

の許可
き ょ か

を取
と

り消
け

された時
とき

は、整理
せ い り

清掃
せいそう

し原状
げんじょう

を回復
かいふく

するとともに、火元
ひ も と

、電源
でんげん

、水
すい

栓
せん

、防犯
ぼうはん

を点検
てんけん

してください。 

（５）学生
がくせい

の講義室
こ う ぎし つ

・演習室
えんしゅうしつ

の利用
り よ う

に当
あ

たっての注意
ちゅうい

事項
じ こ う

 

講義室
こ う ぎし つ

・演習室
えんしゅうしつ

の利用
り よ う

に当
あ

たっては、学生
がくせい

規程
き て い

第 12条
だい１２じょう

に基
もと

づき、原則
げんそく

として３日前
３ に ちま え

まで

に「施設
し せ つ

使用
し よ う

願
ねがい

」を提出
ていしゅつ

し、許可
き ょ か

を得る
え る

必要
ひつよう

があります。 

施設
し せ つ

使用
し よ う

の許可
き ょ か

を得て
え て

いない講義室
こ う ぎし つ

等
とう

の利用
り よ う

は、一時的
い ち じて き

な利用
り よ う

ということになり、特
とく

に次
つぎ

の点
てん

に留意
りゅうい

してください。 

①授業
じゅぎょう

や正式
せいしき

な手続き
て つ づ き

を行
おこな

った利用
り よ う

が優先
ゆうせん

するため、必要
ひつよう

に応
おう

じて速
すみ

やかに退室
たいしつ

できるよ

うにする。 

②一時的
い ち じて き

な利用
り よ う

に当
あ

たっては、部屋
へ や

のドアは開
ひら

けておく。 

③室内
しつない

の視聴覚
しちょうかく

機材
き ざ い

等
など

を使用
し よ う

しない。また、机
つくえ

、椅子
い す

は退室
たいしつ

する際
さい

に原状
げんじょう

復帰
ふ っ き

する。 

 

３）個人
こ じ ん

ロッカーの利用
り よ う

について 

学生用
がくせいよう

個人
こ じ ん

ロッカーを学生
がくせい

全員
ぜんいん

に貸与
た い よ

します。 

・ロッカーは必ず
かならず

施錠
せじょう

し、貴重品
きちょうひん

は保管
ほ か ん

しないように十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

してください。またロッカーの 

外
そと

に私物
し ぶ つ

を置
お

かないでください。万が一
ま ん がい ち

盗難
とうなん

等
など

があった場合
ば あ い

には、警察
けいさつ

に通報
つうほう

することがあ 

ります。 

・ロッカーの貸与
た い よ

期間
き か ん

は
かん

２年間
ねんかん

（卒業
そつぎょう

まで）です。２月
２ が つ

末
まつ

までには、必ず
かならず

鍵
かぎ

を事務室
じ む し つ

へ返却
へんきゃく

し

てください。 

・ロッカーキーを許可
き ょ か

なく複製
ふくせい

してはいけません。複製
ふくせい

した場合
ば あ い

は複製物
ふくせいもの

を回収
かいしゅう

し、貸与
た い よ

取
と

り

消
け

し、今後
こ ん ご

の利用
り よ う

を禁止
き ん し

することがあります。 
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・ロッカーの鍵
かぎ

を忘
わす

れて使用
し よ う

したい場合
ば あ い

には、事務室
じ む し つ

に申
もう

し出
で

てください。なお、学生証
がくせいしょう

と 

引
ひ

き換
か

えに貸与
た い よ

します。ロッカーの鍵
かぎ

は使用後
し よ う ご

速
すみ

やかに返却
へんきゃく

してください。 

・ロッカーを損傷
そんしょう

又
また

は鍵
かぎ

を紛失
ふんしつ

した場合
ば あ い

には、事務室
じ む し つ

へ申し出
も う し で

てください。再貸与
さ い たい よ

にかかる 

費用
ひ よ う

は、実費
じ っ ぴ

負担
ふ た ん

となります。 

・卒業
そつぎょう

時
じ

、休学
きゅうがく

時
じ

、退学
たいがく

時
じ

には、必ず
かならず

鍵
かぎ

を返却
へんきゃく

してください。 

４）コピー機
き

の使用
し よ う

 

有料
ゆうりょう

でコピー（カラー対応
たいおう

）することができます。コピー代
だい

は、白黒
しろくろ

１枚
１ ま い

10
１０

円
えん

（両面
りょうめん

20
２０

円
えん

）、

カラー１枚
１ ま い

50
５０

円
えん

（両面
りょうめん

100
１００

円
えん

）です。コピー機
き

は、図書
と し ょ

室内
しつない

にあります。 

 

５）レポートの印刷
いんさつ

 

レポートを印刷
いんさつ

する場合
ば あ い

、USB メモリ等
とう

の記録
き ろ く

媒体
ばいたい

を持参
じ さ ん

すれば学内
がくない

のプリンターで出 力
しゅつりょく

す

ることができます。プリンターの設置
せ っ ち

場所
ば し ょ

は、図書室
と し ょし つ

です。不必要
ふ ひ つよ う

な印刷
いんさつ

は避け
さ け

、コンピュータ

ーウイルスにも十分
じゅうぶん

注意
ちゅうい

して利用
り よ う

してください。 

学内
がくない

のプリンターを使用
し よ う

する場合
ば あ い

は、各自
か く じ

でコピー用紙
よ う し

を用意
よ う い

してください。カラー印刷
いんさつ

及び
お よ び

Ａ４以外
い が い

の用紙
よ う し

の印刷
いんさつ

はできません。 

 

６）学内
がくない

での掲示物
け い じぶ つ

と文書
ぶんしょ

配布
は い ふ

について 

学内
がくない

での掲示物
け い じぶ つ

、文書
ぶんしょ

の配布
は い ふ

をする場合
ば あ い

は、事前
じ ぜ ん

に事務室
じ む し つ

に届け出て
と ど け で て

許可
き ょ か

を受けてください。 

（１）掲示物
け い じぶ つ

 

掲示物
け い じぶ つ

は、指定
し て い

された掲示
け い じ

場所
ば し ょ

を使用
し よ う

してください。それ以外
い が い

の場所
ば し ょ

に掲示
け い じ

することはで

きません。 

＜利用上
りようじょう

の注意
ちゅうい

＞ 

①掲示者名
けいじしゃめい

と掲示
け い じ

期間
き か ん

を掲示物
け い じぶ つ

に示
しめ

す。 

②最長
さいちょう

掲示
け い じ

期間
き か ん

は３週間
３しゅうかん

までとする。 

③掲示
け い じ

期間
き か ん

を過
す

ぎたら掲示者
け い じし ゃ

が撤去
てっきょ

する。 

（２）ちらし、ビラ等の配布
は い ふ

 

ちらし、ビラ等
とう

を配布
は い ふ

した場合
ば あ い

は、学内
がくない

の美観
び か ん

、安全
あんぜん

のため、配布者
は い ふし ゃ

がその散乱
さんらん

防止
ぼ う し

に努
つと

めてください。下記
か き

に該当
がいとう

する掲示物
け い じぶ つ

等
ら

は申請
しんせい

しても許可
き ょ か

されません。 
 

○特定
とくてい

の個人
こ じ ん

、団体
だんたい

等
とう

を誹謗
ひ ぼ う

し、又
また

はその名誉
め い よ

を傷
きず

つけるもの 

○虚偽
き ょ ぎ

の事項
じ こ う

を掲載
けいさい

したもの 

○その他
た

掲示
け い じ

等
など

することが不適当
ふ て きと う

であると判断
はんだん

されるもの 

 

11 大学
だいがく

生活
せいかつ

で配慮
はいりょ

を必要
ひつよう

とする学生
がくせい

への対応
たいおう

 

 

本学
ほんがく

では、障
しょう

がいや疾患
しっかん

等
とう

があり、修学
しゅうがく

や大学
だいがく

生活
せいかつ

で困難
こんなん

やつまずきが生
しょう

じている学生
がくせい

に

対し
た い し

、必要
ひつよう

な支援
し え ん

を行
おこな

っています。 

 これまで特別
とくべつ

な配慮
はいりょ

や支援
し え ん

の必要性
ひつようせい

を感
かん

じてこなかった場合
ば あ い

でも、大学
だいがく

という異
こと

なった環境
かんきょう

に

入
はい

ることにより、修学
しゅうがく

や学生
がくせい

生活
せいかつ

に難しさ
む ず かし さ

を感じる
か ん じ る

ことがあります。突発的
とっぱつてき

な事故
じ こ

等
など

で、大学
だいがく

生活
せいかつ

に問題
もんだい

が生じる
し ょ うじ る

こともあります。また学年
がくねん

が進み
す す み

、学ぶ
ま な ぶ

内容
ないよう

等が高度
こ う ど

になるに伴って
と も なっ て

問題
もんだい

が顕在
けんざい

化
か

する場合
ば あ い

もあります。 
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 何
なに

か困り事
こ ま りこ と

が生じた
し ょ うじ た

時
とき

、ひとりで抱え込まず
か か え こ ま ず

に、担当
たんとう

教員
きょういん

やカウンセラー
か う ん せ ら ー

等
とう

に遠慮
えんりょ

なく相談
そうだん

し

てください。 

なお、障害
しょうがい

のある学生
がくせい

は、「修学
しゅうがく

のための支援
し え ん

申請書
しんせいしょ

」にもとづいて、入学前
にゅうがくまえ

、入学後
にゅうがくご

のいず

れの時期
じ き

においても、修学
しゅうがく

に必要
ひつよう

な支援
し え ん

の要請
ようせい

を申し出
も う し で

ることができます。湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

障害
しょうがい

学生
がくせい

支援
し え ん

に関
かん

する内規
な い き

に従い
し た が

、支援
し え ん

の申し出
も う し で

に対し
た い し

、個別
こ べ つ

の支援
し え ん

計画
けいかく

を策定
さくてい

します。 

12 ハラスメントへの対応
たいおう

 

 

１）ハラスメントの定義
て い ぎ

 

ハラスメントとは、嫌がらせ
い や が ら せ

、いじめという意味
い み

で、セクシャル
せ く し ゃ る

・ハラスメント、アカデミック
あ か で み っ く

・

ハラスメント、パワー・ハラスメント等
とう

の多く
お お く

の種類
しゅるい

があり、本人
ほんにん

の意図
い と

の有無
う む

に関係
かんけい

なく、そ

の言動
げんどう

によって他者
た し ゃ

を不快
ふ か い

にさせたり、尊厳
そんげん

を傷つけたり
き ず つ け た り

、不利益
ふ り え き

や脅威
きょうい

を与え
あ た え

、結果
け っ か

として相手
あ い て

に精神的
せいしんてき

苦痛
く つ う

や物質的
ぶっしつてき

損失
そんしつ

を与える
あ た え る

ことを指します
さ し ま す

。定量的
ていりょうてき

かつ厳密
げんみつ

な定義
て い ぎ

は存在
そんざい

せず、ある

行為
こ う い

をある者
もの

が不快
ふ か い

に感じれば
か ん じ れ ば

、その者
もの

にとってその行為
こ う い

はハラスメントとなります。 

 

（１）セクシャル・ハラスメント 

 相手
あ い て

の意思
い し

に反
はん

する性的
せいてき

に不適切
ふ て きせ つ

な言葉
こ と ば

や行為
こ う い

（身体
しんたい

接触
せっしょく

、視線
し せ ん

、性的
せいてき

又
また

は性差
せ い さ

別的
べつてき

な内容
ないよう

の

発言
はつげん

、わいせつな図画
ず が

の提示
て い じ

、交際
こうさい

や性的
せいてき

行為
こ う い

の強要
きょうよう

など）により、不快
ふ か い

や不安
ふ あ ん

な状態
じょうたい

にさせた

り学業
がくぎょう

の遂行
すいこう

に支障
ししょう

や不利益
ふ り え き

を与
あた

えることを指
さ

します。 

（２）アカデミック・ハラスメント 

 教育
きょういく

や研究
けんきゅう

の場
ば

で、教 職 員
きょうしょくいん

がその立場
た ち ば

や権力
けんりょく

を濫用
らんよう

し、指導
し ど う

を受ける
う け る

学生
がくせい

等
とう

に対
たい

して不適切
ふ て きせ つ

な言動
げんどう

や指導
し ど う

（人格
（ じ ん

攻撃
こうげき

、過剰
かじょう

な課題
か だ い

等
とう

の指示
し じ

、頻繁
ひんぱん

な私用
し よ う

や雑用
ざつよう

の命令
めいれい

、正当
せいとう

な理由
り ゆ う

のない指導
し ど う

の拒否
き ょ ひ

、差別的
さ べ つて き

な対応
たいおう

、研究
けんきゅう

の妨害
ぼうがい

など）を行
おこな

い、その修学
しゅうがく

や研究
けんきゅう

等
とう

に支障
ししょう

や不利益
ふ り え き

を与
あた

える

ことを指
さ

します。 

（３） パワー・ハラスメント 

 立場
た ち ば

が上位
じょうい

の者
もの

が地位
ち い

や職権
しょっけん

を利用
り よ う

し、立場
た ち ば

が下位
か い

にあって抵抗
ていこう

や拒絶
きょぜつ

することができないで

あろう相手
あ い て

に対し
た い し

、不適切な言動
げんどう

（人格
じんかく

否定
ひ て い

、無視
む し

や非支援的
ひ し え ん て き

な態度
た い ど

、孤立
こ り つ

への追い込み
お い こ み

、過剰
かじょう

な課題
か だ い

等
とう

の指示
し じ

、私用
し よ う

や雑用
ざつよう

の命令
めいれい

、仕事
し ご と

の不配分
ふ は いぶ ん

など）によって、修学
しゅうがく

や就 業
しゅうぎょう

に支障
ししょう

や不利益
ふ り え き

を与える
あ た え る

ことを指
さ

します。 

（４）その他
た

のハラスメント 

 差別的
さ べ つて き

な言動
げんどう

や嫌
いや

がらせが「性別
せいべつ

によって社会的
しゃかいてき

役割
やくわり

が異
こと

なる」という固定
こ て い

概念
がいねん

を背景
はいけい

とする

「ジェンダー・ハラスメント」や、障
しょう

がいの有無
う む

を理由
り ゆ う

とする「障
しょう

がい・ハラスメント」、人種
じんしゅ

や国籍
こくせき

・民族
みんぞく

を理由
り ゆ う

とする「レイシャル・ハラスメント」などがあります。道徳
どうとく

や倫理
り ん り

に反した
は ん し た

言葉
こ と ば

や態度
た い ど

などによって人
ひと

の 心
こころ

を傷
きず

つける精神的
せいしんてき

な暴力
ぼうりょく

は、「モラル・ハラスメント」と

呼ばれます
よ ば れ ま す

。また、20歳
さい

未満
み ま ん

の者
もの

やお酒
お さ け

が苦手
に が て

な人
ひと

に飲酒
いんしゅ

を勧
すす

めたり強要
きょうよう

する行為
こ う い

は、「アルコ

ール・ハラスメント」になります。 

 

２）皆さん
み な さ ん

が認識
にんしき

すべき事項
じ こ う

 

ハラスメントを防止
ぼ う し

するためには、まず上記
じょうき

のような言動
げんどう

を行
おこな

わないようにすることが肝要
かんよう

で

す。自分
じ ぶ ん

の行為
こ う い

がハラスメントであると気付
き づ

かない人
ひと

もいるので、皆さん
み な さ ん

全員
ぜんいん

が次
つぎ

のことを認識
にんしき

する必要
ひつよう

があります。 

 

（１）対人
たいじん

関係
かんけい

の中
なか

で、言動
げんどう

に対
たい

する受
う

け止
と

め方
かた

には個人
こ じ ん

や男女間
だんじょかん

、その人物
じんぶつ

の立場
た ち ば

によって差
さ
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がある。具体的
ぐ た いて き

には次
つぎ

の点
てん

に留意
りゅうい

する。 

①親
した

しさを表
あらわ

すつもりの言動
げんどう

でも、相手
あ い て

を不快
ふ か い

にさせる場合
ば あ い

がある。 

②不快感
ふ か いか ん

には個人差
こ じ ん さ

がある。 

③この程度
て い ど

のことは相手
あ い て

も許容
きょよう

するだろうという勝手
か っ て

な思
おも

いこみをしない。 

（２） 相手
あ い て

が拒否
き ょ ひ

したり、または嫌
いや

がったりしていることが分
わ

かった場合
ば あ い

には、同
おな

じ言動
げんどう

を繰
く

り

返
かえ

さない。 

（３）ハラスメントであるか否
いな

かについて、相手
あ い て

から意思
い し

表示
ひょうじ

があるとは限
かぎ

らない。 

（４）ハラスメントを容認
ようにん

したり、見て
み て

見
み

ぬふりをしたりしない。 

 

３）ハラスメントを受
う

けたと感
かん

じた時
とき

・身近
み ぢ か

に起
お

きた時
とき

 

 本学
ほんがく

では、ハラスメント相談員
そうだんいん

やカウンセラーによる相談
そうだん

体制
たいせい

を整
ととの

えています。ハラスメント

と感
かん

じたり、身近
み ぢ か

でハラスメントを見聞き
み き き

したりしたら、ひとりで悩
なや

まずに相談
そうだん

してください。

相談者
そうだんしゃ

のプライバシーや秘密
ひ み つ

は厳守
げんしゅ

されます。相談
そうだん

や申し出
も う し で

を行
おこな

ったことで不利益
ふ り え き

な取
と

り扱
あつか

い

を受ける
う け る

ことはありません。 

 

４）相談
そうだん

に関
かん

する問
と

い合
あ

わせ 

・ハラスメント相談員
そうだんいん

    大学
だいがく

ホームページの在学生
ざいがくせい

サイトに掲載
けいさい

 

・ハラスメント防止
ぼ う し

委員会
い い んか い

  E-mail：hpc@sums.ac.jp  

・事務室
じ む し つ

          TEL：0466-54-8321 

E-mail：gakuseishien@sums.ac.jp 

※メールの文面
ぶんめん

には、学籍
がくせき

番号
ばんごう

・名前
な ま え

・相談
そうだん

を希望
き ぼ う

する日時
に ち じ

を記入
きにゅう

してください。 

なお、上記
じょうき

のメールアドレスは予約
よ や く

・日程
にってい

調整
ちょうせい

のためのものです。メールでの相談
そうだん

は行
おこ

なってい

ませんので注意
ちゅうい

してください。 

 

13 学生
がくせい

の経済的
けいざいてき

支援
し え ん

、アルバイト他
ほか

 

 

１）修学
しゅうがく

資金
し き ん

 

  ふれあいグループの修学
しゅうがく

支援
し え ん

（修学
しゅうがく

資金
し き ん

）があります。 

 

２）アルバイト 

学生
がくせい

生活
せいかつ

の本分
ほんぶん

は学業
がくぎょう

にあります。在留
ざいりゅう

資格
し か く

で定
さだ

められた上限
じょうげん

（週
しゅう

２８時間
２ ８ じ か ん

）を遵守
じゅんしゅ

して

ください。また、就 職
しゅうしょく

に備え
そ な え

、ふれあいグループでのアルバイトを推奨
すいしょう

します。 

 また、本学
ほんがく

では、学生
がくせい

としてふさわしくないアルバイト（風俗
ふうぞく

産業
さんぎょう

等
とう

）を禁止
き ん し

しています（「湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

懲戒
ちょうかい

に関
かん

する細則
さいそく

別表
べっぴょう

ガイドライン」参照
さんしょう

）。また、深夜
し ん や

労働
ろうどう

のアルバイト、

学業
がくぎょう

や健康
けんこう

に支障
ししょう

が生
しょう

じかねないアルバイトは控
ひか

えるようにしましょう。 

 なお、大学
だいがく

において学生
がくせい

が加入
かにゅう

している保険
ほ け ん

は、アルバイト先
さき

への移動中
いどうちゅう

、アルバイト先
さき

から

の帰宅中
きたくちゅう

や勤務中
きんむちゅう

の傷害
しょうがい

については適用
てきよう

されませんので、安全
あんぜん

には十分
じゅうぶん

に注意
ちゅうい

してください。 

 

３）学生
がくせい

アパート 

本学
ほんがく

では、学生
がくせい

アパートを紹介
しょうかい

しています。詳細
しょうさい

については、事務室
じ む し つ

にお問
と

い合
あ

わせくださ

い。 
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４）国民
こくみん

年金
ねんきん

「学生
がくせい

納付
の う ふ

特例
とくれい

制度
せ い ど

」の活用
かつよう

 

日本
に ほ ん

国内
こくない

在住
ざいじゅう

の 20 歳
さい

以上
いじょう

 60 歳
さい

未満
み ま ん

の者
もの

は、すべて国民
こくみん

年金
ねんきん

に加入
かにゅう

しなければなりません。

学生
がくせい

の皆
みな

さんも、第１号
だ い １ご う

被
ひ

保険者
ほ け んし ゃ

として国民
こくみん

年金
ねんきん

に加入
かにゅう

し、保険料
ほけんりょう

を納
おさ

めることになります。 

しかし、学生
がくせい

（大学
だいがく

、短大
たんだい

、専門
せんもん

学校生
がっこうせい

等
とう

）の多
おお

くは収 入
しゅうにゅう

がありません。そのため、保険料
ほけんりょう

の

納付
の う ふ

を猶予
ゆ う よ

する「学生
がくせい

納付
の う ふ

特例
とくれい

」の制度
せ い ど

があります。学生
がくせい

本人
ほんにん

に収 入
しゅうにゅう

がなく、国民
こくみん

年金
ねんきん

保険料
ほけんりょう

を納
おさ

められない場合
ば あ い

は、毎年
まいとし

、学生
がくせい

本人
ほんにん

が住 民 票
じゅうみんひょう

のある市区
し く

町村
ちょうそん

の国民
こくみん

年金
ねんきん

担当
たんとう

窓口
まどぐち

に申請
しんせい

し、

日本
に ほ ん

年金
ねんきん

機構
き こ う

が審査
し ん さ

・承認
しょうにん

すると、承認
しょうにん

された期間
き か ん

の保険料
ほけんりょう

の支払い
し は ら い

が猶予
ゆ う よ

され、保険料
ほけんりょう

を

後払い
あ と ばら い

できる制度
せ い ど

です。修 学 中
しゅうがくちゅう

の経済的
けいざいてき

な負担
ふ た ん

を軽減
けいげん

し、将来
しょうらい

、年金
ねんきん

や生涯
しょうがい

基礎
き そ

年金
ねんきん

の受
う

け取
と

りができなくなることを防止
ぼ う し

することを目的
もくてき

としています。申請
しんせい

方法
ほうほう

等
とう

詳細
しょうさい

については、

各自治体
か く じ ち た い

に確認
かくにん

してください。 

 

14 生活上
せいかつじょう

のトラブルの防止
ぼ う し

と対応
たいおう

 

 

１）個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の取
と

り扱
あつか

い 

 個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を安易
あ ん い

に第三者
だいさんしゃ

に開示
か い じ

することは、勧誘
かんゆう

や架空
か く う

請求
せいきゅう

等の重大
じゅうだい

なトラブルに巻き込
ま き こ

ま

れる恐れ
お そ れ

を伴
ともな

います。マイナンバーや各種
かくしゅ

カード等
など

、個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の管理
か ん り

を徹底
てってい

してください。な

お、本学
ほんがく

では、万が一
ま ん がい ち

に備
そな

えて、学生全員
ぜんいん

が個人
こ じ ん

情報
じょうほう

の漏洩
ろうえい

対策
たいさく

に関
かん

する保険
ほ け ん

に加
か

入
にゅう

していま

す。 

 

２）ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）を含むインターネット利用上
りようじょう

の禁止
き ん し

事項
じ こ う

と

注意
ちゅうい

事項
じ こ う

 

ソーシャル・ネットワーキング・サービス（SNS）はコミュニケーションツールとして有益
ゆうえき

な機
き

能
のう

を有し
ゆ う し

、うまく活用
かつよう

することで、皆さん
み な さ ん

の学生
がくせい

生活
せいかつ

や就 職
しゅうしょく

活動
かつどう

に役立つ
や く だ つ

メディアです。その

一方
いっぽう

で様々
さまざま

なリスクがあり、使い方
つ か いか た

によっては皆さん
み な さ ん

自身
じ し ん

や周り
ま わ り

の人
ひと

の人生
じんせい

に大
おお

きなダメージを

与
あた

えることも起
お

こり得
え

ます。ソーシャルメディアを活用
かつよう

する際
さい

は、各
かく

ソーシャルメディアの特性
とくせい

を理解
り か い

し、道徳
どうとく

や倫理
り ん り

をわきまえたうえで投稿
とうこう

や書
か

き込
こ

みを行
おこな

ってください。 

一度
い ち ど

掲載
けいさい

した情報
じょうほう

は完全
かんぜん

に消去
しょうきょ

することはできません。また、投稿者
とうこうしゃ

の意図
い と

とは無関係
む か んけ い

に情
じょう

報
ほう

は拡散
かくさん

され、個人
こ じ ん

でコントロールすることはできません。SNS等
とう

に情報
じょうほう

を掲載
けいさい

する際
さい

は、事後
じ ご

に後悔
こうかい

をしないよう、本当
ほんとう

にアップロードしても大丈夫
だいじょうぶ

なのかを自分
じ ぶ ん

自身
じ し ん

に問
と

い直
なお

してください。 

 

【禁止
き ん し

事項
じ こ う

】 

①本学
ほんがく

ロゴ・マークの無断
む だ ん

使用
し よ う

 

②本学
ほんがく

若
も

しくは第三者
だいさんしゃ

に不利益
ふ り え き

、損害
そんがい

を与
あた

える行為
こ う い

又
また

はその恐れ
お そ れ

のある行為
こ う い

 

③本人
ほんにん

の承諾
しょうだく

なく個人
こ じ ん

情報
じょうほう

を特定
とくてい

、開示
か い じ

、漏洩
ろうえい

するなど第三者
だいさんしゃ

のプライバシーを侵害
しんがい

する行為
こ う い

（例
れい

：実習
じっしゅう

記録
き ろ く

の掲載
けいさい

、実習
じっしゅう

風景
ふうけい

の撮影
さつえい

等
など

） 

④本学
ほんがく

（本学
ほんがく

の学生
がくせい

及び
お よ び

教 職 員
きょうしょくいん

を含む
ふ く む

）又
また

は第三者
だいさんしゃ

の名誉
め い よ

、信用
しんよう

を傷つけたり
き ず つ け た り

、誹謗
ひ ぼ う

・中 傷
ちゅうしょう

し

たりする行為
こ う い

 

⑤本学
ほんがく

（本学
ほんがく

の学生
がくせい

及び
お よ び

教 職 員
きょうしょくいん

を含む
ふ く む

）又
また

は第三者
だいさんしゃ

の著作権
ちょさくけん

、商 標 権
しょうひょうけん

、肖像権
しょうぞうけん

その他
そ の た

の知的
ち て き

財産権
ざいさんけん

を侵害
しんがい

する行為
こ う い

 

⑥公序
こうじょ

良俗
りょうぞく

に反
はん

するなど、本学
ほんがく

の信用
しんよう

、品位
ひ ん い

を損なう行為
こ う い

又
また

はその恐れ
お そ れ

のある行為
こ う い

 

⑦犯罪
はんざい

行為
こ う い

若しく
も し く

は犯罪
はんざい

行為
こ う い

に結
むす

びつく行為
こ う い

又
また

はその恐れ
お そ れ

のある行為
こ う い
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⑧法律
ほうりつ

、条例
じょうれい

その他
そ の た

の法令
ほうれい

に違反
い は ん

する行為
こ う い

又
また

はその恐れ
お そ れ

のある行為
こ う い

 

⑨営業
えいぎょう

活動
かつどう

、政治的
せ い じて き

活動
かつどう

、宗 教 的
しゅうきょうてき

活動
かつどう

及び
お よ び

選挙
せんきょ

活動
かつどう

に関係
かんけい

する行為
こ う い

 

⑩人種
じんしゅ

・思想
し そ う

・信条
しんじょう

等
とう

の差別
さ べ つ

又
また

は差別
さ べ つ

を助長
じょちょう

させる行為
こ う い

 

⑪入試
にゅうし

選考
せんこう

の内容
ないよう

の開示
か い じ

、他学
た が く

との比較
ひ か く

など、本学
ほんがく

の学生
がくせい

募集
ぼしゅう

・広報
こうほう

に不利益
ふ り え き

をもたらすと判断
はんだん

されるものの掲載
けいさい

 

⑫他
た

の利用者
り よ うし ゃ

、第三者
だいさんしゃ

等
とう

になりすましたものの掲載
けいさい

 

⑬当該
とうがい

SNSの運営
うんえい

会社
がいしゃ

が定
さだ

める禁止
き ん し

行為
こ う い

 

⑭その他本学
そ の た ほ ん が く

が不適切
ふ て きせ つ

と判断
はんだん

するものの掲載
けいさい

 

【注意
ちゅうい

事項
じ こ う

】 

①匿名
とくめい

であっても前後
ぜ ん ご

の内容
ないよう

や、他
た

のサービス等
など

から発
はっ

信者
しんしゃ

が特定
とくてい

される場合
ば あ い

があることを理解
り か い

してください。 

②発信
はっしん

内容
ないよう

は半永久的
はんえいきゅうてき

にインターネットに残存
ざんぞん

する可能性
か の うせ い

があることを理解
り か い

してください。 

③誠実
せいじつ

で責任
せきにん

ある態度
た い ど

をとってください。 

④感情的
かんじょうてき

な対応
たいおう

を控え
ひ か え

、冷静
れいせい

に対応
たいおう

してください。 

 

３）住居
じゅうきょ

・通学
つうがく

・夜間
や か ん

の外出
がいしゅつ

等
とう

に関する
か ん す る

注意点
ちゅういてん

と禁止
き ん し

事項
じ こ う

 

ひとり暮
ぐ

らしをする場合
ば あ い

、自分
じ ぶ ん

の身
み

は自分
じ ぶ ん

で守
まも

るという心構え
こころがまえ

で、防犯
ぼうはん

意識
い し き

をしっかり持
も

ちま

しょう。安全
あんぜん

のために、戸締り
と じ ま り

や鍵の管理
か ん り

、ドアチェーンやモニターの使用
し よ う

、表札
ひょうさつ

やポストの氏名
し め い

記載
き さ い

、洗濯物
せんたくもの

の干し方
ほ し か た

等
とう

に気
き

を配
くば

る必要
ひつよう

があります。 

通学
つうがく

時
じ

は、交通
こうつう

ルールやマナーを守
まも

り、周囲
しゅうい

の迷惑
めいわく

にならないように努
つと

めましょう。自身
じ し ん

の不
ふ

注意
ちゅうい

で他人
た に ん

を傷
きず

つけてしまうこともあります。なお、本学
ほんがく

では、徒歩
と ほ

及び
お よ び

申請済み
し ん せ い ず み

の自転車
じ て んし ゃ

での

通学
つうがく

のみ認
みと

められており、自動車
じ ど うし ゃ

やバイクの通学
つうがく

は禁止
き ん し

です。 

夜間
や か ん

に外出
がいしゅつ

する時
とき

は、人
ひと

通り
ど お り

のない場所
ば し ょ

をできるだけ避
さ

ける、携帯
けいたい

電話
で ん わ

を片手
か た て

に持
も

つ、防犯
ぼうはん

ブ

ザーを持
も

ち歩
ある

く、車道側
しゃどうがわ

にバッグを持
も

たない等
など

を心
こころ

がけ、事故
じ こ

や犯罪
はんざい

から身
み

を守
まも

りましょう。 

本学
ほんがく

では、自宅外
じ た くが い

通学
つうがく

をする学生
がくせい

に向
む

けて、学生寮
がくせいりょう

や学生用
がくせいよう

アパートを紹介
しょうかい

しています。契約
けいやく

の仲介
ちゅうかい

等
とう

は行
おこな

いませんが、相談
そうだん

や質問
しつもん

には対応
たいおう

しますので、事務室
じ む し つ

へ問
と

い合
あ

わせてください。 

 

４）お金
お か ね

に関
かん

するトラブルの注意点
ちゅういてん

と禁止
き ん し

事項
じ こ う

（訪問
ほうもん

販売
はんばい

・キャッチセールス等
など

） 

学生
がくせい

生活
せいかつ

を有意義
ゆ う い ぎ

に送
おく

るためには自己
じ こ

責任
せきにん

を基本
き ほ ん

とした生活
せいかつ

設計
せっけい

が必要
ひつよう

です。昨今
さっこん

、新入
しんにゅう

学生
がくせい

を狙
ねら

った悪質
あくしつ

な訪問
ほうもん

販売
はんばい

や街頭
がいとう

、駅
えき

等
など

でのキャッチセールス、宗 教
しゅうきょう

や政治
せ い じ

活動
かつどう

の勧誘
かんゆう

の被害
ひ が い

に

あった例
れい

が見受
み う

けられます。これらのトラブルは、注意
ちゅうい

して冷静
れいせい

に判断
はんだん

し、第三者
だいさんしゃ

に相談
そうだん

するこ

と等
とう

の対策
たいさく

をとることで回避
か い ひ

できます。高価
こ う か

な商品
しょうひん

がすぐ手
て

に入
はい

ったり、労
ろう

せずして大金
たいきん

が手
て

に

入
はい

ったり、学生証
がくせいしょう

一つ
ひ と

でお金
お か ね

を借
か

りられたり、飛
と

びつきたくなるような話
はなし

、もうけ話
はなし

には必ず
かならず

何
なに

か落
お

とし穴
あな

があります。安易
あ ん い

な気持ち
き も ち

で手続
て つ づ

きをしないよう慎重
しんちょう

な対処
たいしょ

を心
こころ

がけてください。 

なお、トラブル回避
か い ひ

のため、本学
ほんがく

では特定
とくてい

の宗 教
しゅうきょう

活動
かつどう

や政治
せ い じ

活動
かつどう

の勧誘
かんゆう

を禁
きん

じています。 

また、学生間
がくせいかん

でのお金
お か ね

の貸
か

し借
か

りもトラブルの原因
げんいん

になるので、しないように心
こころ

がけましょう。 

 

５）キャンパス内は禁酒
きんしゅ

・禁煙
きんえん

 

キャンパス内
ない

は、禁酒
きんしゅ

・禁煙
きんえん

です。大学
だいがく

周辺
しゅうへん

の駐 車 場
ちゅうしゃじょう

や民家
み ん か

の近く
ち か く

での喫煙
きつえん

や吸殻
すいがら

のポイ捨て
す て

等
など

は、火災
か さ い

の原因
げんいん

にもなるため絶対
ぜったい

に行
おこな

わないでください。 

また学外
がくがい

で飲酒
いんしゅ

する場合
ば あ い

においても 20歳
さい

未満
み ま ん

の飲酒
いんしゅ

は法律
ほうりつ

違反
い は ん

です。一気
い っ き

飲み
の み

や飲酒
いんしゅ

の強要
きょうよう
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は、生命
せいめい

の危機
き き

に関わる危険
き け ん

な行為
こ う い

であり、ハラスメントにあたりますので、絶対
ぜったい

に行
おこな

わないで

ください。 

 

６）麻薬
ま や く

、覚醒剤
かくせいざい

、大麻
た い ま

、指定
し て い

薬物
やくぶつ

（危険
き け ん

ドラッグ）にかかる被害
ひ が い

の防止
ぼ う し

と禁止
き ん し

行為
こ う い

 

 麻薬
ま や く

及び
お よ び

向
こう

精神
せいしん

薬
やく

取締法
とりしまりほう

、覚醒剤
かくせいざい

取締法
とりしまりほう

、大麻
た い ま

取締法
とりしまりほう

、あへん法
ほう

、毒物
どくぶつ

及
およ

び劇物
げきぶつ

取締法
とりしまりほう

、

医
い

薬品
やくひん

医療
いりょう

機器
き き

等法
などほう

で規制
き せ い

されている薬物
やくぶつ

を、みだりに使用
し よ う

したり、所持
し ょ じ

したりする行為
こ う い

（購入
こうにゅう

、譲受
ゆずりうけ

、譲渡
じょうと

、製造
せいぞう

販売
はんばい

等
など

を含む
ふ く む

）は法律
ほうりつ

で禁止
き ん し

されています。だまされるなどして薬
やく

物
ぶつ

乱用
らんよう

に係
かか

わった場合
ば あ い

も同様
どうよう

です。なお、罰金
ばっきん

以上
いじょう

の刑
けい

に処
しょ

せられた者
もの

、麻薬
ま や く

、大麻
た い ま

またはあ

へんの中毒者
ちゅうどくしゃ

には免許
めんきょ

を与
あた

えないことがあります。いかなる状 況
じょうきょう

であっても、違法
い ほ う

な薬物
やくぶつ

に

係
かか

わることがないようにしてください。 

 

15 キャリア支援
し え ん

 

 

 自身
じ し ん

の就 職
しゅうしょく

について悩
なや

みや不安
ふ あ ん

がある場合
ば あ い

は、専任
せんにん

教員
きょういん

に気軽
き が る

に相談
そうだん

してください。 

 

Ⅵ 図書室
と し ょ し つ

 

・原則
げんそく

、教 職 員
きょうしょくいん

の立会
た ち あ

いの下
もと

の開室
かいしつ

となります。 

・学生証
がくせいしょう

を提示
て い じ

してください。 

・コピー機
き

の使用
し よ う

は有料
ゆうりょう

となります。 

・著作権
ちょさくけん

の関係上
かんけいじょう

、コピーできないものがあります。  

・貸
か

し出
だ

しに適
てき

さない学習
がくしゅう

ドリルや CDR等
など

は貸
か

し出
だ

しできません。 

・図書室
と し ょし つ

では飲食
いんしょく

禁止
き ん し

、私語
し ご

禁止
き ん し

です。 

・その他
た

、教 職 員
きょうしょくいん

の指示
し じ

に従
したが

って利用
り よ う

をしてください。 

 

１ 図書室
と し ょ し つ

利用
り よ う

について 

１）館内
かんない

閲覧
えつらん

 

・図書
と し ょ

・雑誌
ざ っ し

など：自由
じ ゆ う

閲覧可
え つ らん か

（図書
と し ょ

は請求
せいきゅう

記号
き ご う

順
じゅん

にならんでいます。） 

※閲覧後
え つ らん ご

は、元
もと

あった場所
ば し ょ

に戻
もど

してください。 

 

２）館外
かんがい

貸出
かしだし

 

・期間
き か ん

：２週間
２しゅうかん

 

・冊数
さっすう

：全館
ぜんかん

合
あ

わせて５冊
さつ

まで 

・対象
たいしょう

：図書
と し ょ

（参考
さんこう

図書
と し ょ

、指定
し て い

図書
と し ょ

、国家
こ っ か

試験
し け ん

関連
かんれん

の図書
と し ょ

は除
のぞ

く。） 

・手続
てつづき

：貸出
かしだし

希望
き ぼ う

図書
と し ょ

と学生証
がくせいしょう

を持
も

って、図書館
と し ょか ん

カウンターへ行く
い く

。 

 

３）返却
へんきゃく

 

・返却
へんきゃく

方法
ほうほう

①
まるいち

：図書館
と し ょか ん

カウンターでの返却
へんきゃく

 

返却
へんきゃく

方法
ほうほう

②
２

：ブックポストへの返却
へんきゃく

 

※ブックポストは閉館
へいかん

時
じ

のみ利用
り よ う

できます。 

※ブックポストに投函
とうかん

する際
さい

は、図書館
と し ょか ん

資料
しりょう

が損傷
そんしょう

しないようご注意
ちゅうい

ください。 

※ＤＶＤ等
など

の付録物付
ふろくものづけ

で貸
か

し出
だ

された資料
しりょう

は、ブックポスト経由
け い ゆ

での返却
へんきゃく

ができません。 

※ブックポストに投函
とうかん

された図書館
と し ょか ん

資料
しりょう

は、翌開館
よくかいかん

日
び

の返却
へんきゃく

扱い
あつかい

になります。 
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※延滞
えんたい

した場合
ば あ い

は、掲示板
け い じば ん

等
など

により督促
とくそく

を行
おこな

います。 

 

４）貸出
かしだし

延長
えんちょう

 

・回数
かいすう

：１回
１ か い

のみ 

・期間
き か ん

：初回
しょかい

返却
へんきゃく

期限
き げ ん

日
び

から２週間
２しゅうかん

 

・条件
じょうけん

：予約
よ や く

が入
はい

っていない／延滞
えんたい

していない／延長
えんちょう

回数
かいすう

を越
こ

えていない／ 

貸出
かしだし

停止期
て い し き

間中
かんちゅう

ではない 

・手続
てつづき

①：図書館
と し ょか ん

カウンターに申
もう

し出
で

る。 

手続
てつづき

②：蔵書
ぞうしょ

検索
けんさく

システムから各自
か く じ

で行
おこな

う。 

 

５）特別
とくべつ

貸出
かしだし

 

   実習
じっしゅう

に合
あ

わせて貸出
かしだし

ができる実習
じっしゅう

貸出
かしだし

制度
せ い ど

があります。制度
せ い ど

利用
り よ う

には条件
じょうけん

がありますの

で、希望者
き ぼ うし ゃ

は、カウンターへお声
こえ

掛
が

けください。 

 

６）視聴
しちょう

 

・視聴
しちょう

方法
ほうほう

①：図書
と し ょ

室内
しつない

パソコン 

※必
かなら

ずヘッドホン等
とう

を利用
り よ う

し、音
おと

が漏
も

れないよう注意
ちゅうい

してください。 

・対象
たいしょう

：図書室
と し ょし つ

所蔵
しょぞう

の視聴覚
しちょうかく

資料
しりょう

 

・手続
てつづき

：視聴
しちょう

希望
き ぼ う

資料
しりょう

と学生証
がくせいしょう

を持
も

って手続
て つ づ

きをする。 

 

２ 利用上
りようじょう

の注意
ちゅうい

 

 

１）罰則
ばっそく

 

・延滞後
えんたいご

に返却
へんきゃく

した場合
ば あ い

、延滞
えんたい

期間
き か ん

相当
そうとう

日数
にっすう

の貸出
かしだし

停止
て い し

となります。加
くわ

えて、延滞
えんたい

期間
き か ん

が 30

日
にち

を越えた場合
ば あ い

は１冊
さつ

3,000円
えん

の延滞料
えんたいりょう

を徴 収
ちょうしゅう

します。 

・図書室
としょしつ

資料
しりょう

等
など

を紛失
ふんしつ

または汚
お

破損
は そ ん

等
とう

をした場合
ば あ い

、または延滞
えんたい

期間
き か ん

が 60日
にち

を超えた場合、原則
げんそく

同じ
お な じ

資料
しりょう

または大学
だいがく

が指定
し て い

する同等
どうとう

の資料
しりょう

等
など

を購入
こうにゅう

し、弁済
べんさい

していただきます。速
すみ

やかに

事務室
じ む し つ

に届
とど

け出
で

てください。 

 

２）禁止
き ん し

事項
じ こ う

 

・図書
と し ょ

室内
しつない

での飲食
いんしょく

（蓋付き
ふ た つ き

の飲み物
の み も の

のみ、飲用
いんよう

時
じ

以外
い が い

はカバンにしまうことを条件
じょうけん

に

持込み
も ち こ み

可
か

） 

・図書
と し ょ

資料
しりょう

の無断
む だ ん

持
も

ち出
だ

し（発覚
はっかく

した場合
ば あ い

、学生証
がくせいしょう

の提示
て い じ

及
およ

び指定
し て い

書類
しょるい

の提出
ていしゅつ

有
あり

） 

・携帯
けいたい

電話
で ん わ

、スマートフォン等
とう

での通話
つ う わ

 

・私語
し ご

やその他
そ の た

静寂
せいじゃく

を妨
さまた

げる行為
こ う い

、他
ほか

の利用者
り よ うし ゃ

の迷惑
めいわく

となる行為
こ う い

 

・私物
し ぶ つ

（ノートや書籍
しょせき

、講義
こ う ぎ

で配布
は い ふ

された資料
しりょう

など）のコピー 

 

３）その他
た

 

・所持品
し ょ じひ ん

は各自
か く じ

の責任
せきにん

において管理
か ん り

し、閲覧席
えつらんせき

に置
お

いたまま長時間
ちょうじかん

空席
くうせき

にしないでください。 
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Ⅶ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

規程
き て い

（学生
がくせい

に関
かん

するもの抜粋
ばっすい

） 

 

 

１ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学則
がくそく

          ・・・42 

 

２ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

別科
べ っ か

規程
き て い

            ・・・51 

 

３ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

別科
べ っ か

履修
りしゅう

規程
き て い

                  ・・・56 

 

４ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

規程
き て い

            ・・・59 

 

５ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

ハラスメント防止
ぼ う し

規程
き て い

        ・・・63 

  湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

ハラスメント防止
ぼ う し

等
とう

のための指針
し し ん

 

 

６ 湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

懲戒
ちょうかい

規程
き て い

                     ・・・75 

  湘
しょう

南医療
なんいりょう

大学
だいがく

学生
がくせい

懲戒
ちょうかい

に関する
か ん す る

細則
さいそく

 

 

 

 

学生
がくせい

関係
かんけい

規程
き て い

は 2026年
ねん

４月
が つ

１日
に ち

現在
げんざい

のものです。 

今後
こ ん ご

変更
へんこう

される場合
ば あ い

があります。 
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湘南医療大学学則 

〔令和８年４月１日〕  

文部科学大臣認可〔令和２年１０月２３日一部改訂〕  
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第１章 総則 

第１節 目的 

 （目的）  

第１条 湘南医療大学（以下「本学」という。）は、教育基本法及び学校教育法と「人を尊

び、命を尊び、個を敬愛す」の理念に基づき、高度な知識と技術とともに、豊かな人間性を育

み、創造的かつ実践的な教育研究を通じて、地域社会に貢献することを目的とする。 

（自己点検及び評価等）  

第２条 本学の目的を達するために、教育研究活動等の状況について自ら点検及び評価

を行い、その結果を公表するものとする。  

２ 本学は、前項の自己点検及び評価の結果について、政令で定める期間ごとに文部科

学大臣の認証を受けた第三者による評価を受けるものとする。  

３ 自己点検及び評価並びに第三者による評価に関し、必要な事項は別に定める。  

（情報の公表）  

第３条 本学は、教育研究活動等の状況について、刊行物への掲載その他広く周知する

ことが可能な方法によって積極的に情報を公表するものとする。  

（教育内容等の改善のための組織的な研修等）  

第４条 本学は、授業の内容及び教授方法の改善を図るために組織的な研修及び研究を

行う。  

第２節 組織 

 （学部）  

第５条 本学に、保健医療学部及び薬学部を置く。  

２ 保健医療学部は、生命の尊厳を基に、科学的及び文化的専門知識・技術を身につけ、

保健・医療・福祉・教育を総合的な視野で捉えられる看護師・保健師および理学療法

士・作業療法士を養成し、地域社会はもとより、国際社会の発展に貢献できる人間を

養成することを目的とする。  

３ 薬学部は、医療人としての責任感、使命感、倫理観及び薬学の専門知識・技術を身

につけ、患者や治療方法の多様なニーズに対応し、多職種協働によるチーム医療に積
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極的に参画できる薬剤師を養成し、地域社会はもとより、国際社会の発展に貢献でき

る人間を養成することを目的とする。  

４ 学部に置く学科及びその学生定員は、次のとおりとする。  

学部 学科 専攻 入学定員 収容定員 

保健医療学部 

看護学科  165 名 660 名 

リハビリテーション

学科 

理学療法学専攻 60 名 240 名 

作業療法学専攻 40 名 160 名 

薬学部 医療薬学科  100 名 600 名 

合計 365 名 1,660 名 

 

 （専攻科）  

第５条の２ 本学に専攻科を置く。  

２ 専攻科に関する規程は、湘南医療大学専攻科規程で定める。  

 （大学院）  

第５条の３ 本学に、大学院を置く。  

２ 大学院に関する学則は、湘南医療大学大学院学則で定める。  

 （別科）  

第５条の４ 本学に、別科を置く。  

２ 別科に関する規程は、湘南医療大学別科規程で定める。  

 （図書館）  

第６条 本学に、図書館を置く。  

２ 図書館に関し、必要な事項は別に定める。  

 （附属施設）  

第７条 本学に、次の附属施設を置く。  

（１）湘南医療大学看護キャリア開発コアセンター  

（２）湘南医療大学臨床医学研究所  

（３）湘南医療大学薬学部附属薬草園  

２ 附属施設に関し、必要な事項は別に定める。  

（事務部）  

第８条 本学に、事務部を置く。  

２ 事務部に関し、必要な事項は別に定める。  

第３節 職員組織 

 （職員）  

第９条 本学に、学長、教授、准教授、講師、助教、助手、事務職員、技術職員及びそ

の他必要な職員を置く。  

２ 本学に、副学長を置くことができる。  

３ 学長は、校務をつかさどり、所属職員を統督する。  

４ 副学長は、学長を助け、命を受けて校務をつかさどる。  

５ 本学に、客員教授、非常勤講師及びその他必要な教育職員を置くことができる。  

６ 本学に、名誉教授を置くことができる。  

 （職員組織）  

第１０条 学部に学部長、学部に複数の学科がある場合には、学科長を置く。  

２ 学部長は、当該学部の校務をつかさどる。  

３ 学科長は、当該学科の校務をつかさどる。  

４ 学科の各専攻に、専攻長を置く。  

５ 学部に副学部長、学科に副学科長を置くことができる。  
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６ 図書館に、図書館長を置く。  

７ 事務部に、事務部長を置く。  

第４節 会議及び委員会 

 （運営管理会議）  

第１１条 本学の学部の運営管理に関する重要事項を審議し、理事会との連絡調整を図

るため、本学に学部運営管理会議を置く｡ 

２ 学部運営管理会議に関し、必要な事項は別に定める。  

（教授会）  

第１２条 本学の教育・研究に関する重要事項を審議するため、学部毎に教授会を置く。 

２ 教授会に関し、必要な事項は別に定める。  

 （委員会）  

第１３条 本学に、大学運営に必要な委員会を置くことができる。  

２ 委員会に関し、必要な事項は別に定める。  

第５節 学年、学期及び休業日 

 （学年）  

第１４条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。  

 （学期）  

第１５条 学年を分けて、次の２学期とする。  

 前 期  ４月１日から９月３０日まで  

 後 期 １０月１日から翌年３月３１日まで  

２ 学長は、必要に応じ前項の授業の開始終了時期について変更することができる。  

 （休業日）  

第１６条 休業日は、次のとおりとする。  

（１）日曜日  

（２）国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律１７８号）に定める休日  

（３）本学創立記念日  

（４）春期休業日  

（５）夏期休業日  

（６）冬期休業日  

２ 学長は、必要に応じ前項各号の休業日を変更し、休業日に授業を行い、又は臨時に

休業日を定めることができる。  

 

第２章 学部通則 

第１節 修業年限及び在学年限 

（修業年限）  

第１７条 保健医療学部の修業年限は、４年とする。  

２ 薬学部の修業年限は、６年とする。  

（在学年限）  

第１８条 学生は、保健医療学部においては８年を超えて在学することができない。  

２ 薬学部においては、１２年を超えて在学することができない。  

３ 編入学、転入学、再入学の場合には、各学部の在学すべき年数の２倍を超えること

ができない。  

第２節 入学 

（入学の時期）  

第１９条 入学の時期は、学年の始めとする。  

（入学の資格）  

第２０条 各学科第１学年に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする｡ 

（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者  

（２）通常の課程による１２年の学校教育を修了した者又は通常の課程以外の課程によ

りこれに相当する学校教育を修了した者  

（３）外国において学校教育における１２年の課程を修了した者又はこれに準ずる者で
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文部科学大臣の指定した者  

（４）文部科学大臣が高等学校の課程と同等の課程を有するものとして認定した在外教

育施設の当該課程を修了した者  

（５）専修学校の高等課程（修業年限が３年以上であることその他の文部科学大臣が定

める基準を満たす者に限る。）で文部科学大臣が別に指定するものを文部科学大

臣が定める日以降に修了した者  

（６）文部科学大臣の指定した者  

（７）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度認定試験に合格した者

（旧規程による大学入学資格検定に合格した者を含む。）  

（８）本学において、個別の入学資格審査により高等学校を卒業した者と同等以上の学

力があると認めた者で、１８歳に達した者  

（入学の出願）  

第２１条 入学を志願する者は、入学願書に所定の入学検定料及び所定の書類を添えて、

指定期日までに本学に願い出なければならない。  

 （入学者の選考）  

第２２条 入学者の選考は、学力試験その他の方法による。  

２ 入学者の選考に関し、必要な事項は別に定める。  

 （入学手続及び入学許可）  

第２３条 前条の選考に基づき合格の通知を受けた者は、指定された期日までに所定の

書類を提出するとともに、所定の学生納付金を納付しなければならない。  

２ 学長は、前項の入学手続を完了した者について、入学を許可する。  

 （編入学）  

第２４条 次の各号の一に該当する資格を有する者で、本学に編入学を願い出た場合は、

欠員のある場合に限り、選考の上、相当年次に入学を許可することがある。  

（１）他の大学を卒業した者  

（２）他の大学に１年以上在学した者 

（３）短期大学を卒業した者  

（４）高等専門学校を卒業した者  

（５）高等学校、中等教育学校の後期課程及び特別支援学校の高等部の専攻科のう

ち、文部科学大臣が定める基準を満たす課程を修了した者  

（６）学校教育法第１３２条の規定に定める専修学校の専門課程を修了した者  

（７）その他前各号と同等以上の学力があると認めた者  

２ 前項の規定に定めるもののほか、編入学に関し必要な事項は別に定める。  

第３節 教育課程、単位及び履修方法等 

 （教育課程）  

第２５条 教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目に分け、これを各学年に配当

して編成するものとする。  

 （授業科目の区分）  

第２６条 授業科目を分けて、総合教育科目及び専門教育科目とする。  

２ 保健医療学部は、専門教育科目を専門基礎科目及び専門科目に分けるものとする。 

３ 薬学部は、専門教育科目を基礎科目及び専門科目に分けるものとする。  

 （授業科目の名称及び単位数並びに卒業に必要な単位数）  

第２７条 授業科目の名称及び単位数並びに卒業に必要な単位数は別表１のとおりと

する。  

 （授業の方法）  

第２８条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技等により行うものとする。  

 （単位計算方法）  

第２９条 授業科目の単位計算方法は、次の基準によるものとする。  

（１）講義及び演習については、１５時間から３０時間の範囲で本学が定める時間の授

業をもって１単位とする  
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（２）実験、実習及び実技については、３０時間から４５時間までの範囲で本学が定め

る時間の授業をもって１単位とする  

（３）１つの授業科目について、講義、演習、実験、実習及び実技のうち２つ以上の方

法を併用により行う場合は、その組み合わせに応じ、前２号に規定する基準を考

慮して、本学が定める時間の授業をもって１単位とする  

２ 前項の規定に関わらず、卒業研究等の授業科目については、これらに必要な学習等

に考慮して単位数を定めることができる。  

３ 単位数は、学科ごとに別に定める。  

 （単位の認定、科目の修得及び評価）  

第３０条 授業科目を履修し、単位認定試験に合格した者には、所定の単位を与える。 

２ 試験に関し、必要な事項は別に定める。  

 （成績の評価）  

第３１条 成績の評価は、秀・優・良・可・不可の５種とし、秀・優・良・可を合

格、不可を不合格とする。  

 （授業日数）  

第３２条 毎学年の授業日数は、定期試験の日数を含め、３５週以上とす

る。                             

 （履修方法）  

第３３条 保健医療学部生は、４年以上、薬学部生は、６年以上本学に在学し、各学科

所定の授業科目を履修しなければならない。  

２ 前項の履修方法については別に定める。  

 （他の大学又は短期大学における授業科目の履修等）  

第３４条 教育上有益と認めるときは、学生が本学の定めるところにより他の大学又は

短期大学において履修した授業科目について修得した単位を、３０単位を超えない範

囲で本学における授業科目の履修により修得したものとみなすことができる。  

２ 前項の規定は、学生が外国の大学又は短期大学に留学する場合、外国の大学又は短

期大学が行う通信教育における授業科目を我が国において履修する場合及び外国の

大学又は短期大学の教育課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において

位置付けられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該教育課程

における授業科目を我が国において履修する場合について準用する。  

 （大学以外の教育施設における学修）  

第３５条 教育上有益と認めるときは、学生が行う短期大学又は高等専門学校の専攻科

における学修その他文部科学大臣が定める学修を、本学における授業科目の履修とみ

なし、単位を与えることができる。  

２ 前項により与えることができる単位数は、前条第１項及び第２項の規程により本学

において修得したものとみなす単位数と合わせて３０単位を超えないものとする。  

 （入学前の既修得単位等の認定）  

第３６条 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に大学又は短期大学に

おいて履修した授業科目について修得した単位（科目等履修により修得した単位を含

む）を、本学に入学した後の本学における授業科目の履修により修得したものとみな

すことができる。  

２ 教育上有益と認めるときは、学生が本学に入学する前に行った前条第１項に規定す

る学修を本学における授業科目の履修とみなし、単位を与えることができる。  

３ 前２項により修得したものとみなし、又は与えることのできる単位数は、編入学、

転入学等の場合を除き、本学において修得した単位以外のものについては、第３４条

第１項及び第２項並びに前条第１項により、本学で修得したものとみなす単位数と合

わせて６０単位を超えないものとする。  
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第４節 休学、転学、転学科、留学、退学、除籍及び再入学  

 （休学）  

第３７条 病気その他やむを得ない事由により引き続き３か月以上修学できない見込

みの者は、所定の手続により、学長の許可を得て休学することができる。  

２  病気のため修学することが適当でないと認められる者については、                               学長は休学

を命ずることができる。  

 （休学期間）  

第３８条 休学の期間は１年を超えることができない。ただし、やむを得ない事由があ

るときは、学長の許可を得て更に１年以内に限り、期間を延長することができる｡  

２ 休学の期間は、通算して４年を超えることはできない。  

３ 休学の期間は、第１８条の在学年限に算入しない。  

４ 休学期間中にその理由が消滅した場合は、所定の手続により学長の許可を得て復学

することができる。  

 （転学）  

第３９条 他の大学への入学又は転入学を志願しようとする者は、教授会の意見を聴い

て学長の許可を受けなければならない。  

 （転学科）  

第４０条 本学内において、他の学科への転学科を志願する者があるときは、教授会に

おいて選考のうえ学長が転学科を許可することがある。  

２ 転学科の許可を受けた者の修業年限及び既に取得した単位の取扱は、教授会の意見

を聴いて学長が決定する。  

 （留学）  

第４１条 外国の大学又は短期大学で学修することを志願する者は、教授会の意見を聴

いて学長の許可を得、留学することができる。  

２ 前項の許可を得て留学した期間は、第１７条に定める修業年限に含めることができ

る。  

３ 留学に関する事項は別に定める。  

 （退学）  

第４２条 退学しようとする者は、その事由を付して、連帯保証人連署のうえ所定の書

類を提出し、教授会の意見を聴いて学長の許可を受けなければならない。  

 （除籍）  

第４３条 次の各号の一に該当する者は、学長が教授会の意見を聴いて除籍する。  

（１）学生納付金の納付を怠り、督促してもなお納付しない者  

（２）第１８条に定める在学年限を超えた者  

（３）長期間にわたり行方不明の者  

（４）第３８条第２項に定める休学の期間を超えてもなお修学できない者  

（５）死亡した者  

第５節 卒業及び学士の学位 

 （再入学）  

第４４条 次の各号の一に該当する者で再入学を志願する者は、本学の教育に支障のな

い場合に限り、学長は教授会の意見を聴いて相当年次に入学を許可することがある。 

（１）第４２条の規定により退学した者  

（２）第４３項第（１）号及び第（４）号の規定により除籍された者  

２ 前項により入学を許可された者の、既に履修した科目及び単位数の取り扱い並びに

修業年限は、教授会の意見を聴いて学長が決定する。  

 （卒業）  

第４５条 保健医療学部に４年以上、薬学部に６年以上在学し、第２７条の規定により

別に定める単位を修得した者について、教授会の意見を聴いて学長が卒業を認定する。 

（学位の授与）  

第４６条 学長は、前条により卒業を認定された者に対し、以下の学位を授与する。  

47



 

学部 学科 学位（専攻分野） 

 

保健医療学部 

看護学科 学士（看護学） 

リハビリテーション学科 
学士（理学療法学） 

学士（作業療法学） 

薬学部 医療薬学科 学士（薬学） 

    第６節 賞罰 

 （表彰）  

第４７条 学生として表彰に値する行為があった者は、教授会の意見を聴いて学長が表

彰することができる。  

 （懲戒）  

第４８条 本学の諸規程に違背し、若しくは秩序を乱し又は学生の本分に反する行為を

した者は、教授会の意見を聴いて学長がこれを懲戒する。  

２ 前項の懲戒の種類は、訓告、停学及び退学とする。  

３ 前項の退学は、次の各号の一に該当する者に対して行う。  

（１）性行不良で改善の見込みがないと認められる者  

（２）学業劣等で成業の見込がないと認められる者  

（３）正当の理由なくして出席常でない者  

（４）本学の秩序を乱し、その他学生としての本分に著しく反した者  

４ 停学期間は在学年限に算入し、修業年限には算入しないものとする。ただし、停学

期間が３か月未満の場合は、修業年限に算入することができる。  

第７節 聴講生、科目等履修生及び外国人留学生 

 （聴講生）  

第４９条 本学において特定の授業科目を聴講することを志願する者があるときは、本

学の教育に支障のない場合に限り、選考のうえ、聴講生として入学を許可することが

ある。  

２ 聴講生については別に定める。  

 （科目等履修生）  

第５０条 本学の学生以外の者で、本学において一又は複数の授業科目の履修を志願す

る者があるときは、本学の教育に支障がない場合に限り、選考のうえ、科目等履修生

として入学を許可することがある。  

２ 科目等履修生については別に定める。  

 （外国人留学生）  

第５１条 外国人で、大学において教育を受ける目的で入国し、本学に入学を志願する

者があるときは、選考のうえ、外国人留学生として入学を許可することがある。  

２ 外国人留学生については別に定める。  

第８節 入学検定料及び学生納付金 

 （入学検定料及び学生納付金）  

第５２条 入学検定料及び学生納付金については別に定める。  

（聴講生及び科目等履修生の入学検定料及び学生納付金）  

第５３条 聴講生及び科目等履修生の入学検定料及び学生納付金については別に定め

る。  

（納付した授業料等）  

第５４条 納付した入学検定料及び学生納付金は、特別の事情がある場合を除き返戻し

ない。  

第９節 公開講座及び各種講習会 

 （公開講座及び各種講習会）  

第５５条 社会人の教養を高め、文化の向上に資するため、本学に公開講座、各種講習

会を開設することができる。  
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第３章 補則 

 （雑則）  

第５６条 この学則に定めるもののほか必要な事項は別に定める。  

 （改廃）  

第５７条 この学則の改廃は、理事会の議を経て理事長が決定する。  

 

附 則  

１ この学則は、平成２７年４月１日から施行する。  

２ 第５条第３項に定める収容定員は、同条の規定にかかわらず、平成２７年度から平

成３０年度までは、それぞれ以下のとおりとする。  

学

部  
学科  専攻  

平成  

２７年度  

平成  

２８年度  

平成  

２９年度  

平成  

３０年度  

保

健

医

療

学

部  

看護学科  ―  ８０名  １６０名  ２５０名  ３４０名  

リハビリテーション

学科  

理学療法学専攻  

作業療法学専攻  

４０名  

４０名  

８０名  

８０名  

１２０名  

１２０名  

１６０名  

１６０名  

合  計  １６０名  ３２０名  ４９０名  ６６０名  

 

附 則  

１ この学則は、平成３１年４月１日から施行する。ただし、保健医療学部看護学科の

別表１については、平成３１年４月入学生より適用する。  

   附 則  

１ この学則は、令和２年４月１日から施行する。ただし、保健医療学部リハビリテー

ション学科の別表２及び３については、令和２年４月入学生より適用する。  

 

   附 則  

１ この学則は、文部科学省大臣許可（令和２年１０月２３日）から施行する。  

 

   附 則  

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。ただし、保健医療学部看護学科の別

表１については、平成３０年４月入学生より適用する。  

 

   附 則  

１ この学則は、令和３年４月１日から施行する。  

 

   附 則  

１ この学則は、令和３年９月１日から施行する。  

 

附 則  

１ この学則は、令和３年１０月２０日から施行する。  

 

   附 則  

１ この学則は、令和４年４月１日から施行する。  

 

   附 則  

１ この学則は、令和５年４月１日から施行する。  

 

   附 則  

１ この学則は、令和６年４月１日から施行する。ただし、保健医療学部看護学科の別

表１については、令和６年４月入学生より適用する。  
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   附 則  

１ この学則は、令和７年４月１日から施行する。  

 

附 則  

１ この学則は、令和８年４月１日から施行する。 
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湘南医療大学 別科規程 

〔令和７年４月１日〕  

 

 

（趣旨）  

第１条  この規程は、湘南医療大学（  以下「本学」という。）学則第５条の４第２

項の規定に基づき、本学が設置する別科に関して必要な事項を定める。  

 

（別科）   

第２条  別科は、本学の理念に基づき、介護福祉士として必要な学術および技能を実

際的に専修することを目的とする。 

２  介護福祉別科では、介護福祉士を養成することを目的とする。  

３ 介護福祉別科の学生定員は、次のとおりとする。  

名 称（養成課程）・位 置 入学定員 学級数 修業年限 収容定員 

介護福祉別科（昼間） 

神奈川県藤沢市藤沢４９８ 
40 名 1 2年 80 名 

 

（別科長）  

第３  条 別科に別科長を置く。 

 

（審議事項） 

第４条 別科の教育・研究に関する審議事項については、別科委員会（以下「委員会」

という）において審議する。  

 

（学年） 

第５条 学年は、４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

（学期） 

第６条  学年を分けて、次の２学期とする。  

前  期  ４月１日から９月１５日まで  

後  期  ９月１６日から翌年３月３１日まで  

 

（修業年限）  

第７条 修業年限は、第２条に定める年数とする。  

 

（在学年限）  

第８条 修業年限の２倍の年数を超えて在学することができない。 

 

（入学の資格）  

第９条 別科に入学できる者は、次の各号の一に該当する者とする｡ 

（１）高等学校又は中等教育学校を卒業した者 

（２）特別支援学校の高等部又は高等専門学校の３年次を修了した者 

（３）外国において、学校教育における１２年の課程を修了した者 

（４）外国における、１２年の課程修了相当の学力認定試験に合格した１８歳以上の者（１２年

未満の課程の場合は、さらに、指定された準備教育課程（文部科学大臣指定準備教育課程

一覧）又は研修施設の課程（文部科学大臣指定研修施設課程一覧）を修了する必要がある。） 

（５）外国において、指定された１１年以上の課程を修了したとされるものであること等の要件

を満たす高等学校に対応する学校の課程（文部科学大臣指定 高等学校に対応する外国の

学校の課程一覧）を修了した者 

（６）我が国において、外国の高等学校相当として指定した外国人学校（我が国において、高等
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学校相当として指定した外国人学校一覧）を修了した者 

（７）高等学校と同等と認定された在外教育施設（文部科学大臣認定等在外教育施設（高等部を

設置するもの）一覧）の課程を修了した者 

（８）指定された専修学校の高等課程（文部科学大臣指定専修学校高等課程一覧）を修了した者 

（９）旧制学校等を修了した者 

（１０）外国の大学入学資格である国際バカロレア、アビトゥア、バカロレア、GCEA レベルを

保有する者 

（１１）国際的な評価団体（WASC、CIS、ACSI、NEASC）の認定を受けた教育施設（国際的な

評価団体認定外国人学校について）の１２年の課程を修了した者 

（１２）高等学校卒業程度認定試験（旧大検）に合格した１８歳以上の者 

（１３）「飛び入学」した者であって、高等学校卒業程度認定審査に合格した者 

（１４）「飛び入学」した者をその後に入学させる大学において、大学教育を受ける学力があると

認められた者 

（１５）大学において個別の入学資格審査により認めた１８歳以上の者 

 

（入学の出願）  

第１０条 入学を志願する者は、入学願書に入学検定料及び所定の種類を添えて、

指定期日までに本学に願い出なければならない。  

 

（入学者の選考）  

第１１条 入学者の選考は、学力試験その他の方法による。 

２ 入学者の選考に関し必要な事項は、別に定める。 

 

（入学手続及び入学許可） 

第１２条 前条の選考に基づき合格の通知を受けた者は、指定された期日までに

所定の書類を提出するとともに、所定の学生納付金を納付しなければな

らない。 

２    学長は、前項の入学手続を完了した者について、入学を許可する。  

 

（教育課程）  

第１３条 別科の教育課程、授業科目の名称及び単位数並びに修了に必要な単位数  

は別表１のとおりとする。 

 

（授業の方法）  

第１４条 授業は、講義、演習、実験、実習若しくは実技等により行うものとする。 

 

（単位の認定、科目の修得及び評価）  

第１５条 授業科目を履修し、単位認定試験に合格した者には、所定の単位を与え

る。  

２   試験に関し、必要な事項は別に定める。  

 

（成績の評価）  

第１６条 成績の評価は、秀・優・良・可・不可の５ 種とし、秀・優・良・可を合

格、不可を不合格とする。  

（履修方法）  

第１７  条 別科の学生は、第２条に定められた年数以上在学し、所定の授業科目を

履修しなければならない。  

２    前項の履修方法については別に定める。  

 

（休学、退学及び除籍） 

第１８条 休学、退学及び除籍については、本学学則の関係規定を準用する。ただし、休学期間
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は通算して１年を超えることができない。 

 

（修了）  

第１９条  学長は、別科の教育課程を修了した者については、委員会の意見を聴いて、修了

を認定し、修了証書を授与する。  

 

（資格） 

第２０条 前条により修了を認定された者は、別科ごとに以下の受験資格が取得でき

る。  

 

別科の名称 国家試験受験資格 

介護福祉別科 介護福祉士国家試験受験資格 

 

（表彰及び懲戒） 

第２１条 表彰及び懲戒については、本学学則の関係規定を準用する。 

 

（入学検定料及び学生納付金） 

第２２  条  別科の入学検定料及び学生納付金については別表２に定める。 

 

（納付した授業料等）  

第２３  条  納付した入学検定料及び学生納付金は、特別の事情がある場合を除き

返戻しない。  

 

（準用） 

第２４条 この規程に定めるもののほか、別科の学生に関し必要な事項は，学則等学内規程に定

める学部学生に関する規定を準用する。ただし、これによりがたい場合は、学長が別

に定める。 

  

（改廃） 

第２５条 この規程の改廃は、委員会の議を経て学長が決定する。 

 

 

附 則 

１ この規程は、令和７年４月１日から施行する。  
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【別表１】 

領域 指定科目 授業科目名 時間数 単位数 

人間と社会 

人間の尊厳と自立（３０） 人間の尊厳と自立 ３０ １ 

人間関係とｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ 

（６０） 

人間関係とコミュニケーションⅠ ３０ １ 

人間関係とコミュニケーションⅡ ３０ １ 

社会の理解 

（６０） 

社会の理解Ⅰ ３０ １ 

社会の理解Ⅱ ３０ １ 

人間と社会に関する科目 健康と介護予防 ３０ １ 

多文化共生社会とコミュニケーションⅠ ３０ １ 

多文化共生社会とコミュニケーションⅡ ３０ １ 

人間と社会 合計 ２４０ ８ 

介護 

介護の基本 

（１８０） 

介護の基本Ⅰ ３０ １ 

介護の基本Ⅱ ３０ １ 

介護の基本Ⅲ ３０ １ 

介護の基本Ⅳ ３０ １ 

介護の基本Ⅴ ６０ ２ 

コミュニケーション技術 

（６０） 

コミュニケーション技術Ⅰ ３０ １ 

コミュニケーション技術Ⅱ ３０ １ 

生活支援技術 

（３００） 

生活支援技術Ⅰ ３０ １ 

生活支援技術Ⅱ ９０ ３ 

生活支援技術Ⅲ ９０ ３ 

生活支援技術Ⅳ ６０ ２ 

生活支援技術Ⅴ ３０ １ 

介護過程 

（１５０） 

介護過程Ⅰ ６０ ２ 

介護過程Ⅱ ６０ ２ 

介護過程Ⅲ ３０ １ 

介護総合演習 

（１２０） 

介護総合演習Ⅰ ６０ ２ 

介護総合演習Ⅱ ３０ １ 

介護総合演習Ⅲ ３０ １ 

介護実習 

（４５０） 

介護実習Ⅰ １２０ ２ 

介護実習Ⅱ-1 １６０ ３ 

介護実習Ⅱ-2 １７６ ４ 

介護 合計 １２６６ ３６ 

こころとからだ

のしくみ 

こころとからだのしくみ 

（１２０） 

こころとからだのしくみⅠ ３０ １ 

こころとからだのしくみⅡ ３０ １ 

こころとからだのしくみⅢ ３０ １ 

こころとからだのしくみⅣ ３０ １ 

発達と老化の理解 

（６０） 

発達と老化の理解Ⅰ ３０ １ 

発達と老化の理解Ⅱ ３０ １ 

認知症の理解 

（６０） 

認知症の理解Ⅰ ３０ １ 

認知症の理解Ⅱ ３０ １ 

障害の理解 

（６０） 

障害の理解Ⅰ ３０ １ 

障害の理解Ⅱ ３０ １ 

こころとからだのしくみ 合計 ３００ １０ 

医療的ケア 
医療的ケア（５０） 医療的ケアⅠ 68（50）＊ ２ 

医療的ケアⅡ ６０ ２ 
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医療的ケア 合計 １１０ ４ 

総時間数  １９１６ ５８ 

＊実時間で 50 時間以上の履修が必要 

 

 

【別表２】 

 

１）入学検定料 

（単位：円） 

項  目 金  額 

入学検定料 20，000 

 

 

2）学生納付金（入学金、授業料） 

 

（単位：円）          

項  目 金  額 

入 学 金 200，000 

授 業 料（年額） 600，000 

施設維持費（年額） 170，000 

実 習 費（年額） 80，000 

合 計 1，050，000 
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湘南医療大学 介護福祉別科履修規程 

 
（趣旨） 

第１条 湘南医療大学別科規程（以下「規程」）第１５条及び第１７条の規定に基づき、こ

の規程を定める。 

 

（授業科目等） 

第２条 本学介護福祉別科を修了し、介護福祉士の資格を取得するために、規程別表１に定

める科目をすべて履修しなければならない。 

 

（欠席届） 

第３条 病気その他やむを得ない理由により授業を受けることができなかった者は、欠席

届を当該科目の担当教員に提出しなければならない。 

２ 忌引きによる欠席の場合は、欠席届の提出により、次の範囲内で欠席の扱いとしない。 

一親等（父・母・子）又は配偶者          連続する７日間（休日を含む） 

二親等（兄弟姉妹・祖父母）            連続する３日間（休日を含む） 

三親等（叔（伯）父・叔（伯）母、曾祖父母、甥姪） １日間 

３ 前項の規定によりがたい場合は、委員会にて協議の上、対応を決定する。 

 

（交通機関の不通等に伴う休講） 

第４条 次の各号のいずれかに該当するとき、授業は原則として休講とする。 

（１）事故、地震、積雪、ストライキ等により、ＪＲ東海道線または小田急江ノ島線が不通

のとき。ただし、バス等による代替輸送がある場合は不通とはみなさない。 

（２）神奈川県全域に警報（大雨、暴風雨、大雪、暴風雪）、特別警報（以下「警報」とい

う）発令時 

２ 前項により休講になった場合でも、ＪＲ東海道線または小田急江ノ島線のいずれかが

復旧した場合、または警報が解除された場合は次のとおり授業を行う。 

復旧（警報解除）時間 授業実施時限 

6：00 現在で復旧（警報解除）された場合 1 時限から実施 

10：00 現在で復旧（警報解除）された場合 3 時限から実施 

３ 第１項に定める場合の他、学長は災害その他緊急と認める場合は、授業を休講とするこ

とができる。 

 

（試験） 

第５条 試験には、定期試験、追試験及び再試験がある。 

２ 定期試験は、当該授業が終了する期末、もしくは当該科目開講期間中に担当教員の判断

により行うことができる。 

３ 試験の方法は、記述試験の他、論文、報告書（レポート）提出、口述（諮問）、実技等

を課すことができる。 

 

（履修認定と出席時間数） 

第６条 原則として、別科規程別表１に掲げる各科目の出席時間数が指定規則に定める時

間数の３分の２（ただし、介護実習（介護実習Ⅰ、介護実習Ⅱ）においては、５分の４）に

満たない者については、当該科目の履修の認定を受けることができない。 

２ 第３条第２項に定められた忌引きは、前項の出席時間数に含まないため、その理由によ

り出席時間数が不足する場合には、不足する時間分の補講を受けなければ履修の認定を受

けることができない。 
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３ 定められた納付金を期日までに納付しない者は、第１項の出席時間数を満たしても履

修の認定を受けることができない。 

 

（遅刻・早退・欠席） 

第７条 授業開始の３０分以内の入室は遅刻とみなし、それ以降の遅刻は、欠席扱いとする。 

２ 授業終了３０分前の講義室、演習室、実習施設からの退室・退去は、早退とみなし、そ

れ以前の早退は、欠席扱いとする。 

３ 遅刻及び早退は、科目の３分の１回分の欠席扱いとする。 

４ 電車遅延等、やむを得ない理由での遅刻は、証明書を添付し、出席届出書を提出しなけ

ればならない。 

 

（成績評価の基準・評価） 

第８条 成績はシラバスに定めた基準により判定する。 

２ 成績評価については、学則第３１条に基づき、下表のとおりとする。評点に対して、グ

レード・ポイント（以下「ＧＰ」という）を設定し、不合格その他ＧＰを「０」と算定する

授業科目も含めて、別表１に定められた授業科目のグレード・ポイントの平均（グレード・

ポイント・アベレージ、以下「ＧＰＡ」という）を算出し、総合成績評価を行う。 

評価 評点 ＧＰ 単位の授与 

秀（Ｓ） 90～100 点 ４ 

授与 
優（Ａ） 80～89 点 ３ 

良（Ｂ） 70～79 点 ２ 

可（Ｃ） 60～69 点 １ 

不可（Ｄ） 59 点以下 ０ 

不授与 放棄（Ｏ１） 受験資格喪失 ０ 

放棄（Ｏ２） 定期試験受験の放棄 ０ 

／ 評価対象外 算定しない 評価対象外 

３ 秀（Ｓ）、優（Ａ）、良（Ｂ）及び可（Ｃ）は合格、不可（Ｄ）は不合格とする。 

４ 放棄（Ｏ１）評価の授業科目及び放棄（Ｏ２）評価の授業科目の単位数は、ＧＰＡの登

録単位数に加算する。 

５ 再試験において単位を授与する場合の評価は、可（Ｃ）「60 点」とする。 

６ ＧＰＡの算出基準は次のとおりとする。 

  ＧＰＡ＝［授業科目のＧＰ／その授業科目の単位数］の総和 

／［ＧＰＡ対象科目の総単位数］ 

７ ＧＰＡは、当該学科における学修状況及び成果を示す指標である「学期ＧＰＡ」と在学

中における全期間の学修状況及び成果を示す指標である「累積ＧＰＡ」の２種類とする。 

８ ＧＰＡの結果は、修学指導の参考として用いる場合がある。 

 

（追試験） 

第９条 忌引き、疾病、その他やむを得な理由により定期試験を受けることができなかった

者は当該授業科目について追試験（実習のときは追実習）を受けることができる。 

２ 追試験を受けようとする者は、「追試験申請書」（追実習のときは「追実習願」に、疾病

の場合は医師の診断書、他の場合は証明書または理由書を添え、原則として、当該科目の試

験の日から所定の期日までに学長に提出し、その許可を得なければならない。 

３ 追試験（追実習）の成績評価は、優（Ａ）「89 点」を上限とする。 

 

（再試験） 

第１０条 第５条に定める試験及び第９条に定める追試験で成績が合格点に達しなかった
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場合は必要に応じて科目担当教員等の判断により再試験（実習のときは再実習）を行うこと

ができる。 

２ 再試験を許可された者は、「再試験願」（再実習のときは「再実習願」に次の表に定める

再試験料（実習のときは再実習料）を添えて提出しなければならない。 

区分 金額 

再試験料 １科目につき 2,000 円 

再実習料 １日につき 2,000 円 

３ 再試験（再実習）で合格した場合の成績は、可（Ｃ）「60 点」を上限とする。 

 

（不正行為） 

第１１条 試験中に不正行為をした者については、その試験科目の受験資格を取り消し、懲

戒に関する細則に基づき手続きを取ることがある。 

 

（補則） 

第１２条 この規程に定めるもののほか、介護福祉別科学生が履修において守るべき事項

は、別に定める。 

 

（改廃） 

第１３条 この規程の改廃は、別科委員会の議を経て学長が行う。 

 

附則 

１ この規程は、２０２５（令和７）年４月１日から施行する。 
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湘南医療大学学生規程 

（平成 27年４月１日） 

最新改正（令和３年４月１日） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、湘南医療大学（以下「本学」という。）の学生が学生生活上守るべき

事項について定めるものとする。 

 

（誓約書等） 

第２条 本学の学生となった者は、本学の学生であることを自覚し、学則や学内規則を遵守

しなければならない。 

２ 本学の学生になろうとする者は、誓約書（様式第１号）及び保証書（様式第２号）を定

められた期日までに提出しなければならない。 

３ 第一保証人（保護者）、第二保証人は、保証する学生の身上及び学生納付金の納入につ

いて、その責に任ずる者とする。 

４ 学生は、保証人を変更したとき又は保証人が住所等を変更したときは、直ちに保証人等

変更届（様式第３号）を提出しなければならない。 

 

（戸籍・住所等届） 

第３条 学生は、住所等（変更）届（様式第４号）に必要事項を記入して、入学後速やかに

提出しなければならない。 

２ 前項の提出後、記載事項に変更のあったときは速やかに届け出なければならない。なお、

氏又は名を改めたときは、住民票記載事項証明書を添えて提出すること。 

 

（学生証） 

第４条 学生は、入学の際、学生証（様式第５号）の交付を受けるものとする。 

２ 学生は、常に学生証を携帯し、本学の教職員から求められたときは、直ちにこれを提示

しなければならない。 

３ 学生は、学生証を紛失し、若しくは汚損したとき、又は記載事項に変更が生じたときは、

学生証再交付（書換）願（様式第６号）を提出し、再交付又は書換を受けなければなら

ない。 

４ 学生証は、他人に貸与し、又は譲渡してはならない。 

５ 学生は、卒業、退学又は除籍等により学籍を失ったとき及び有効期限が到来したときは、

直ちに学生証を返却しなければならない。 

６ 学生証の有効期間は在学期間とする。 

 

（更衣ロッカーの使用） 

第５条 学生は、在学中、指定の更衣ロッカーを使用するものとする。 

２ 前項の更衣ロッカーは、学生が各自の責任のもとに使用するものとし、鍵及び保管物品

の管理には充分留意するものとする。 

３ 学生は、卒業、退学又は除籍等により学籍を失ったときは、直ちにロッカー内の物品を

撤去し、鍵を返却しなければならない。 

 

（健康診断） 

第６条 学生は、毎学年定期又は臨時に行う本学の健康診断を受けなければならない。 

２ 学生は、前項の健康診断の結果に基づいて本学が行う保健指導上の指示に従わなけれ

ばならない。 
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（証明書等の発行） 

第７条 学生は、次表左欄に掲げる証明書等の交付を希望するときは、それぞれ右欄に掲げ

る書類を提出しなければならない。 

証 明 書 等 提  出  書  類 

 在学証明書 

 証明書交付願（様式第７号） 

 成績証明書 

 卒業（見込）証明書 

 単位修得証明書 

 その他の証明書等 

 通学証明書  通学証明書交付願（様式第８号） 

 学生旅客運賃割引証  学生旅客運賃割引証（学割証）交付願（様式第９号） 

 

（休学等） 

第８条 学生は、学則の規定に基づき休学、復学、転学、転学科又は留学しようとする場合は、

学籍等異動願（様式第 10 号）を提出しなければならない。 

 

（クラブ・サークル等） 

第９条 学生が、学内においてクラブ・サークル等（以下「学生団体」という。）を設立し

ようとするときは、学生団体設立（変更）願（様式第 11号）に規約を添えて提出し、学

長の許可を受けなければならない。また、学生団体が規約又は学生団体設立（変更）願の

記載事項を変更しようとするときも同様とする。 

２ 前項の学生団体の設立に当たっては、本学の専任の教授、准教授、講師又は助教のうち

から顧問を定めなければならない。 

３ 学生団体は、毎年５月末日までに、前年度の活動状況等を記載した学生団体活動報告書

（様式第 12号）を提出しなければならない。 

４ 学生団体が解散したときは、すみやかに学生団体解散届（様式第 13号）を提出しなけ

ればならない。 

５ 第１項の規定により、学生は、学長の許可を申請するにあたって、次の各号に該当する

場合は申請してはならない。 

 （１）本学の名誉を傷つけるもの 

 （２）特定の個人、団体等を誹謗し、又はその名誉を傷つけるもの 

 （３）特定の団体（政治・宗教団体を含む）を支持し、非合法な行為（暴力を含む）を行

使しようとするもの 

 （４）その他、学生団体として不適当であると認められるもの 

 

（学外団体への加盟） 

第 10条 学生団体が学外の団体に加盟又は脱退したときは、学外団体加盟（脱退）届（様

式第 14号）を提出しなければならない。  

 

（活動の制限等） 

第 11条 学生団体が次の各号に掲げる事項に該当するときは、学長は、当該学生団体の活

動を停止するとともに設立の許可を取り消すことができる。 

 （１）その行為が本学の定めた規程に違反し、又は学内の秩序を乱し、若しくは教育研究

に支障をきたす恐れがあると認められるとき 

 （２）学生団体に事故が発生するなど、その運営が適正に行われなかったとき 

 （３）学生団体の活動を行う学生が不祥事に関係し、かつ、それが当該学生団体と密接な

関連のあったとき 
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 （４）学生団体の活動が長期にわたって行われなかったとき、又は学生団体活動報告書の

提出がなされなかったとき 

 

（学生等の施設利用） 

第 12条 学生及び学生団体（以下「学生等」という。）が学内施設を占有して使用しようと

する場合は、当該使用の責任者は、原則として３日前までに施設使用願（様式第 15 号）

を提出し、許可を受けなければならない。 

２ 前項による使用その他学内施設使用上の遵守事項等については、別に定める。 

 

（学外での活動） 

第 13条 学生等は、本学の名若しくはそれを意味する名義をもって、学外において活動す

るときは、原則としてその７日前までに学外活動届（様式第 16号）を提出しなければな

らない。 

 

（学内掲示等） 

第 14条 学生等による学内での掲示物の掲示、立看板の掲出及びちらし、ビラ等の文書配

布については、次の各号に定めるところにより行うものとする。 

 （１）掲示物は、所定の掲示板に掲示すること。 

 （２）立看板の掲出は認めない。掲示物や、ちらし、ビラ等の文書配布については、学内

掲示願（様式第 17号）を提出し、学長の許可を受けなければならない。 

 （３）掲示物の掲示期間は３週間以内とし、この期間を経過した掲示物は、掲示責任者に

おいて撤去すること。 

 （４）学内で配布したちらし、ビラ等で放置されたものは、配布責任者において回収し、

その散乱防止に努めること。 

２ 前項において、学生等は、学長の許可を申請するにあたって、次の各号に該当する場合

は申請をしてはならない。 

（１）特定の個人、団体等を誹誇し、又はその名誉を傷つけるもの 

（２）虚偽の事項を掲載したもの 

（３）特定の宗教活動や政治活動等を勧誘するもの 

（４）その他掲示等することが不適当であると認められるもの 

 

（寄付募集等） 

第 15条 学生等が、大学の名又はそれを意味する名義をもって、学内外における寄付募集、

物品販売その他これらに類する行為をしようとするときは、公の機関が行う活動に協力

するものに限ることとし、あらかじめ寄付募集等実施願（様式第 18号）を提出し、学長

の許可を受けなければならない。 

２ 前項の寄付募集等を行った場合は、その実施結果について寄付募集等結果報告書（様式

第 19号）を学長に提出するものとする。 

 

（事故等の報告） 

第 16条 学生又は保証人は、学生が交通事故その他の事故又は事件の当事者になった場合

は、すみやかに事故等報告書（様式第 20号）を提出しなければならない。 

 

（自動車等による通学の禁止） 

第 17条 学生の自動車、オートバイ及び原動機付き自転車等による通学は禁止する。ただ

し、学長が特に認めた場合は、この限りでない。 

 

（科目等履修生等への準用） 

61



 

第 18条 この規程は、科目等履修生及び聴講生について準用する。ただし、第５条、第６

条、第９条、第 10条及び第 11条の規定は、科目等履修生及び聴講生には、準用しない。 

 

（補 則） 

第 19条 この規程に定めるもののほか、学生が学生生活上守るべき事項は、学長が別に定

める。 

 

  附 則 

１ この規程は、平成 27年４月１日から適用する。 

  附 則 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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湘南医療大学ハラスメント防止規程 
 

（平成 27年 4月 1日制定） 

（令和４年４月１日改正） 

 

第１章 総 則 

 

（目的） 

第１条 この規程は、湘南医療大学（以下「本学」という。）におけるハラスメントの防

止、排除及びハラスメントに関する問題の対応について必要な事項を定め、学生及び教

職員等が、建学の理念である「人を尊び、命を尊び、個を敬愛す」という精神に基づき

個人として尊重され、教育及び研究並びに修学或いは就労の諸活動の快適な環境を醸成

し、維持することを目的とする。 

（適用） 

第２条 この規程は、本学の関係者のうち次の各号に掲げる者（以下「構成員」とい

う。）を対象とする。 

 （１）本学の学生等（本科学生、聴講生、研究生、科目等履修生及び本学において就学

する者） 

 （２）本学の教職員等（専任教職員、非常勤講師、契約職員、本学において就労する派

遣労働者及び委託業務従事者） 

 （３）その他、継続的に本学の教育研究に携わる者（学生等の家族、各種実習先等で職

務上の関係を有する者等） 

（定義） 

第３条 この規程において、ハラスメントとは、他人への不適切な言動により不快感や不

利益を与え、相手方の尊厳又は人権を侵害し、本学における生活・修学環境、教育研究

環境並びに就労環境等を害することをいい、次の各号に掲げるハラスメントを総称する

ものとする。 

 （１）セクシュアル・ハラスメント 

   ア 地位及び権限を利用し、相手への利益の供与又は不利益の回避を代償として、

相手の意に反する性的な要求を行うこと 

   イ 生活・修学環境、教育研究環境、就労環境等を害する相手の意に反する性的な

言動を行うこと 

 （２）アカデミック・ハラスメント 

    教育研究上、優位的立場にある者が、その優位性を背景に、相手の意に反する社

会通念上不適切な言動を行い、相手の学修意欲、教育研究意欲を低下させること又

は生活・修学環境、教育研究環境を害すること 

 （３）パワー・ハラスメント 

    職務上、優位的立場にある者が、その優位性を背景に、相手の意に反する社会通

念上不適切な言動を行い、相手の就労意欲を低下させること又は就労環境を害する

こと。 

 （４）その他優越的な地位に基づき行う（１）、（２）、（３）に準じる嫌がらせや差別行

動。  

（禁止行為） 

第４条 構成員は、他の構成員を教育及び研究並びに修学或いは就労の諸活動における対

等なパートナーとして認め、学園における健全な秩序並びに協力関係を保持する義務を

負うとともに、学園内において次項から第５項に掲げる行為をしてはならない。 

２ セクシュアル・ハラスメント 

 ① 容姿及び身体上の特徴に関する不必要な発言 
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 ② 性的及び身体上の事柄に関する不必要な質問 

 ③ わいせつ画像の閲覧、配布、掲示等 

 ④ うわさの流布 

 ⑤ 不必要な身体的接触 

 ⑥ プライバシーの侵害 

 ⑦ 性的な言動により、相手の研究・勉学・就労等の意欲を低下せしめ、能力の発揮を

阻害する行為 

 ⑧ 性的な言動への抗議又は拒否等を行った相手に対して、解雇、退学、配置転換等の

不利益を与える行為 

 ⑨ 交際・性的な関係の強要 

 ⑩ その他相手方に不快感を与える性的な言動 

３ アカデミック・ハラスメント 

 ① 学習・研究活動の妨害 

 ② 指導義務の放棄、指導上の差別 

 ③ 研究成果の搾取 

 ④ 精神的虐待や誹謗中傷 

 ⑤ 不適切な環境下での指導の強制 

 ⑥ 権力の濫用 

 ⑦ プライバシーの侵害 

 ⑧ 他大学の学生、留学生、聴講生、ゲスト、他のゼミの学生などへの排斥行為 

 ⑨ その他教育研究上の優位性を背景にした、相手方への不適切な言動、また言動によ

り職場・教育環境を悪化させる行為 

４ パワー・ハラスメント 

 ① 職務上の上下関係を用いて、違法行為を強制する。また断った際に嫌がらせ 

 ② 上司が部下からの要請があるにもかかわらず、適切な指導助言等の放棄、また指導

上の差別 

 ③ 必要性のない指示命令 

 ④ 理由なく時間外勤務を強要する、それを拒否したことにより不利益な取り扱い 

 ⑤ 業務の指導と称してどなったり、根拠なく個人を誹謗中傷 

 ⑥ 業務の指導の範疇を超えて、相手の人格を傷つけ、人権を侵害するような言動 

 ⑦ 個人的な感情で、状況に適さない過度な要求等 

 ⑧ 仕事の遅延、行き詰まり等を部下のせいにし、うっ積をはらす行為 

 ⑨ 権力を背景にして相手の存在を認めないような態度を継続的にとる行為 

 ⑩ 多数の者がいるところでの罵倒 

 ⑪ 部下や学生を軽視、侮蔑したり仲間はずれにする、それにより職場環境を悪化させ

る行為 

 ⑫ 相手の評判を落とすようなことを言いふらす 

 ⑬ 不必要にプライバシーに踏み込んだ発言や質問 

 ⑭ 私生活や私的活動への参加や協力を強要 

 ⑮ その他、職務上の優位性を背景にした、相手方への不適切な言動、また言動により

職場・教育環境を悪化させる行為 

５ その他のハラスメント 

  前３項に定めるもののほか、相手の人格や個人の尊厳を傷つける不適切で不当な言

動、指導又は待遇を指す。 

（制裁） 

第５条 前条第２項から第５項に掲げる行為を為した構成員に対しては、教職員の場合に

は就業規則第 108条又は就業規則（非常勤職員）第 67条、学生である場合には学則第

48条又は大学院学則第 37条及び学生懲戒規程第２条に基づき厳正な制裁を行う。な
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お、制裁の区分については、次の要素を総合的に判断して決定する。 

 （１）行為の具体的態様（時間・場所・内容・程度等） 

 （２）当事者同士の職位等の関係 

 （３）被害者の対応、心情、被害の有無程度等 

２ 学長は、相手方が構成員でない場合は、相手方が所属する組織・団体等に対し必要な

措置を取ることを求める申し入れを行う。 

（対象とするハラスメントの範囲） 

第６条 この規程が対象とするハラスメントは、行為者が構成員である時は、行為の行わ

れた場所、時間の如何にかかわらず対象とする。 

２ 当事者の一方が、本学の構成員でない場合、本学の教育研究活動に影響を及ぼす事案

については、この規程を準用する。 

（本学の責務） 

第７条 本学は、第１条の目的を達成するため、次の各号に掲げる責務を負うものとす

る。 

 （１）本学の構成員に対し必要な教育及び啓発活動（パンフレットの配布、ポスター掲

示等）を行うとともに、適切な広報、研修を行うよう努めること 

 （２）ハラスメント事案が発生した場合には、相談窓口を設置等、被害の救済に万全を

期して、適切な対応を行い、事態の解決に努めること 

 （３）ハラスメント事案申立者の人権を尊重し、守秘義務を徹底すること 

（本学の構成員の責務） 

第８条 本学の構成員は、第１条の目的を達成するため、次の各号に掲げる責務を負うも

のとする。 

 （１）生活、学修、教育、研究及び業務等のあらゆる場面において、他者の人権を尊重

すること 

 （２）ハラスメントが、行為者の意図にかかわらず、相手方の受け止め方によるもので

あることを十分理解し、ハラスメントと受け取られるおそれのある言動を行わない

こと 

 （３）ハラスメントの防止に努め、ハラスメントのない環境を醸成し維持することに努

めること 

（ハラスメント防止委員会等） 

第９条 本学は、第１条の目的を達成するために、ハラスメント防止委員会（以下「防止

委員会」という。）を置く。 

２ 本学は、ハラスメントの相談に対応するために、ハラスメント相談員（以下「相談

員」という。）を置く。 

３ 本学は、ハラスメント事案の調停のために、必要に応じてハラスメント調停員（以下

「調停員」という。）を置く。 

４ 本学は、ハラスメント事案の調査のために、必要に応じてハラスメント調査委員会

（以下「調査委員会」という。）を置く。 

５ 前各項に掲げる防止委員会、相談員、調停員及び調査委員会の組織並びに運営等につ

いては、別に定める。 

 

第２章 ハラスメント事案の取扱 

 

（ハラスメント事案の解決手順） 

第 10条 ハラスメントに関する事案の解決手順は、次の各号に掲げるものとする。 

 （１）相談 

 （２）意見通知 

 （３）調停 
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 （４）調査 

 （５）認定 

 （６）是正の勧告 

２ 本学の構成員が、ハラスメントについて相談し、又は意見通知、調停或いは調査を申

し立てようとするときは、所定の手続きを行わなければならない。 

（相談） 

第 11条 本学の構成員は、次の各号に掲げる場合、ハラスメントに関する苦情相談を行

うことができる。 

 （１）構成員本人がハラスメントによる被害を受けたと感じたとき 

 （２）他の構成員がハラスメントを受けているのを見て、不快に感じたとき 

 （３）他の構成員から、ハラスメントをしている旨の指摘を受けたとき 

 （４）他の構成員から、ハラスメントに関する相談を受けたとき 

２ ハラスメントの相談は、原則として男女を含む複数の相談員が受けるものとする。 

３ 相談者は、相談員が認めた場合には、相談に際して家族、友人又は教職員等を付き添

わせることができる。 

４ 相談員は、相談の事案について、文書をもって防止委員会に報告する。 

５ 相談員は、相談者の同意の上、防止委員会に対し意見通知、調停又は調査の申し立て

を行うことができる。 

（意見通知） 

第 12条 意見通知とは、申立人から請求があった場合、ハラスメントを行ったとされる

者（以下「相手方」という。）に対して申立の内容を通知することにより、問題の解決

を図ることをいう。 

２ 意見通知は、申立人から請求があり、防止委員会が必要と認めた場合に行う。 

３ 意見通知は、防止委員会委員長及び委員長が指名する防止委員会委員、又は相談員が

必ず複数名で行う。 

４ 意見通知に際して、相手方に異議のある時は、その事情を聴取する。 

５ 意見通知にあたった者は、その結果を防止委員会及び申立人に報告する。 

（調停） 

第 13条 調停とは、調停員が当事者相互の話し合いの場を設け又は相互の主張の仲立ち

を行い、問題の解決を図ることをいう。 

２ 調停は、申立人からの請求があり、防止委員会が必要と認め、かつ相手方の同意があ

った場合に開始する。 

３ 調停は、学長から委嘱を受けた調停員が、必ず複数名で行う。 

４ 調停は、調停員、申立人及び相手方の三者が同席する方法若しくは調停員が間に入り

当事者同士が相対しない方法、又はその併用によって行う。 

５ 調停は、以下の各号に掲げる場合に終了する。 

 （１）申立人及び相手方の双方が、調停案を受け入れたとき 

 （２）申立人又は相手方のいずれかが、調停の打ち切りを希望したとき 

 （３）申立人及び相手方が、相当期間内に合意に達する見込みがないとき 

６ 調停により合意が得られたときは、申立人、相手方及び調停員の三者で、合意内容を

文書によって確認する。 

７ 調停員は、調停の結果について、文書をもって防止委員会に報告する。 

（調査） 

第 14条 調査とは、ハラスメント事案の解決のために、当該事案の事実関係について確

認するために行う調査をいう。 

２ 調査は、次の各号に掲げる場合に行う。 

 （１）申立人から請求があり、学長が必要と認めたとき 

 （２）申し立てはなされていないが、当該事案が重大であり、学長が必要と認めたとき 
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３ 調査は、学長が指名する者で構成する調査委員会が行う。 

４ 当該事案関係者は、調査に対し誠実に協力しなければならない。 

５ 調査委員会は、当該事案に関して調査した事実関係と、ハラスメントに該当するか否

かの意見を付した報告書を作成し、学長に提出する。 

（ハラスメントの認定） 

第 15条 学長は、調査委員会からの報告に基づき、当該事案のハラスメント認定につい

て防止委員会に諮問する。 

２ 学長は、防止委員会の答申に基づき、当該事案のハラスメント認定又は不認定を行

う。 

３ 学長は、調査結果及びハラスメントの認定結果を、申立人及び相手方に通知する。 

（是正の勧告） 

第 16条 防止委員会の委員長は、学長の命を受け、ハラスメントの認定を受けた相手方

に対して、言動の是正を勧告する。 

（不服申立） 

第 17条 申立人又は相手方は、ハラスメントの認定又は不認定について不服があるとき

は、通知を受けた日から 30日以内に、防止委員会に不服の申立を行うことができる。 

２ 防止委員会は、不服申立を学長に報告し、学長の諮問に応じて、不服申立の受理又は

棄却を審議する。 

３ 学長は、不服申立の受理又は棄却を決定し、防止委員会の委員長に、当事者へ結果を

通知させる。 

（再調査） 

第 18条 前条に定める手続きにおいて、学長は防止委員会に対し、当該事案の再調査を

命じることができる。 

２ 再調査に当たっては、当該事案にかかわった調査委員会の委員を全員交代させる。 

（緊急時の対応） 

第 19条 学長は、事案が緊急を要すると認めた場合には、被害者の安全を確保するため

の措置を講ずることができる。 

（ハラスメント事案の情報公開） 

第 20条 防止委員会及び調査委員会は、ハラスメント事案について、原則として公開し

ない。 

２ 防止委員会は、再発防止上必要と認められる場合は、学長の命により、当事者のプラ

イバシー、名誉その他の人権に配慮したうえで公表することができる。 

 

第３章 補 則 

 

（代理人及び補佐人） 

第 21条 相談者又は申立人及び相手方は、相談、意見通知、調停及び調査にあたって、

原則として、代理人及び補佐人を代理出席又は同席させることができる。 

（守秘義務） 

第 22条 防止委員会の委員、相談員、調停員及び調査委員会の委員は、ハラスメント事

案に関わる人の人権を尊重し、プライバシーの保護に努めるとともに、職務上知り得た

ことを、他に漏らし又は利用してはならない。尚、その職務を退いた後も同様とする。 

（不利益取扱の禁止） 

第 23条 ハラスメントに関する相談、申立、調査の協力及び証言等に関して正当な対応

をした者に対して、このことをもって何らかの不利益な取扱をしてはならない。 

（虚偽証言の禁止） 

第 24条 本学の構成員は、ハラスメント事案に関して、虚偽の申立や証言をしてはなら

ない。 
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（報復の禁止） 

第 25条 防止委員会は、相手方から相談者、申立人、相談員、調停員、防止委員会の委

員及び調査委員会の委員その他の関係者に対する報復禁止の誓約書の提出を求めること

ができる。 

（改廃） 

第 26条 この規程の改廃は、防止委員会の意見を聴いて学長が決定する。 

 

 

   附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、平成 30年８月８日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

   附 則 

 この規程は、令和４年４月１日から施行する。 

湘南医療大学ハラスメント防止等のための指針 

（平成２７年４月１日） 

 

 この指針は、「湘南医療大学ハラスメント防止規程」に基づきハラスメントのない大学に

していくためのものです。 

 

第１ ハラスメントを防止するために学生及び教職員が認識すべき事項について 

１ 基本的な心構え 

ハラスメント防止のため、互いに尊厳を守り適正な行動をとりましょう。 

（１）人格・人権を尊重し合いましょう。 

（２）パートナー意識を大切にしましょう。 

（３）性別に対し優劣のある見方をしないよう気をつけましょう。 

（４）権力関係で支配したり、心理的に圧迫しないようにしましょう。 

 

２ 相手の立場に立つ 

 （１）その人の言動がハラスメントに当たるか否かは、個人、性別、立場等により受け止

め方に差があります。相手がどのように受け止めるかが重要になります。 

誤解を生みやすい言動 

例） ・ 親しさを表すつもりの言動 

・ 相手も許容するだろうとの思い込み 

・ 相手と良好な関係が築けているとの思い込み など 

 

◎相手に不快感、不満感、恐怖心、圧迫感等を与える場合があるので気を付けましょう。 

（２）相手が嫌がっている場合同じ言動を繰り返さないようにしましょう。 

（３）相手がハラスメントを受けていると認識していても、常に意思表示するとは限りま

せん。 

    上司、指導教員等との関係を考慮し拒否できない場合があることを認識することが

68



 

大切です。 

（４）ハラスメントはどこでも発生します。学内・外を問わず防止に努めましょう。 

歓送迎会、ゼミナールなどハラスメントが生じやすい状況、場面では特に注意が必

要です。 

 （５）インターネットのＳＮＳ（ソーシャルネットワークサービス）等に特定の個人に対

する不用意な書き込みをすることはやめましょう。 

 

３ ハラスメントになりやすい言動 

 （１）セクシュアル・ハラスメントになりやすい言動 

① 学内・外で起きやすいもの 

例） ・返答に困るような性的プライバシーに立ち入った質問や冗談を言う 

・インターネット上に性的な風評を掲載する 

・食事やデートへのしつこい誘い 

・「男の子、女の子」、「おじさん、おばさん」、“○○ちゃん”やニックネーム 

による呼称 

・「男のくせに根性がない」、「女には仕事を任せられない」、などの発言 

・女性である（男性である）というだけの理由で仕事や研究実績等に対する不

当な評価 
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② 主に学外で起きやすいもの 

例） ・酒席で、異性の隣席への指定、お酌の強要 

・性的な関係の強要 

・通勤・通学の途上だからと自宅への送迎を強要 

 

（２） アカデミック・ハラスメントになり得る言動 

例） ・学生や部下を傷つけるネガティブな言動 

   ・指導義務の放棄や指導上で差別を行う 

   ・望まない研究テーマ、就職先などを強要して選択権を侵害する 

   ・アイディアの盗用や研究成果の搾取 

・文献・図書や機器類を使わせない、正当な理由なく研究室への立入りを禁止

す 

る、研究費申請や研究出張を認めないなど研究遂行上の妨害 

 

（３） パワー・ハラスメントになり得る言動 

例） ・罵声や嫌味 

・人格、仕事ぶりなどの否定 

・不当な評価 

・自分のやり方の押しつけ 

・責任のなすりつけ  

・仕事や情報を与えない 

・退職の強要 

 

（４） その他ハラスメントになり得る言動 

例） ・加害者とされた者が「ハラスメントを口外したら将来はないよ」と被害者を

脅 

迫する（被害者への報復 二次ハラスメント） 

・「これくらい我慢したら」、「教育熱心なだけだよ」（被害の矮小化や加害者の

擁 

護 二次ハラスメント） 

・テクノロジーに詳しい人が苦手な人に対し「そんなの簡単だよね」など嫌が

らせを言う（テクノロジー・ハラスメント） 

・上下関係、部の伝統、集団によるはやしたて、罰ゲームなどといった形で心

理  的な圧力をかけ、飲まざるをえない状況に追い込む（アルコール・ハ

ラスメント） 

  

４ 処分 

 教職員は、ハラスメントの様態等によっては信用失墜行為、教職に携わる者にふさわし

くない非行等に該当し、処分に付されることがあります。また、学生等においても処分に

付される場合があります。 

第２ 適正な修学・就労環境の確保について 

 修学・就労環境は、学生・教職員の協力の下で形成されます。学生・教職員は、次の事

項について積極的に関心をもち適切な環境づくりに努めましょう。 

ミーティングなどで解決できる問題は、適切な修学・就労環境を確保するため協力し合

いましょう。 
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 １ ハラスメントに関する問題を、当事者間の個人的な問題として片づけないことが大

切です。 

 

 ２ ハラスメントの加害者や被害者を出さないため、周囲に対する気配りを行い必要な

行動をとりましょう。大学でハラスメントが生じた場合は、気持ちよく修学・就労がで

きる環境づくりをするため信頼できる人に相談するなどの対策をためらわずに行いま

しょう。 

 被害者は「恥ずかしい」、「トラブルメーカーのレッテルを貼られたくない」、「仕返

しが怖い」などから、他の人に対する相談をためらうことがあります。被害を深刻に

しないよう気が付いた事があれば、互いに声をかけ合い気軽に相談に乗りましょう。 

 

第３ ハラスメントに起因する問題が生じてしまった場合の対応について 

  学生・教職員がハラスメントを受けた場合、被害を深刻にしないために 

（１） 一人で我慢してすまそうとしないようにしましょう。 

（２） ハラスメントに対する対処行動をためらわずに行いましょう。 

（３） 嫌なことは相手にはっきりと意思表示をしましょう。 

    毅然とした態度をとりましょう。 

     ・自分の意思を相手に明確に伝える。 

・上下関係等で直接相手に言いにくい場合は、手紙等別の手段をとる。 

（４）信頼できる人に相談しましょう。 

 まず、信頼できる人に相談しましょう。本学の相談員又は本学で依頼した学外の相

談員に相談する方法もあります。相談時は、ハラスメントの発生日時・内容等の記録、

第三者の証言を得ておくと良いと思います。 

 

第４ 学生等への指導 

  学生は本指針の趣旨の理解に努め、ハラスメントの防止に努める必要があります。教職

員は、学生の心身の発達段階等を考慮し、実情に応じ適切な指導を行いましょう。 
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湘南医療大学入学検定料及び学生納付金並びにその他費用に関する規程 

〔平成 27年４月１日〕 

最新改正〔令和３年４月１日〕 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、湘南医療大学（以下「本学」という。）学則第 52条に基づき、本学の

入学検定料及び学生納付金並びにその他費用について定める。 

（定義） 

第２条 入学検定料とは、入学試験の出願に際し納付する料金をいう。 

２ 学生納付金とは、次の各号に定める料金をいう。 

 （１）入学金 

 （２）授業料 

 （３）実験実習費 

 （４）施設設備費 

３ 前項に定めるもののほか、保健医療学部看護学科において「保健師課程」を履修する者

は、別表２に定める「履修費」を学生納付金に含めるものとする。 

（入学検定料及び学生納付金の額） 

第３条 入学検定料及び学生納付金の額は、別表１及び別表２のとおりとする。 

（学生納付金の納付） 

第４条 学生納付金は、原則として当該年度の学生納付金を前期と後期の２回に分けて納

付する。 

２ 前項に規定する学生納付金の納付期限は、前期については当該年度の前年度の３月 31

日、後期については当該年度の９月 30日とする。 

３ 第１項に規定する前期及び後期の学生納付金の額は、別表３のとおりとする。 

４ 前期納入分における後期納入分の学生納付金の納入は、これを妨げない。 

（学生納付金の延納及び分納） 

第５条 経済的理由により、学生納付金を前条第２項に定める期限までに納付することが

困難な者に対して、延納又は分納を許可することがある。 

（延納及び分納の手続き） 

第６条 学生納付金の延納及び分納を希望する場合は、所定の書類を第４条第２項に定め

る納付期限の１ヶ月前までに提出しなければならない。 

（滞納処分） 

第７条 前条に規定する手続きを経ることなく学生納付金を滞納した場合には、次の各号

に掲げる資格を停止する。 

 （１）授業への出席及び定期試験等を受験すること 

 （２）本学が発行する証明書及び学校学生生徒旅客運賃割引証の発行を受けること 

 （３）その他学内の施設設備を利用すること 

２ 学生納付金の督促を受けた者が指定された期限までに納付しない場合は、学則第 43条

第１号の規定により除籍とする。 

（免除） 

第８条 一般入学試験において、成績優秀者に対して、特待生として１年次授業料半額を免

除する。 

２ 卒業要件単位不足による卒業留年者のうち、前期又は、後期のみ授業科目を履修するこ

とにより、卒業に必要な単位数を修得する者は、当該年度の当該期以外の学生納付金を

免除する。 

（退学等の場合の学生納付金） 

第９条 学年の中途において退学、休学若しくは転学する者、又は、休学、停学若しくは退

学を命ぜられた者については、当該期の学生納付金を納めなくてはならない。ただし、期
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を通して休学する者は、学生納付金を免除し、在籍料として 30,000円（半期）を納付す

るものとする。 

２ 休学及び停学より復学する者は、その日付が属する期からの学生納付金を納めなくて

はならない。 
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（納付金等の不返還） 

第 10条 既に納付された学生納付金は、次の各号に掲げる場合を除き返還しない。 

 （１）明らかに重複又は超過納入になった分のある場合。 

 （２）入学予定者が 3月 31日までに入学辞退を申し入れた場合。但し、入学金は返還し

ない。 

（その他費用について） 

第 11条 入学検定料及び学生納付金とは別に、教科書代・ユニフォーム代・白衣代・教材

費・各種証明書発行料等のその他の費用については、関係する運営管理会議の議を経て

理事長が定める。 

（改廃） 

第 12条 この規程の改廃は、各管理運営会議の議を経て理事長が決定する。 

（準用） 

第 13条 大学院における入学検定料及び学生納付金並びにその他費用については、湘南医

療大学大学院学則第 18条、第 33条第１号及び第 41 条に定めるもののほか、この規程を

準用する。 

 

 

  附 則 

 この規程は、平成 27年４月１日から施行する。 

 この規程は、平成 28年５月１日から施行する。 

 この規程は、平成 31年４月１日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 

 

 

 

※別表１～3は、学部に関する情報のため省略 
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湘南医療大学学生懲戒規程 

 
（平成 27年４月１日） 

（平成 28年 11月２日改正） 

（平成 29年９月 20日改正） 

（令和３年４月１日改正） 

 

（趣旨） 

第１条 この規程は、湘南医療大学学則第 48 条及び湘南医療大学大学院学則第 37 条に規

定する学生の懲戒に関して、必要な事項及び手続きを定める。 

 

（懲戒の種類） 

第２条 懲戒の種類及び効果は、次のとおりとする。 

 （１）訓告 文書により注意を与え､将来を戒める。 

 （２）停学 ６か月以内の有期又は無期とし､この間の登校を禁止する。 

 （３）退学 命令により退学させ、再入学を認めない。 

２ 学長は、前条に規定する懲戒のほか、教育的措置として、口頭又は文書による注意を行

うことがある。 

 

（懲戒の発議） 

第３条 懲戒の対象となり得る行為があったと認めるときは、当該行為を行った学生が所

属する学科の学科長（学科長が配置されていないときは、学部長）又は研究科長は、その

事実関係を速やかに確認し、文書により学長に報告しなければならない。 

２ 学長は、懲戒処分が必要であると認めたときは、関係する運営管理会議（以下「運営管

理会議」という。）に事実関係について必要な調査の実施、調査報告書及び懲戒処分案の

作成を依頼する。 

３ 学長は前項の報告等を受け、速やかに関係する教授会又は研究科委員会（以下「教授会

等」という。）に懲戒の発議を行わなければならない。 

 

（複数の学部等に関わる場合の懲戒手続） 

第４条 懲戒の対象となりうる行為が、異なる学部若しくは学科又は研究科（以下「学部等」

という。）に所属する複数の学生によって引き起こされた場合は、運営管理会議が行う事

実関係の調査に際して、各学部等は相互に連絡調整し協力するものとする。 

 

（弁明） 

第５条 運営管理会議は、第３条第２項の事実関係の調査を行うに当たり、当該学生にその

旨を告知し、口頭又は文書による弁明の機会を与えなければならない。 

２ 当該学生は弁明の際、必要な証拠を提出し、証人を求めることができるとともに、補佐

人を指名し、その補佐を受けることができる。 

３ 弁明の機会を与えられたにもかかわらず、正当な理由もなく当該学生が欠席し、又は弁

明書を提出しなかった場合は、この権利を放棄したものとみなす。 

 

（懲戒処分の決定） 
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第６条 教授会等は、学長から発議があった場合、速やかに審議しなければならない。 

２ 教授会等は、前項の審議において必要があると認め、改めて事実関係の調査及び審議を

行う場合においては、前条の規定を準用する。 

３ 学長は、教授会等の意見を踏まえ、懲戒処分を決定する。 

 

（懲戒処分の通知） 

第７条 学長は、懲戒処分を決定した場合は、当該学生に通知しなければならない。 

２ 懲戒処分の通知は、処分理由を記載した懲戒処分書を当該学生に交付することにより

行う。ただし、交付が不可能な場合には、他の適当な方法により通知する。 

３ 前項の通知を行った場合は、当該学生の保証人に対し、通知の写しを内容証明郵便によ

り送付するものとする。 

 

（懲戒の発効） 

第８条 懲戒の発効日は、懲戒処分書交付日とする。 

 

（無期停学の解除） 

第９条 運営管理会議は、無期停学の学生について、その発効日から起算して６ヶ月を経過

した後、停学の解除が妥当であると認めたときは、教授会等に停学の解除を発議すること

ができる。 

２ 前項の発議があったときは、学長は、教授会等の意見を聴いて、停学を解除する。 

３ 停学の解除の通知及び発効については前２条の規定を準用する。 

 

（再調査） 

第 10条 懲戒処分を受けた者は、事実の誤認、新事実の発見など正当な理由があるときは、

その証拠となる書類を添えて、文書により学長に再調査を請求することができる。 

 

（補則） 

第 11条 前条の再調査の方法など懲戒の手続きに必要な事項は、学長が別に定める。 

 

（雑則） 

第 12 条 この規程に定めるもののほか、学生の懲戒に関する必要な事項は、別に定める。 

 

  附 則 

 この規程は、平成 27年 4月 1日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成 28年 11月 2日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、平成 29年 9月 20日から施行する。 

  附 則 

 この規程は、令和３年４月１日から施行する。 
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湘南医療大学学生懲戒に関する細則 

 

 

（趣旨） 

第１条 この細則は、湘南医療大学学生懲戒規程（以下「規程」という。）第 12条に基

づき、学生の懲戒に関し、必要な事項を定める。 

（懲戒の対象） 

第２条 懲戒の対象となりうる行為は、次の各号に掲げるものとする。 

 (1) 湘南医療大学（以下「本学」という。）の諸規程又は命令に違反する行為 

 (2) 本学の教育研究活動又は管理運営を妨害する行為 

 (3) 本学の定期試験等における不正行為 

 (4) 法令等に違反する行為 

 (5) 本学の名誉及び信用を著しく傷つける行為 

 (6) その他学生の本分に反する行為 

（懲戒の量定） 

第３条 懲戒の量定は、次の各号に掲げる事項を勘案した上で、別表に定めるガイドラ

イン（標準例）に準拠し、学長が総合的に判断する。 

 (1) 当該行為の悪質性、内容並びに性質 

 (2) 当該行為に至る経緯及び動機 

 (3) 当該学生の態度、反省状況 

 (4) 当該行為を受けた者の被害（精神的、肉体的、経済的等）の程度 

 (5) 当該行為が本学に及ぼした影響 

２ 懲戒の量定にあたっては、個々の事案の事情に即し、ガイドライン（標準例）に定

める処分を加重軽減することができる。 

３ 前２項の規定にかかわらず、ガイドライン（標準例）に掲げられていない懲戒の対

象となる行為については、ガイドライン（標準例）に照らして判断し、相当の懲戒を

行うことができる。 

（停学期間中の履修制限等） 

第４条 停学期間中の学生は、本学教育課程の履修、試験等の受験、行事等活動への参

加はできないものとする。ただし、学長が教育指導上必要と認めた場合は、この限り

でない。 

２ 停学期間と履修手続期間が重複した場合には、当該学生の履修手続を認めるものと

する。 

３ 停学期間中の学生が休学又は退学を申し出た場合、これを認める。停学期間中に退

学した学生の再入学は認めない。 

（逮捕・拘留等における特例） 

第５条 懲戒対象行為により逮捕・勾留等された学生が、その犯罪を認めている場合で、

かつ本学として当該学生に接見できない場合は、規程第５条に定める弁明の機会を

与えることなく懲戒処分を行うことができる。ただし、当該学生の権利を著しく損な

うことがないよう十分な配慮を持って行う。 

（表彰等からの除外） 

第６条 懲戒を受けた学生は、本学の学生表彰、各種推薦等の対象にはならない。 

（懲戒に関する記録等） 

第７条 懲戒に関する記録について、懲戒の原因（当該行為内容等）、決定された処分

内容並びに理由を記載した文書を保存する。ただし、成績証明書、進学等に係る書類

には懲戒の有無又はその内容の記載は行わない。 
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 附 則 

１ この規程は、令和３年２月 10日から施行する。 

２ この細則の施行の日をもって、湘南医療大学学生懲戒に関する内規は廃止する。 
別表 ガイドライン（標準例） 

処分内容 問題行動内容 備考 

退学 殺人、強盗、強姦などの凶悪な犯罪行為又は犯罪未遂行為 刑事事件等 

 重大な交通事故（悪質な交通法規違反、ほう助も含む） 刑事事件等 

 薬物等の犯罪行為 刑事事件等 

 ストーカー行為 社会的通念で悪質と認められるもの 

 ハラスメント行為 社会的通念で悪質と認められるもの 

 わいせつ行為（痴漢、盗撮等） 社会的通念で悪質と認められるもの 

 コンピュータ又はネットワークの不正使用行為 教育、運営管理に影響を与えた場合 

 

目指す職業倫理を大きく逸脱する行為、学校の信用を著しく損なわ

せる行為 

・繰り返される窃盗 

・繰り返される交通違反 

・繰り返される傷害、暴行 

社会的通念で悪質と認められるもの 

停学 定期試験における不正行為 ６ケ月以内停学（単位はく奪） 

 建造物（校舎等）への不法侵入又は不正使用、占拠 ３ヶ月以内停学 

 故意の建造物（校舎等）又は器物（備品等）の損壊、汚損等の行為 ３ヶ月以内停学 

 

ＳＮＳマナー違反（以下の内容の掲載等） 

・誹謗中傷する内容 

・他人のプライバシーに関する内容 

・公序良俗に反する内容 

・人権、民族、言語、宗教、身体、性、思想、信条等に関する差別

的な内容 

・入学して知り得た事項 

３ヶ月以内停学 

 

教育、管理運営を妨げる行為 

・暴力 

・学園の名誉を著しく傷つける行為 

１ヶ月以内停学 

 度重なるいやがらせ、いじめ等他人に迷惑をかける行為 １ヶ月以内停学 

 授業の妨害、不正な出席（成り代わり） １ヶ月以内停学 

 一気のみ等他人に飲酒を強要し、健康に被害を与える行為 １ヶ月以内停学 

訓告 度重なる授業中の携帯電話、スマートフォンの「不適切」使用  

 窃盗、暴行、傷害等 初犯。再犯を戒めるもの 

 学内喫煙  

 未成年飲酒  

 学則・細則に基づく交通違反  

 

学園の名誉を著しく傷つける行為又は学校の信用を著しく損なわ

せる行為で、停学に至らないもの 

・不適切なＳＮＳ利用（停学に至らないもの） 

・不適切な副業（風俗産業等学生の本分に反するアルバイト） 
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退学 学生としての身分を喪失させる。（行為の悪質性・重大性が認められる場合） 

停学 
登校を禁じる。在学年限に含め修業年限に含まない。（行為に悪質性又は重大性のいずれかが認められる

場合） 

訓告 学生に対して文書により注意を与え、将来を戒める。 
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こんな時には？（事務室利用案内） 

こんなとき 必要な手続き 
参照ペー

ジ 

学生証を忘れた時、又は打刻忘れの

あった時 
（学生証忘れ）出席届出書の提出 8 

学生証を紛失、又は破損した時 学生証再交付願の提出 16 

各種証明書がほしい時 証明書交付願の提出 20 

引っ越した時 住所等（変更）届等の提出 21 

学費の分納・延納をしたい時 延納願・分納願の提出 22 

忘れ物・落とし物をした時 事務室にて受け取り（３ヶ月以内） 23 

学内や通学中、実習先で事故にあっ

た時 

事故報告書等、保険金請求書類の提

出 
23 

感染症に罹った時 医療機関受診結果の報告 34 

カウンセリングを受けたい時 
事務室にて、もしくはメールでカウ

ンセリングの予約 
34 

学内システムのパスワードを忘れた

時 
学生証持参のうえ、事務室で確認 35 

クラブ・サークルを作りたい時 学生団体設立届の提出 36 

学内施設を利用したい時 施設使用願の提出 37 

奨学金を借りたい時 
奨学金の種類に応じて、必要書類の

提出 
41 

学生アパートに入りたい時 入居のための申請書の提出 42 
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対応窓口と利用方法の一覧 

学生生活を送るうえで、困ったことがある場合は、次の相談窓口に申し出てください。相談に来

たことや内容に関しては、秘密を厳守し、同意なく別の人に伝えることはありません。しかし、他

の役割の教職員に相談することが解決に役立ちそうな時には、学生から相談するように勧めます。

また情報共有することが支援等不可欠な場合は、「何のために情報共有が必要か」を説明し、学生本

人に許可を取ります。 

窓口対応時間は 平日の８時 50分～17時00分 です。 

 【相談できる内容】 

主な業務内容 

各種証明書・学割等各種発行、保険、各種届出、学籍、奨学金、部活動・サークルに関す

る手続き、拾得物・遺失物、医務室・カウンセリング室の管理、ボランティア・社会貢

献、学生寮 

講義室、実習室、校内警備・美化・防災の管理、諸行事、学生納付金の納入 

心身の健康、健康診断、健康相談、実習に係る抗体検査等 

身体やこころの悩み、カウンセラーによる相談 

  【問い合わせ区分別窓口一覧】 

区分 窓口 

身体・こころの悩み 
カウンセラー（いずれも申し込みは事務室） 

予約専用メールアドレス: soudan@sums.ac.jp 

就職・進学 専任教員 

学生生活 専任教員、事務室 

ハラスメント 

ハラスメント防止委員会、ハラスメント相談員 

相談に関する問い合わせ（予約専用） 

ハラスメント防止委員会 

E-mail：hpc@sums.ac.jp 

事務室 

TEL：0466-54-8321 

E-mail：gakuseishien@sums.ac.jp 

※災害時連絡先 
連絡先：湘南医療大学 介護福祉別科事務室 

電話 ：0466-54-8321 

E-mail：renraku@sums.ac.jp 
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藤沢
ふじさわ

キャンパス案内図
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学園歌
がくえんか
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ふれあいグループ実習施設 

◆湘南東部総合病院 
〒253-0083 茅ヶ崎市西久保500番地 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：総合診療科（内科）、外科、消化器内科、消化器外

科、循環器内科、呼吸器内科、呼吸器外科、脳神経外科、脳神

経内科、整形外科、泌尿器科、産婦人科、麻酔科、放射線科、

小児科、リハビリテーション科、精神科、歯科口腔外科、血液

内科、腎臓内科、糖尿病内科、乳腺外科、皮膚科、病理診断科 

ベッド数：327床 

 

◆茅ヶ崎中央病院 
〒253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎二丁目2番地3号 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：総合診療科、外科、呼吸器内科、循環器内科、消化

器内科、糖尿病内科、循環器外科、整形外科、消化器外科、脳

神経外科、眼科、耳鼻咽喉科、皮膚科、人工透析内科、リハビ

リテーション科、放射線科、救急科、血管外科、乳腺外科、脊

椎外科、心臓血管外科、泌尿器科、麻酔科 

ベッド数：324床 

 

 

◆ふれあい町田ホスピタル 
〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1丁目3番8号 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、人工透析内科、呼吸器内科、整形外科、脳神

経外科、心臓血管外科、リハビリテーション科、循環器内科、

消化器外科、皮膚科 

ベッド数：199床（回復期病棟50床、障害者病棟149床） 

 

◆湘南さくら病院 
〒253-0081 茅ヶ崎市下寺尾1833 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：精神科、内科 

ベッド数：156 床（精神療養病棟 104 床、認知症治療病棟 52

床） 

 

◆ふれあい鶴見ホスピタル 
〒230-0077 横浜市鶴見区東寺尾4丁目4番地22号  

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：総合診療科、内科、外科、呼吸器内科、循環器内科、

神経内科、整形外科、脳神経外科、皮膚科、リハビリテーショ

ン科 

ベッド数：210床（回復期リハ病棟102床、障害者病棟54床、

療養病棟54床） 

 

◆康心会伊豆東部病院 
〒413-0411 静岡県賀茂郡東伊豆町稲取17-2 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、外科、整形外科、脳神経内科、婦人科、リハ

ビリテーション科、眼科、循環器内科、消化器内科、腎臓内科

（人工透析）、脳神経外科 

ベッド数：160床（一般病棟40床、回復期リハ病棟40床、障

害者病棟40床、特殊疾患病棟40床） 

 

◆ふれあい横浜ホスピタル 
〒231-0031 横浜市中区万代町2-3-3 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、消化器内科、内視鏡内科、循環器内科、呼吸

器内科、糖尿病内科、人工透析内科、外科、整形外科、形成外

科、美容外科、消化器外科、内視鏡外科、心臓血管外科、乳腺

外科、小児科、泌尿器科、産婦人科、リハビリテーション科、

放射線科、腎臓内科、歯科、麻酔科 

ベッド数：87床（急性期一般入院基本料25床、障害者施設等

入院基本料26床、回復期リハビリテーション病棟入院料36床） 
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◆ふれあい東戸塚ホスピタル 
〒244-0806 横浜市戸塚区上品濃16番8 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、外科、消化器内科、呼吸器内科、循環器内科、

糖尿病内科、精神科、皮膚科、整形外科、リハビリテーション

科、泌尿器科、神経内科、心臓血管外科、腎臓透析内科 

ベッド数：150床（障害者病棟97床、回復期リハ病棟53床） 

 

◆ふれあい平塚ホスピタル 
〒254-0813 平塚市袖ケ浜1-12 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、呼吸器内科、循環器内科、外科、消化器外科、

整形外科、皮膚科、リハビリテーション科、放射線科、爪専門

外来、脳神経外科 

ベッド数：125床（2階40床、3階50床、4階35床） 

 

◆ふれあい鎌倉ホスピタル 
〒248-0012 神奈川県鎌倉市御成町9-5 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：総合診療科、内科、循環器内科、呼吸器内科、腎臓

内科（人工透析）、外科、消化器外科、乳腺外科、肛門外科、

整形外科、脳神経外科、放射線科、リハビリテーション科 

ベッド数：156床（一般病棟58床、回復期リハビリ病棟50床、

障害者病棟48床） 

 

◆ふれあい沼津ホスピタル 
〒410-0866 静岡県沼津市市道町8-6 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：精神科、心療内科、内科 

ベッド数：293床 

 

 

 
◆ふれあい南伊豆ホスピタル 
〒415-0151 静岡県賀茂郡南伊豆町青市848 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：精神科、心療内科 

ベッド数：248床 

 

◆大和成和病院 
〒242-0006 神奈川県大和市南林間9-8-2 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：循環器内科、心臓血管外科、外科、麻酔科、リハビ

リテーション科、放射線科、整形外科 

ベッド数：99床（ICU10床） 

 

◆康心会汐見台病院 
〒235-0022 横浜市磯子区汐見台1-6-5 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、腎臓内科（人工透析）、循環器内科、小児科、

外科、消化器外科（内視鏡）、整形外科、産婦人科、皮膚科、

泌尿器科、眼科、脳神経外科、放射線科、リハビリテーション

科、呼吸器内科、消化器内科、脳神経内科、麻酔科 

ベッド数：225床（一般病床93床、回復期リハ病床70床、障

害者病床49床、小児病床13床） 

 

◆さがみ野中央病院 
〒243-0401 神奈川県海老名市東柏ヶ谷6-20-20 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、整形外科、皮膚科、泌尿器科、形成外科、リ

ハビリテーション科、消化器科、循環器科、乳腺外科 

ベッド数：96床（一般病棟） 
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◆綾瀬厚生病院 
〒252-1107 神奈川県綾瀬市深谷中一丁目4番16号 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科、外科、整形外科、脳神経外科、形成外科、皮

膚科、泌尿器科、婦人科、産科、小児科、眼科、リウマチ科、

リハビリテーション科、麻酔科 

ベッド数：168床（一般 72床、回復期 24床、療養 60床、産

婦人科12床） 

 

◆湘南東部クリニック 
〒253-0083 茅ヶ崎市西久保117番地 

診療科目：総合診療科（内科）、外科、消化器内科、消化器外

科、循環器内科、呼吸器内科、呼吸器外科、脳神経外科、脳神

経内科、整形外科、腎臓内科、糖尿病内科、皮膚科、血液内科、

麻酔科 

 

◆ティー.エイチ.ピー.メディカルクリニック 
〒251-0052 藤沢市藤沢498 

 

 

 

 

 

 

 

診療科目：内科（一般・総合診療）、精神科、心療内科 

 

◆ふれあいクリニック泉 
〒245-0014 横浜市泉区中田南4-3-23 

診療科目：人工透析、内科 

 

◆湘南健康管理センター 
〒253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3 

 

◆ふれあい横浜ホスピタル 健康管理センター 
〒231-0031 横浜市中区万代町2-3-3 

 

◆介護老人保健施設 ふれあいの丘 
〒253-0007 茅ヶ崎市行谷602-１ 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーション（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：90床 

 

 
 
◆介護老人保健施設 ふれあいの渚 
〒253-0073 茅ヶ崎市中島1220番地 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーション（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：132床（認知棟40床含） 

 

◆介護老人保健施設 湘南シルバーガーデン 
〒254-0813 平塚市袖ケ浜１-12 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーション（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：100床 

 

◆介護老人保健施設 ヒルズ東戸塚 
〒244-0806 神奈川県横浜市戸塚区上品濃16-7 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーション（介護予防通所リハビリテーション）④ 居宅介護

支援事業 

ベッド数：120床（個室24室、4床室24室） 

 

◆介護老人保健施設 ふれあいの町田 
〒194-0215 東京都町田市小山ヶ丘1丁目3番7 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーション（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：150床（認知症専門棟40床含） 
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◆介護老人保健施設 ふれあいの桜 
〒252-0816 藤沢市遠藤446-１ 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーション（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：100床 

 

◆介護老人保健施設 ふれあいの百合 
〒253-0061 茅ヶ崎市南湖1-6-14 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス

（短期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リ

ハビリテーション（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：100床 

 

◆介護老人保健施設 成和ナーシングプラザ 
〒242-0006 大和市南林間9丁目8番9号 

 

 

 

 

 

 

 

基準サービス：①入所サービス②ショートステイサービス（短

期入所療養介護・介護予防短期入所療養介護）③通所リハビリ

テーションサービス（介護予防通所リハビリテーション） 

ベッド数：100床 

 

◆湘南地区地域包括支援センター すみれ 
〒253-0062 茅ヶ崎市浜見平11-1ハマミーナ1F 

 

◆鶴嶺東地区地域包括支援センター さくら 
〒253-0085 茅ヶ崎市矢畑1427-1 

 

◆訪問看護茅ヶ崎ふれあいステーション 
〒253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-8古谷ビル2階 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆居宅介護支援ｾﾝﾀｰ ふれあい北口ケアセンター 
〒253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎2-1-38ソシエ弐番館206 

 

 
 
◆鶴嶺西地区地域包括支援センター みどり 
〒253-0071 茅ヶ崎市萩園 2360-1鶴嶺西地区コミュニティセ

ンター2F 

 

◆茅ヶ崎地区地域包括支援センター ゆず 
〒253-0044 茅ヶ崎市新栄町13-48ワラシナビル1階 

 

◆小出地区地域包括支援センター わかば 
〒253-0008 茅ヶ崎市芹沢846-3 

 

◆鎌倉市地域包括支援センター ふれあいの泉 
〒247-0052 鎌倉市今泉2-4-10 

 

◆元町ケアセンター 
〒253-0043 茅ヶ崎市元町10番33号 

基準サービス：通所介護（デイサービス）、訪問介護（ホーム

ヘルパー派遣）、居宅介護支援事業所（ケアプラン作成） 

 

◆成和訪問看護ステーション 
〒242-0006 大和市南林間 9 丁目 8 番 9 号（成和ナーシング

プラザ内） 

 

 

 

 

 

 

 

サービス：病状・障害の観察・清拭・洗髪等による清潔保持、

食事および排泄等の日常生活のお世話・体位交換、褥瘡の予防・

処置等・リハビリテーション・ターミナルケア、認知症患者の

介護・療養生活や介護方法の指導・相談・カテーテル等の管理・

その医師の指示による処置 

 

◆あやせ訪問看護ステーション 
〒252-1107 神奈川県綾瀬市深谷中1丁目10番1号 

 

 

 

 

 

 

 

サービス：病状の観察、日常生活の援助、服薬管理・指導、医

療的処置、リハビリテーション、終末期の看護、介護相談・家

族支援 等 

 

◆介護老人福祉施設 ふれあいの森 
〒253-0081 茅ヶ崎市下寺尾1928 

 

 

 

 

 

 

 

定員：入居70名（長期入居54名 短期入居16名）通所30名 

基準サービス：日常生活介助（食事・入浴・排泄等）、日常生

活動作訓練、居宅介護支援事業所（ケアプラン作成） 
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◆介護老人福祉施設 ふれあいの泉 
〒247-0052 鎌倉市今泉2丁目10-1 

 

 

 

 

 

 

 

定員：入居84名（長期入居74名 短期入居10名）通所18名 

基準サービス：日常生活介助（食事・入浴・排泄等）、日常生

活動作訓練、居宅介護支援事業所（ケアプラン作成） 

 

◆介護老人福祉施設 ふれあいの麗寿 
〒253-0061 茅ヶ崎市南湖1-6-15 

 

 

 

 

 

 

 

定員：110名（長期入所：多床室49名 個室51名 、短期入所

10名） 

基準サービス：日常生活介助（食事・入浴・排泄等）、日常生

活動作訓練、アクティヴィティー活動 

 

◆有料老人ホーム 湘南ふれあいの園 
〒253-0041 茅ヶ崎市茅ヶ崎2-2-3 

 

 

 

 

 

 

 

居室数：81室（個室48室 夫婦室33室） 

 

◆有料老人ﾎｰﾑ 湘南ふれあいの園 ﾅｰｼﾝｸﾞﾎｰﾑ元町 
〒253-0043 茅ヶ崎市元町10-3 

居室数：42室（個室40室 夫婦室2室） 

 

◆有料老人ホーム シニアホテル横浜 
〒231-0031 横浜市中区万代町2-3-3 

 

 

 

 

 

 

 

居室数：107室 

 

◆有料老人ﾎｰﾑ ナーシングローズヴィラ鎌倉 
〒247-0065 鎌倉市上町屋733-1 

居室数：30室 

 

 
 
◆有料老人ホーム 湘南ふれあいの園 平塚 
〒254-0813 平塚市袖ヶ浜1-12 

 

 

 

 

 

 

 

居室数：77室（個室74室 夫婦室3室） 

 

◆有料老ﾎｰﾑ ｼﾆｱﾎﾃﾙ東戸塚イーストウイング 
〒244-0806 横浜市戸塚区上品濃16-8 

居室数：79室（個室61室 夫婦室18室） 

 

◆有料老ﾎｰﾑ ｼﾆｱﾎﾃﾙ東戸塚サウスウイング 
〒244-0806 横浜市戸塚区上品濃16-15 

 

 

 

 

 

 

 

居室数：112室 

 

◆有料老人ホーム 湘南ふれあいの園 湘南東部 
〒253-0083 茅ヶ崎市西久保745 

 

 

 

 

 

 

 

居室数：67室 

 

◆有料老人ホーム 湘南ふれあいの園 小田原 
〒250-0011 小田原市栄町3-10-24 

居室数：56室 

 

◆幼保連携型認定こども園みどり幼稚園 
〒245-0061 横浜市戸塚区汲沢2-26-14 
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【藤沢キャンパス】 

 〒251-0052 神奈川県藤沢市藤沢 498 

 TEL:0466-54-8321 

 FAX:0466-54-8357 

 


